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　　　１




　自宅マンションから梅うめ郷さと中学校までの片道約一・六キロの道のりを、ハルユキは毎日徒歩で通っている。

　だから、一キロや二キロ歩くことには、さして苦手意識はない。今日の第一目標地点である《中なか野のセントラルパーク》まではちょうど一キロメートルの道のりなので、徒歩移動でも体力は消しよう耗もうするまい──と思っていたのだが。

「……ちょっとハル、なんか顔色悪いよ？　熱射病じゃないでしょーね」

　左ひだり隣どなりを歩く倉クラ嶋シマ千チ百ユ合リが、そんなことを言いながらオデコに手を伸ばしてきたのでハルユキは慌あわててかぶりを振った。

「だ……だいじょーぶ、へーきへーき」

「ふむ、確かに水分が不足しているようだな。これを飲むといい」

　今度は右隣から、黒クロ雪ユキ姫ヒメが保冷ボトルを差し出してくる。

「い、いえ、ほんとに大だい丈じよう夫ぶですから」

　そちらも丁重に断ってから、ハルユキはちらりと周囲を見回し、自分だけに聞こえる音量で続けた。

「ていうか……こんな状況で歩いてたら、そりゃ顔色も悪くなるよ……」

　左のチユリ、右の黒クロ雪ユキ姫ヒメのみならず、前方にはネガ・ネビュラス四元素エレメンツたる倉クラ崎サキ楓フウ子コ、四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイ、氷ヒ見ミあきらが並んで歩き、すぐ後方にはアッシュ・ローラーこと日クサ下カ部ベ綸リンがぴったり張り付き、更さらにその後ろではプチ・パケ組の奈ナ胡ゴ志シ帆ホ子コ、三ミ登ト聖サト実ミ、由ユ留ル木キ結ユ芽メが賑にぎやかに談笑している。

　つまりハルユキは、このところ増加率が著しいネガ・ネビュラス女性陣に護送船団よろしく囲まれてしまっているわけで、稀き少しような男性メンバーにして心の友たる黛マユズミ拓タク武ムはどこに行ったのかと視線を巡らせれば、最後方でマゼンタ・シザーこと小オ田ダ切ギリ累ルイと肩を並べ、なにやら言葉を交わしている。

　あっちはあっちで大変そうだが、しかしハルユキもいたたまれなさでは負けていない。この状況を《針のむしろ》などと形容したら各方面から怒おこられそうだが、実際問題、すれ違う人々からは美少女軍団の中心にいるハルユキに様々なニュアンスの視線が照射されてくる……ような気がする。

　──いやいや、気のせいだ。ただの自意識過か剰じようだ。人はみんな他人のことなんか大して気にしちゃいないんだ。

　自分にそう言い聞かせつつも、再び周囲を視線でスキャンしてしまう。

　一同が歩いているのは、ＪＲ中央本線の高こう架かに沿って東西に延びる都道だ。二〇三〇年代に拡かく幅ふく工事が行われ、たっぷりと幅が取られた赤レンガの歩道は日差しの下で白っぽく輝かがやき、街路樹の幹ではセミが元気よく鳴いている。その下を、学校帰りの小中高生が笑顔で行き交う。

　それは単にようやくの梅雨つゆ明けと明日からの夏休みを喜ぶ笑みであるはずだが、どうしても彼らの顔を直視できず、ハルユキは下を向くと仮想デスクトップの地図アプリを起動した。

　中なか野のセントラルパークは、中野駅の北西に位置する総合商業施設だ。敷しき地ち面積はハルユキの自宅マンション低層階に併設されているショッピングモールより広く、多彩なテナントが入居しているので休日ともなれば大いに賑わう。

　今日は二〇四七年七月二十日、土曜日。しかも都内のほとんどの学校は今日が終業式なので、学生や家族連れでさぞかし混雑しているだろう。基本的に人混みが苦手なハルユキだが、いまだけはそれが有あり難がたい。

　なぜなら、これから中野セントラルパークには、黒のレギオン《ネガ・ネビュラス》と赤のレギオン《プロミネンス》の全すべてのメンバーが集つどうことになっているのだ。黒側が、一時的に参加している綸を合わせて総勢十二人、そして赤側は総勢三十人を超えると予想される。いくら施設が広くても、閑かん散さんとしていればそれだけの大集団が目立たないわけがなく、互いにリアル割れは必至だ。

　もっとも、プロミネンスのレギオンマスターである二代目赤の王スカーレット・レインこと上コウ月ヅキ由ユ仁ニ子コと、サブマスターであるブラッド・レパードことパドさんこと掛カケ居イ美ミ早ハヤは、ほとんどの黒メンバーと互いにリアルが割れまくっているので万が一にもＰＫ合戦のようなことにはならないはずだ。しかしそれはそれとして、やはりまだバーストリンカー相手に生身の姿を晒さらすことには、少なからぬ抵抗がある。

　ハルユキも、解わかってはいるのだ。黒クロ雪ユキ姫ヒメや楓フウ子コ、ニコやパドさんのようなハイランカーたちは、恐らくは加速世界で積み重ねてきた途と轍てつもなく長い時間のせいだろう、価値観が同年代の若者たちとは激しく異なる。彼女たちは人間を外見で判断しないいっぽう、精神的な卑ひ屈くつさに対してはとても厳しい反応を見せる。

　そういう傾向は、古参ではないバーストリンカーにも広く存在し、リアルのハルユキを正面から《豚》と嘲あざけったのは暗黒面に堕おちていた時のダスク・テイカー／能ノウ美ミ征セイ二ジくらいのものだ。そもそもハルユキがまん丸ぽよーんな体型をしているのは、食生活に無む頓とん着ちやくだった自分自身のせいなのだから、せめて堂々と自分を晒して、じろじろ見られたり嘲ちよう笑しようされても１ダメージで耐えるくらいの覚悟は持っているべきだ。

　──と、思っちゃいるんだけどね……。

　もう一度頭の中で呟つぶやくと、ハルユキは立体地図に視線を戻した。

　中なか野のセントラルパークは《サウス》と《イースト》の二棟とうが、大きな区立公園を囲むような構造になっている。フードショップは両棟一階二階の、公園に面する側に並んでいて、恐らくプロミネンスのメンバーたちはそれらのショップ数軒に分散して待機するつもりだろう。

　ショップは全部で十五軒ほどもあるが、ハルユキたちが入った店に、プロミ側のメンバーが居合わせる可能性は決してゼロではない。初見で即座に見破られるとは思わないが、指定時間に隣となりで《バーストリンク》コマンドを唱えてしまったりすれば、会議が終わってからお互い相当に気まずい思いをすることになる。

　と、ここまで考えてから、ハルユキはようやく今いま更さらながらの疑問に気付き、右を歩く黒雪姫に問いかけた。

「あの、先輩。そういえば、どうして赤と会議するのに、わざわざ全員でセントラルパークまで行くんですか？　いつもみたいに二人が対戦開始者スターターになって、残りはステージに観戦者ギヤラリーとしてダイブする形式なんですから、セントラルパークに行く必要があるのはスターターだけで、他の参加者は中野第一エリアのどこにいても同じことなんじゃ……？」

「ン、まあ、それはそうなんだがな」

　軽く頷うなずいてから、黒雪姫はちらりと前を歩く三人を見た。

「こちら側のスターターである楓子ひとりだけをセントラルパークに行かせるのは心苦しいし、今回はパークのローカルネットを使ってギャラリーを両レギオンのメンバーだけに限定する作戦だから、リアルで現地に集合する必要があるんだよ」

「ええと、でも……」

　ほぼ納得させられつつも、ハルユキは食い下がる。

「……対戦者には、任意のギャラリーを強制的に排除する権利があるんですから、対戦が始まってから部外者を追い出してもいいんじゃないですか？」

「あのなあハルユキ君、それでは黒と赤が何やら企たくらんでいることが、部外者に丸わかりだろう」

　苦笑しつつそう言った黒クロ雪ユキ姫ヒメは、表情を引き締しめて続けた。

「──今回のネガ・ネビュラスとプロミネンスの合併は、夕方四時にオシラトリとの領土戦が始まるまで、絶対に奴やつらに気け取どられてはならない。白の王コスモスなら、うちとプロミの合併を察知すれば、そこから今日の港みなと区第三エリア攻こう撃げきを看破してしまいかねないからな……。事前に攻撃がバレれば、当然奴らは港区第三に《七連矮星セブン・ドワーフス》を全員集めてくるだろうし、ヘタをするとコスモス自みずからが出てくるかもしれん。キミたちの実力は信しん頼らいしているが、そうなったら……」

「ダメよ、サッちゃん」

　力の入った黒雪姫の言葉を、前方の倉クラ崎サキ楓フウ子コがくるりと振り向いて遮さえぎった。いつものふんわり優しいレイカースマイルを浮かべつつも、解わかる者には解る静かな迫はく力りよくを秘めた声でしっかり釘くぎを刺す。

「仮に白の王が出陣してくる可能性があっても、ううん、だったらなおさら、サッちゃんは港区エリアに行っちゃダメ。ネガ・ネビュラスは、何が起きようと、サッちゃんさえ……黒の王さえ健在なら甦よみがえるわ、何度だって。でも……」

　その続きを、楓子の隣となりの四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイがテキストチャットで引き取った。

【ＵＩ[image: ∨]　もしサッちんに何かあったら、私たちは今度こそ立ち上がれなくなってしまうのです。ネガ・ネビュラスは、サッちんが大好きな人たちが、サッちんのために集まってできたレギオン。いまも昔も、それは変わらないのです】

　更さらに、普ふ段だんは口数が極きよく端たんに少ない氷ヒ見ミあきらまでもが、赤フレームのメガネに触ふれながら言い添える。

「フーとういの言うとおりなの。今日の領土戦は、決して白のレギオン、そして《加速研究会》との最終決戦じゃない。これから長く続いていく戦いの、最初のひとつ。負けられない戦いだけど、もし負けたってやり直せるの、何度でも」

「……………………」

《四元素エレメンツ》三人の真しん摯しな言葉を聞いた黒雪姫は、真剣な……しかしどこか痛みを堪こらえるような表情で沈ちん黙もくした。いつしか一同の足が止まり、後方のメンバーたちもお喋しやべりを中断して立ち止まる。

　最初に口を開いたのは、スマイルに仄ほのかな苦笑成分を加えた楓子だった。

「……昔なら、こんな時はいつもグラフが混ぜっ返すようなことを言って、空気を軽くしてくれたんだけどね」

【ＵＩ[image: ∨]　いたらいたでめんどくさいですが、いなければそれはそれで物足りないのがグラフさんなのです】

　謡ウタイのコメントに、あきらが真顔で付け加える。

「うかつにウワサをしていると、謎なぞの能力で察知して、呼ばれてないのに登場してくるから気をつけたほうがいいの」

　これには黒クロ雪ユキ姫ヒメもようやく顔を綻ほころばせ、ふうっと息を吐はくと頷うなずいた。

「…………そうだな。確かに今日の私は、少し気負いすぎかもしれん。先月の文化祭に現れたコスモスに、自分でも気付かないうちに挑発されてしまっていたのかもな……」

「そうですよ先輩、今日のところはみんなを信じて、杉すぎ並なみで吉きつ報ぽうを待ってて下さい！」

　珍めずらしくいいタイミングでいいことを言えた、とハルユキが内心ほっとしていると、

「あーあー、そこで『僕を信じて』って言えないのがハルよねえー」

　とチユリから容よう赦しやない突っ込みが入り、黒雪姫たちのみならず後方で話を聞いていた志シ帆ホ子コたちやタクムまでもが声を上げて笑った。

　それが収まりかけた瞬しゆん間かん、ハルユキの真後ろからすうっと一本の手が伸びた。

「あ、あの……」

　発言の機会を求めたのは、ふわふわした髪を後ろで小さな二つ結びにした日クサ下カ部ベ綸リンだった。黒雪姫が、二度ほど瞬まばたきしてから微笑ほほえむ。

「日下部君……いやリン君、キミも今日はネガ・ネビュラスの一員なのだ。発言するために、いちいち手を挙げなくてもいいぞ」

「は……はい。あの、私、いまのお話を聞いてて思ったん……ですが」

　いつもと同じ、少したどたどしい口調ながら、綸は真剣な表情で話し続けた。

「もし、梅うめ郷さと中の文化祭に現れた白の王が、本当に黒雪姫さんを挑発したかったんだとしたら……その目的は、黒雪姫さんを、白のレギオンとの戦いに引っ張り出すため……ということになります、よね？」

「む…………」

　黒雪姫は、楓フウ子コやあきら、謡たちと一瞬視線を交わしてから、ゆっくりと頷いた。

「そう……いうことになるんだろうな。奴やつがあの場に現れ、自分がＩＳＳキット事件の黒幕であり、加速研究会のリーダーであることを認めなければ、我々はこうも速すみやかに緑の王グランデや青の王ナイトの協力を取り付け、港みなと区エリアへの攻こう撃げき作戦を実行することはできなかったはずだ……」

「……それに、あの人は、蝶ちよう々ちようになって消える直前に言ってました」

　二十日前の記き憶おくを辿たどりながら、ハルユキも口を開いた。

「黒雪姫先輩が、先輩の意思であの人の……白の王の前に立つ時が楽しみだ、って……」

　文化祭の真っ最中に行われた黒のレギオンのミーティングに、単身ダミーアバターで乱入してきた白の王──《儚き永遠トランジエント・エタニテイ》ホワイト・コスモスの佇たたずまいを脳裏に思い描いただけで、セミの声や日差しの温度までもが遠ざかる気がする。

　あの時、白の王は、黒雪姫とニコの二人を相手に、戦せん闘とう力りよくがないに等しいダミーアバターのまま戦おうとしたのだ。レベル９サドンデス・ルールによって、ただの一度でも敗れればその瞬しゆん間かんにポイント全損、加速世界から永久に追放されてしまうと知りながら。

　ぶるりと体を震ふるわせるハルユキの、シャツの袖そで口ぐちを小さな右手できゅっと摑つかんで、綸リンが再び話し始めた。

「私は、加速世界では兄に入れ替わってしまうので、普ふ段だんは対戦中の記き憶おくはけっこう曖あい昧まい……なんです。でも、あの時のことは、不思議によく憶おぼえています。……白の王からは、敵意とか憎にくしみみたいなものはまったく伝わってこなかったのに……私、あの人が、怖かった。まるで、考えてることが何もかも見み透すかされてる……みたいな……。──まさかとは思うんですけど、今日の領土戦で私たちが港みなと区エリアを攻こう撃げきすることも、見抜かれてる……っていう可能性は、ない、でしょうか？」

　綸の問いかけに、黒クロ雪ユキ姫ヒメも、楓フウ子コたちも、再び口を噤つぐんだ。

　白の王は、文化祭に単身乗り込んできて、自分が加速研究会のトップであることを認めた。その行動には明確な目的があるはずで、それが《ネガ・ネビュラスにオシラトリ・ユニヴァースを攻撃させる》ことだとしたら、確かに白の本ほん拠きよ地ちがある港区第三エリア侵攻を事前に予測されている可能性は否定できない。

　その場合、第三エリアの防衛チームにはオシラトリの精せい鋭えいメンバーが勢せい揃ぞろいしてくるだろう。黒雪姫が事前にまとめてくれた情報ファイルによれば、幹部集団たる《七連矮星セブン・ドワーフス》はもちろんのこと、一般メンバーも猛も者さ揃いのようだ。戦う前から負けを認めるつもりはないが、勝率が下がることは間違いない。

　七月下げ旬じゆんの日差しに照らされる歩道の片かた隅すみで、一同が重苦しく黙だまり込んでいると──。

「らしくナイわね」

　不意に後方からそんな声が聞こえ、ハルユキは顔を上げた。

　発言者は、前髪をアシンメトリーにカットした、半袖セーラー服姿の女性だった。ハルユキとは何度も激げき闘とうを繰くり広げた因いん縁ねんのバーストリンカーであり、今日レギオンに加入したばかりの最新メンバーでもあるマゼンタ・シザー／小オ田ダ切ギリ累ルイだ。

　ほんの少し陰のある美び貌ぼうに淡い笑みを滲にじませ、累は再びハスキーボイスを響ひびかせた。

「ワタシが知ってるネガ・ネビュラスは、戦う前から怖おじ気けづくようなレギオンじゃなかったハズよ。いちど加速したならばひたすら対戦あるのみ……まさか、まだ加速前だから全部ナシにできる、なんて言うワケじゃないわよね？」

「……無論だ、ここで引いたら赤の王に何を言われるか解わからん」

　同じく微笑しながらそう答えると、黒雪姫はすうっと空気を吸い込み、背せ筋すじを伸ばして毅き然ぜんとした言葉を発した。

「仮にオシラトリが領土攻撃を予測していたとしても、それが今日だとまでは読めないはずだ。この杉すぎ並なみエリアと港区エリアを隔へだてている渋しぶ谷や第一、第二エリアはまだシステム上は緑の領土であり、そこが領土戦直前に無む戦せん闘とうで即時譲じよう渡とされるとは、いかな白の王でも推測できまい。ましてや、ネガ・ネビュラスがプロミネンスと合併し、戦力が倍増どころか三倍、四倍増するなどとは想像の埒らち外がいだろう。何か一つでいい、奴やつらの想像を上回ることができれば、そこにきっと勝機も生まれる」

　プチ・パケ組の三人が揃そろって頷うなずき、他のメンバーもそれに続く。

　次に発言したのは、累ルイの隣となりに立つタクムだった。

「マスター、ぼくは九ヶ月前まで青のレギオンレオニーズに所属していて、領土戦にも出ていましたけど、人数では圧あつ倒とう的てきに勝る彼らよりも、ネガ・ネビュラスが上回っている部分が少なくとも一つ、確実にあります。それは《意外性》です。どんな苦境もひっくり返す、予測不可能な強さがこのレギオンにはある……」

　そこでなぜか一いつ瞬しゆんだけハルユキを見てから、幼おさな馴な染じみは再び黒クロ雪ユキ姫ヒメに視線を戻した。

「仮にオシラトリ・ユニヴァースがこちらの戦略を全すべて見抜いていて、あらゆる対応策を用意していたとしても、それでむざむざ負けるネガ・ネビュラスじゃない……そうですよね」

「おやおやぁ、タッくんもずいぶんネガビュっぽいこと言うようになったねぇ～」

　チユリがすかさずコメントすると、タクムは照れたようにメガネのブリッジをくいくいするので、一同は再び笑った。

　それが収まると、黒雪姫は力強く頷き、突発的な路上ミーティングを締しめくくった。

「タクム君の言うとおり、仮にオシラトリが港みなと区第三に全ての戦力を集中させていたとしても、それで負けが決まるわけではないし、そして仮に負けたところで全てが終わるわけでもない。……私自身が参加できないのは返す返すも無念だが、皆の勝利を信じて待つよ。さあ……それでは、最初のミッションに出発しよう。全員、グローバル・ネット切断！」

　黒雪姫の指示を聞いて、ハルユキはようやく現在位置が杉すぎ並なみ区と中なか野の区の境界線のすぐ手前であることに気付いた。このまま歩けばネガ・ネビュラスのメンバーがまるごと中野第一エリアのマッチングリストに出現してしまい、それに気付いたバーストリンカーは何事かと思うだろう。

　慌あわててニューロリンカーに手を伸ばし、グローバル接続を切る。出しっぱなしだった立体マップがオフラインモードに変わり、交通状況のリアルタイム情報が消える。

　その地図を右手でスワイプすると、ハルユキは真っ青な夏空を見上げた。胸中のいたたまれなさはいつのまにか霧む散さんし、代わりに決戦前の緊きん張ちよう感かんと、ほんの少しだがわくわくする気持ちが湧わいてくるのを感じた。




　更さらに五分ほど歩いて到着した中野セントラルパークは、予想以上の賑にぎわいだった。

《四季の森公園》に面したモールの北側にはカフェやファストフードのテナントが軒のきを連ねているが、どの店も若者や家族連れで混雑し、行列ができているところまである。

　現在時刻は午後一時五十分、プロミネンスとの会議が始まるのは二時なので、いまから空すいている店を探して彷徨さまよっている余裕はない。いきなり大ピンチだ！　とハルユキは慌あわてかけたが、なぜか黒クロ雪ユキ姫ヒメたちは落ち着いている。

「あ、あの先輩、どこもコミコミですが……」

　上ずった声を掛けると、黒雪姫はにやっと笑い、言った。

「おたつくな、ハルユキ君。店が混んでいるのは予測済みだ」

「じゃ、じゃあ、どこかに予約を……？」

　ハルユキの問いには直接答えず、黒雪姫は指をぱちんと鳴らす。

「補給部隊、出番だ！」

「らじゃー！」

　とすかさず応じたのは、志シ帆ホ子コ、聖サト実ミ、結ユ芽メのプチ・パケ三人組だった。よく見れば三人とも、手にバッグやらバスケットを持っている。

　真ま面じ目めな顔で敬礼までした志帆子が、モールの北に広がる公園を指さす。

「すでによさげな場所を見つけてあります、上官どの！」

「よろしい、では移動！」

　いったいこの寸劇はなんなの、と思いながらハルユキは二人を追いかけた。

　先頭を歩く志帆子が一同を連れていったのは、公園の中ほどにそびえる広葉樹の根元だった。幹には【スダジイ】と書かれたプレートがくくりつけられていて、つまりいわゆる椎しいの木らしい。大きな樹じゆ冠かんが緑の芝しば生ふにたっぷりとした木陰を作り出していて、そこに入った途と端たん風が心地良く肌を撫なでる。

　まず聖実がバッグから大判のレジャーシートを取り出すと、それを芝生にぶわさっと広げた。すかさず志帆子と結芽が四方に小さなペグを打って固定し、「どうぞ～」と一同に勧すすめる。

「おっじゃましまーす！」

　チユリが真っ先にスニーカーを脱ぎ、シートに踏ふみ込んだ。女性陣が全員上がり、輪になって座ってから、ハルユキとタクムもその片かた隅すみに加わった。

　こうなると気になるのは、円座の中央にどーんと置かれた二つのバスケットだ。この状況をピクニックになぞらえるならばバスケットには何らかの美味おいしいものが入っていると予想され、しかもそれは学校で《手芸料理同好会》に所属しているという志帆子たちの手作りだと推察され、これからそれを皆に振ふる舞まってくれるという憶おく測そくが成り立つのだが──。

　などという思考を展開させながら、ハルユキが無意識のうちにじりじりとバスケットに接近していると、いきなり襟えり首くびをきゅっと引き戻された。

「ぐえっ」

　呻うめきながら振り向けば、そこには天使のごときレイカースマイル。

「まだお預けですよ、鴉からすさん。お楽しみは会議のあとです」

「ひゃ、ひゃい……」

　こくこく頷うなずきつつ仮想デスクトップの右下を見れば、時刻は午後一時五十八分。

　いまごろはもう、赤のレギオンのバーストリンカーたちもセントラルパークのどこかで待機しているはずだ。思わず周囲を見回すと、公園には同年代の若者たちからなるピクニック集団も複数存在していて、そのどれもが怪しく思えてくる。

「こら、あんまりキョロキョロしていると逆に見破られるぞ、ハルユキくん」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメに[image: 叱]しかられて首を縮めたハルユキは、「すすすみません」と謝ってから、隣となりのタクムに倣ならってシートの上で正座した。背中を伸ばし、お腹なかに力を入れて深呼吸。耳に、楓フウ子コの落ち着いた声が届く。

「それじゃまず、わたしがマッチングリストを確認するわね」

　続けて《バーストリンク》コマンドを唱え、すぐに瞼まぶたを開くと頷く。

「いまのところ、今日の作戦に無関係なバーストリンカーはいないわ」

「ま、そうだろうな。中なか野のの対戦どころと言えば第二エリアのブロードウェイ周辺だしな……しかもこのセントラルパークは、ローカルネットが完備されているわりに完全なるファミリー向け施設で、あまりバーストリンカーは近寄らない。だからこそ、この場所を選んだわけだが」

「仮に邪じや魔ま者ものがいたところで、対戦をふっかけてローカルネットから丁重に叩たたき出すだけですけどね♡」

　黒雪姫のテクニカルな解説を笑顔で台無しにすると、楓子はサブマスターらしい表情に戻って軽く両手を打ち合わせた。

「さ、残り三十秒よ。綸リン以外は、セントラルパークのローカル情報ネットに接続して。……悪いわね綸、仲間はずれにしちゃって」

　いつもは厳しい《親》の楓子から謝罪された綸は、ぶんぶんかぶりを振って答える。

「いいえ、今回は仕方ない……です。グレウォの私が紛まぎれ込んでたら、プロミの皆さんに警戒させてしまいますから……」

「結果はすぐに知らせるから、一・八秒だけ我が慢まんしてて」

　綸が「はい」と頷くと、一同は揃そろって仮想デスクトップを操作した。

　飛んでいる電波の一覧から、目当てのネットを選んで接続。視界にセントラルパークのロゴが表示され、各ショップの混雑状況やらクーポンやらのウインドウが開くが、即座に消去。

　視界右下では、デジタル数字が午後二時を目指して着実にカウントを刻んでいく。いままで何度も経験したシチュエーションなのに──そして今回はまず間違いなく対戦にはならないのに、それでもハルユキはかつて味わったことのない種類の緊きん張ちように襲おそわれ、強く両手を握にぎり締しめた。

　ハルユキが黒雪姫にブレイン・バースト・プログラムを与えられ、ネガ・ネビュラスの一員となったのは去年の秋。それからの九ヶ月、多くの事件は起きたものの、六大レギオンに分割支配される加速世界の勢力図は基本的に不変だった。

　しかし今日、この会合を皮切りに、情勢は大きく変動し始めるだろう。ネガ・ネビュラスとプロミネンスが合併して、練ねり馬ま、中なか野の、杉すぎ並なみエリアにまたがる領土を持つ大レギオンになるというだけではない。夕方の領土戦で首しゆ尾び良くオシラトリ・ユニヴァースからマッチングリスト遮しや断だん特権を剝はく奪だつし、加速研究会の構成員が港みなと区エリアに存在することをレオニーズのコバルト・マンガン姉妹に確認させることができれば、加速世界は白のレギオン対五大レギオン連合軍という戦争状態に突入するのだ。

　人数の差は圧あつ倒とう的てきだが、何せ相手はあの白の王だし、それに向こうには《災さい禍かの鎧よろいマークⅡ》という恐るべき戦力がある。戦争は簡単には終わらないだろうが、しかし──。

　ハルユキが真に願うのは、加速研究会によって《鎧》を憑ひよう依いさせられてしまった友達、ウルフラム・サーベラスを助けること。

　そして、《鎧》の依より代しろとなっている赤の王の強化外装、インビンシブルのスラスターを取り戻すことだ。

　その二つを達成できれば、黒クロ雪ユキ姫ヒメを苦しめ続けてきた白の王と加速研究会の策さく謀ぼうも必然的に潰ついえる。これまでで最大級に困難なミッションだが、己が半身として鍛きたえ上げてきたシルバー・クロウと、強い絆きずなで結ばれたレギオンの仲間たち、そして最近はほんの少しだが嫌きらいではなくなってきた自分自身──それらを信じ、力の限りを尽つくせば、必ず……必ず。

　午後一時五十九分五十九秒、楓フウ子コが二度目の加速コマンドを唱えた。

　一秒後、目の前に【Ａ　ＲＥＧＩＳＴＥＲＥＤ　ＤＵＥＬ　ＩＳ　ＢＥＧＩＮＮＩＮＧ!!】の炎文字が燃え上がり、ハルユキの意識を刹せつ那なの世界へと運んだ。










　　　２




　多種多様な属性を持つ対戦ステージは、その見た目や特性から、どうしても《縁えん起ぎがいい感じ》または《不ふ吉きつな感じ》をバーストリンカーに与える。

　具体的には、有機的に歪ゆがんだ建物を金属の虫がうろちょろする《煉れん獄ごく》ステージや、枯れ木の森に紫の毒沼が湧わく《腐ふ蝕しよく林りん》ステージ、そしてハルユキは直接見たことはないが暗黒系の極きよく地ちたる《地じ獄ごく》ステージなどはまったくもって不吉だし、逆に、純白のフィールドに無数のクリスタルが浮遊する《霊れい域いき》ステージや、夜空に清らかな満月が懸かかる《月光》ステージ、あるいは朱色の鳥居がそびえ立ち赤や黄色のもみじ舞まい散る《平安》ステージあたりは誰だれしも縁起がいいと思うだろう。

　プロミネンスとの大事な全体会議の舞ぶ台たいは、ぜひとも吉きつ兆ちようなステージでありますように……と祈りながら、ハルユキはゆっくり両眼を開いた。

　途と端たん、奇怪な黄緑色に染まった空と、じめじめした灰色の地面が視界に入る。現実世界では鮮あざやかな緑色の葉を茂らせていたスダジイは、骨のように白い幹をねじくれさせた異形の巨木に変わり、東側と南側に見えるセントラルパークのビルも半ば朽くちて、赤茶けた錆さび汁じるが壁面を染めている。

「うえ……これは腐蝕林ステージかな……？」

　呟つぶやいてから、あ、いや……と頭の中で否定するより早く、チョコレート色でチョコレート味のお嬢じよう様さま型がたアバターがハルユキの背中を小突いた。

「何をトンチキなこと言ってるんですの？　腐蝕林ステージに建物はありませんわよ！」

「そ、ソッスね……」

　ショコこそ相変わらず現実世界むこうと加速世界こつちのギャップが凄すごいね！　という感想は口に出さず、脳裏のステージデータ一覧を検索する。風景的には自然系・木属性のようにも思えるが、この毒っぽさは暗黒系という可能性も──。

　しかし、ハルユキが答えに辿たどり着くより先に、赤紫色のフィルム型装甲を全身に巻き付けたスレンダーな女性Ｆ型アバターがハスキーボイスで呟いた。

「コレはまた、レアなステージを引いたわね」

　尖とがった肩をすくめるマゼンタ・シザーに、黒くろ水すい晶しようの装甲を煌きらめかせるブラック・ロータスが頷うなずきかける。

「まったくだ。しかも少々……いやかなり面めん倒どうくさいやつだな」

「え……面倒ってどのへんがですか、先輩？　腐蝕林とよく似てますけど、見たトコ毒沼も、毒虫もいなさそうですが……」

　自力でステージ名を思い出すことを諦あきらめ、指導者メンターに問いかけたハルユキだったが、答えたのは黒クロ雪ユキ姫ヒメではなく対戦開始者スターターの楓フウ子コだった。

「ほら、あれですよ、鴉からすさん」

　車くるま椅い子すに腰掛ける白ワンピースのアバターが指さすほうを見ると、道路を挟はさんだ公園北側の、学校と思おぼしき建物のあたりから、いかにも毒々しいピンク色の霧きりがゆっくりと忍び寄ってくるのが見えた。

　ここでようやくデータの抽ちゆう出しゆつに成功し、ハルユキは左の掌てのひらを右みぎ拳こぶしでぽんと叩たたいた。

「あ、ここはあれですね、ええと……《疫えき病びよう》ステージ！」

「正解だが、あの毒どく霧ぎり、どうやらこっちに来そうだな……」

　黒雪姫が、青紫色のアイレンズを細めながら呟つぶやく。

　中位暗黒系に分類される疫病ステージは、暗黒系の例に漏もれず厄やつ介かいなフィールドギミックを備えている。いまハルユキが見ている毒霧こそがそれで、地面からランダムに湧わき出し、触ふれると疫病に《感染》して霧の色ごとに体力漸次減少スリツプ・ダメージや必殺技ゲージ無効化、視覚阻そ害がい、聴ちよう覚かく阻害、平へい衡こう感覚阻害などの各種デバフに見み舞まわれる。

　しかも霧は単なる毒ではなく病原体なので、接触したデュエルアバターもまた感染源となり、近くのアバターに同じ症状をもたらす。通常対戦ならば相手も積極的に道連れにしたいところだが、領土戦でこのステージを引くとかなり最悪に近い。あるいは今回のように、ステージを会議場として使う場合も。

「しかもピンクの霧は確かスリップ・ダメージよね、ロータス。感染するのは対戦者のわたしとパドだけだけど、サブマスターが両方とも体力減り続けじゃあ会議にならないわ」

　楓子の言葉に、黒雪姫もううむと唸うなる。

「やむを得ないな、プロミネンス側と相談して、ステージを引き直すか。……そういえば、連中はどこにいるんだ？」

　レギオンマスターの言葉に、一同は周囲をぐるりと見回した。

　対戦者が視認できないほど離はなれていると、観戦者の視界にはその位置を示すガイドカーソルが表示される。しかしそれが二つとも──すぐ目の前にいる楓子のみならず対戦者のぶんも出ていないので、少なくともパドさんは近くにいるはずなのだが、殺風景な公園や朽くちたビルに人影はない。

「……プロミの人たち、ほんとにログインしてるのかなぁー？」

　プラム・フリッパーこと結ユ芽メが、丸帽子をかぶった頭を傾かしげる。ミント・ミトンこと聖サト実ミが、大きな手袋を嵌はめた右手で即座に突っ込む。

「おいおい、ちゃんとレパードさんの体力ゲージ、表示されてるだろ」

　その言葉どおり、右側の体力ゲージの下には【Ｂｌｏｏｄ　Ｌｅｏｐａｒｄ】のアバター名がしっかりと刻まれている。そもそもパドさんがいなければ、楓子がこの対戦ステージを生成することもできなかったはずだ。

　しかしだとすれば、すでに対戦開始から一分以上が経過するというのに、なぜプロミネンス側のメンバーは姿を現さないのか。何か想定外の事態が……ことによると敵対勢力の妨ぼう害がいが入ったのでは、とハルユキがフェイスマスクの下で歯は嚙がみしかけた、その時。

「ＳＲＹごめん、お待たせ」

　という密ひそやかな声が頭上で響ひびき、一同は慌あわてて顔を仰あお向むけた。すると、ねじくれた巨木の幹をするすると音もなく滑すべり降りてくるシルエットが眼に入った。スリムな胴体と力強い四し肢し、そして長い尻尾しつぽは間違いなくプロミネンスのサブマスター、《血まみれ仔猫ブラツデイ・キテイ》ブラッド・レパードのものだ。

　ほんの数秒で地面に降り立ったパドさんに、ハルユキは挨あい拶さつも忘れて問いかけた。

「あ、あの、いつから樹の上に……？」

「わりと最初から」

「な、なら、どうしてすぐに降りてこなかったんです……？」

「ちょっと事情があって」

　なぜかため息交じりにそう言うと、パドさんは右手を持ち上げ、公園東側の建物──セントラルパーク・イーストを指さした。

「………………」

　ハルユキと他の十人が、揃そろって無言でそちらを見やる。半ば朽くちたイースト棟とうはしんと静まり返っていて、動くものは何一つない…………

　突然。

「──待たせたな、ネガ・ネビュラス!!」

　そんな大声が轟とどろき渡り、続けてイースト棟の屋上に、二つの人影が出現した。なぜか左右に遠く離はなれて立つシルエットは双方ともかなり大柄で、胸の前でがっしりと腕を組んでいる。

　続けてその内側に新たな人影が二つ、更さらに内側に二つ……とみるみる数十ものシルエットが長い列をなし、最後にその中央に、ざしゃっ！　と小柄なデュエルアバターが勢いよく姿を現した。

　中央のアバターが無言で右手を持ち上げ、黄緑色の空を指さす。するとそれが合図だったかのように、三十数人がいにしえの特撮番組のようなポーズを決め、声を揃えて叫ぶ。

「ウィー、アー、プロミネ──────ンス!!」

　列の後方から四、五発の火花が打ち上げられ、すぽぽぽーんと少々迫はく力りよくに欠ける音とともに爆ばく発はつした。

「……………………」

　あまりのことにネガ・ネビュラスの十一人が絶句していると、パドさんが再びため息交じりに呟つぶやいた。

「……ＳＲＹ」

「…………レパード。彼らが登場するまで時間がかかったのは、アレの準備をしていたから……なわけ？」

　楓フウ子コの問いに、深しん紅くの豹ひよう頭とうアバターは申し訳なさそうに頷うなずく。

「イエス。レインが、こういう時は最初にバチーンって決めるモンだ、って」

「あはは……いかにもニコが言いそうなことですね……」

　乾いた声で笑いつつ、ハルユキはイースト棟とう屋上にずらりと並ぶデュエルアバターの真ん中でカッコイイポーズを取り続けている赤の王、《鮮血の暴風雨ブラツデイ・ストーム》スカーレット・レインに向けて「おーい」と手を振った。

　するとニコは、二秒ほどしてからやや気き恥はずかしそうにポーズを解除し、屋上の縁ふちを蹴けって地面に飛び降りた。他の仲間たちも次々にジャンプする中、小走りに駆け寄ってくると無言でハルユキの脇わき腹ばらを小突く。

　ギャラリー同士なので当然ダメージは発生しないが、それでも反射的に「ぐえっ」と呻うめいてしまってからハルユキは抗弁した。

「な、なにすんだよう」

「あのなあ、『おーい』じゃねえよ！　気合い抜けんだろーが！」

「な、なら、何て言えばいいのさ……」

「ああいう時は、そっちもビシッと並んでバチッと決め返すモンだろ！」

「え、ええ？　どんなふうに……？」

「そりゃオマエ、『ネガ・ネビュラス見けん参ざん！』とか『オレたちネガ・ネビュラス！』とか……」

「絶対に御ご免めんこうむる」

　ときっぱり答えたのはハルユキではなく黒クロ雪ユキ姫ヒメだった。やれやれと首を振り、大きく咳せき払ばらいしてから、少し音量を増した声で続ける。

「──ともあれ、今日の会談に約束通りレギオン全員で参加してくれたことを感謝する、赤の王。時間もないことだし、そろそろ本題に入りたいのだが」

　それを聞いたニコも、ハルユキから一歩離はなれると、なんだかんだ言ってもやはり王なのだ……と思わせるだけの威い厳げんを含んだ声で応じた。

「おう、そっちこそ中なか野の第一まで来て貰もらって悪かったな、黒の王。んじゃ、早さつ速そく始めるとすっか……と言いたいとこだけど……」

　そこで言葉を切り、ちらりと公園の北側を見やるので、ハルユキもそちらに眼を向ける。

　すると、問題のピンク毒どく霧ぎりが、早くも道路を横切って公園に到達しようとしているではないか。

「まったく、《疫えき病びよう》ステージたぁなかなかオモシロメンドイのを引いたもんだな。このままパドとレイカーを毒らせるわけにもいかねーし、いったん仕切り直すか……」

　そのニコの言葉に、ネガ・ネビュラス側の誰だれかが反応するよりも早く。

　少し離はなれて並ぶプロミネンス側から、やけに威い勢せいのいい声が響ひびいた。

「いい考えがあるゼ、ヘッド！」

「んん？」

　ニコが振り向くと同時に、集団からやや小型のデュエルアバターが飛び出してきた。声質からして恐らく男性Ｍ型、ということしか判わからない。頭にはやたらと鍔つばの広い帽子をかぶり、体には地面に擦こするほど長いマントを巻き付けているからだ。

「む……あいつは……」

　隣となりで黒クロ雪ユキ姫ヒメが呟つぶやいたので、ハルユキは小声で訊たずねた。

「知ってる人ですか、先輩？」

「恐らくな……だがいまは提案を聞こう。ロクなことを言わない予感がするが」

　という黒雪姫の予言は、直後に現実となった。

「いい考えって何だ、ダイン？」

　ニコに《ダイン》と呼ばれた帽子アバターが、自信たっぷりに口にした要求は──。

「ステージをバトルロイヤルにしてくれヨ。そしたら、あんな毒どく霧ぎりなんか一発で消毒してやるゼ！」

　という剣けん吞のんな代しろ物ものだったのだ。

　この場所でダメージを受けたり与えたり、あるいはステージに干かん渉しようしたりできるのは、現状ではスカイ・レイカーとブラッド・レパードの二人だけだ。しかしルールをバトルロイヤル・モードに変更した途と端たん、ハルユキたちギャラリーもまた一人残らず対戦者となり、不測の事態が起きる確率はとんでもなく上昇する。極端なことを言えば、レベル９サドンデス・ルールにより、黒雪姫とニコのどちらかが全損退場してしまう可能性すらあるのだ。

　当然、ニコは一言のもとに否定する──とハルユキは思ったのだが。

「んんー」

　短く唸うなってから、真しん紅くの少女型アバターは大きなアイレンズで黒雪姫を見上げた。

「……っつう提案が出たワケだけど……どーする、ロータス？　いったん対戦終了して加速し直すのも、タルいっちゃータルいよな」

「ふむ……」

　黒雪姫もまた即座にはねつけようとはせず、楓フウ子コにフェイスマスクを向けた。一いつ瞬しゆんで意思の共有が行われたらしく、顔を戻して赤の王に頷うなずきかける。

「まあ、いいだろう。仕切り直して、またお前たちのウルトラカッコイイ登場シークエンスを見せつけられるのもアレだからな」

「おい、アレってどういう意味だよ！」

　とニコは憤ふん慨がいしてみせたがすぐに角を引っ込め、パドさんに視線で合図を送った。

　豹ひよう頭とうアバターが素早くインパネを操作すると、ギャラリー全員の前に対戦モード変更の確認ウインドウが出現した。何やら嫌いやな予感はするが、黒クロ雪ユキ姫ヒメが諒りようとした以上いまさら反対意見は唱えられない。

　しかも、タクムやチユリのみならず、レベル的にはシルバー・クロウより下のショコラたちまで平然とウインドウに触ふれているので、ハルユキは「会談が何事もなく終わりますように！」と加速世界の神様に祈りながら《ＹＥＳ》のボタンを押した。

　神様というワードから、本来ならばこの場に同席しているべきネガ・ネビュラス十三人目のメンバーに連想が及およぶが、残念ながらまだ召しよう喚かんするわけにはいかない。赤側の誰だれかに見み咎とがめられ、正体を説明させられようものなら、必然的に引き起こされる大おお騒さわぎを収拾しているうちに三十分が過ぎ去ってしまうだろう。

　……メタトロンには悪いけど、赤の人たちには会談が終わってから紹介しよう。

　と考えているうちに全員がイエスボタンを押し終えたようで、視界に【Ａ　ＢＡＴＴＬＥ　ＲＯＹＡＬ　ＩＳ　ＢＥＧＩＮＮＩＮＧ!!】の炎文字が燃え上がり、十秒のカウントダウンが開始された。数字がたちまちゼロになり、左上の体力ゲージが、スカイ・レイカーのそれからシルバー・クロウ自身のものに切り替わる。右上には、周囲のバーストリンカーたち全員のゲージが縦並びで縮小表示される。

　対戦モードの切り替えが完了すると同時に、公園の北側に向かって走り出す人影があった。バトルロイヤルへの変更を持ち出した、プロミネンスの帽子マントつきアバターだ。《ダイン》と呼ばれていた彼の正式なアバターネームを確認するべく再び視界右側を見るが、あまりにもゲージの数が多すぎてどれがダインのものなのか判別できない。

　集団から十五メートルほど離はなれた場所で立ち止まったダインは、

「よっしゃああアッ！」

　と威い勢せい良く叫ぶと、マントの中から細めの両腕をばばっと突き出した。前方では、ピンク色の毒どく霧ぎりがまるで生き物のように蠢うごめきながら迫せまりつつある。ダインはあの霧を一発で消してみせると豪ごう語ごしていたが、いったいどうやって──。

　四十数名の視線を浴びながら、いかにも必殺技を出しそうなポーズを決めたダインは、そのまま二秒ほど静止してから、ぐるりと頭だけを振り向かせて言った。

「…………わりぃ、誰か、必殺技ゲージ溜ためさしてくれヨ」

「「「……………………」」」

　ネガ・ネビュラス側の全員が再び言葉を失い、ニコが「はああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」と長いため息をついた。

「時間ねーから手っ取り早く溜めっぞ！」

　叫び、左腰の小型拳けん銃じゆう型がた強化外装を抜く。じゃーっと音を立ててシリンダーを回転させてからぴたりと構え、無造作にトリガーを絞る。

　発射されたエネルギー弾は、茶色の長マントを容よう赦しやなく撃うち抜いたが中身のアバター本体は掠かすめただけだったようで、ダインは少し上体を揺ゆらしただけで持ち堪こたえた。ダメージと引き替えに必殺技ゲージが溜たまったのだろう、今度こそ大声で技名をコールする。

「いっくぜぇ…………《アンチドート・ミスト!!》」

　突き出した両手が鮮あざやかなイエローに輝かがやき、同色の光がスプレー状に噴ふき出した。それが触ふれた途と端たん、ピンク色の毒どく霧ぎりは、解毒アンチドートという技名のとおり分解されたかの如ごとく消しよう滅めつしていく。

　わずか数秒で、直径二十メートルはありそうだった毒霧の塊かたまりはきれいに消え去り、ダインは振り向くと両手を大げさに打ち合わせた。

「ま、こんなもんだゼ！」

　途端、プロミ陣営からノリのいい歓声と拍手が飛ぶ。

「よっ、さすが毒消しキング！」

「俺もデトックスしてくれー！」

　なんだかペースを持っていかれてるなあ……と思いながらハルユキも拍手していると、隣となりで黒クロ雪ユキ姫ヒメが呟つぶやいた。

「やはりあいつは《ストロンガー》だったか……まだプロミネンスにいたんだな」

「《ストロンガー》……？　それ、あのダインって人の二つ名か何かですか？」

「ああ。正確には《ストロンガー・ネーム》だ。奴やつの体力ゲージを見てみろ」

　言われるまま、もう一度視界右側のゲージ列を眺ながめる。ダメージを受けているのは一つだけなので、今度はすぐにダインのものと思おぼしきゲージを見つけることができた。その下に記されているアバターネームは、【Ｉｏｄｉｎｅ　Ｓｔｅｒｉｌｉｚｅｒ】。

「い……いお……──これ、何て読むんですか？」

　ハルユキの問いに答えたのは、黒雪姫と並んで立つ楓フウ子コだった。

「《アイオダイン・ステライザー》よ、鴉からすさん」

「うわ……なんだかスーパーロボット二段重ねみたいな名前ですね」

　思わず仰のけ反りながら、ハルユキは再び鍔つば広ひろ帽子のアバターを眺めた。マントの中は想像もできないし、《アイオダイン》と《ステライザー》両方の英単語の意味も解わからないが、少なくとも名前の響ひびきは、ハルユキがこれまで見聞きした全すべてのアバターネームの中で最大級に格好いい。

「あ、だから二つ名が《ストロンガー・ネームより強い名前》なんですね……でも、なんで比較級なんですか？　こんなスゴイ名前なら、もう最上級のストロンゲストでいいと思うんですけど」

　ハルユキのコメントに、黒雪姫と楓子は一いつ瞬しゆん顔を見合わせると、揃そろってくすっと笑った。

「そこまで考えが及およんだなら、もうひと息で答えに辿たどり着けるぞ。それより……ようやく会議が始まるようだ」

　その言葉に視線を動かすと、ちょうどニコが拳けん銃じゆうを指先でくるくる回しながらこちらを向いたところだった。

「……さて、邪じや魔まな毒どく霧ぎりも消えたし、本題の合同会議を始めるとすっか。ロータス、司会役の決め方は、事前の打ち合わせどおりでいいな？」

　問われた黒クロ雪ユキ姫ヒメが、頷うなずいて答える。

「ああ、問題ない」

「よっしゃ。ほんじゃ、パド、カッシー、ポッキー、前に出てくれ」

　ニコがぱちんと左手の指を鳴らすと、プロミネンス側の集団から三人が進み出てきた。

　一人はおなじみのブラッド・レパードだが、残り二人は初めて見る顔だ。巨大な角を頭の両側に生やした超大型のＭ型アバターと、背面にふさふさした長い毛皮をまとう中型のＦ型アバター。

　攻こう撃げき的てきな素そ振ぶりは一切していないのに、緑のレギオングレート・ウオールの幹部集団《六層装甲シツクス・アーマー》に勝るとも劣おとらないプレッシャーを感じ、ハルユキは小声で呟つぶやいた。

「あ……もしかしたら、あれがプロミネンスの……」

「そう、《三獣士トリプレツクス》の残り二人だよ」

　いつの間にか右みぎ隣どなりにいたタクムが、小声で解説する。

「大きいほうが《カシス・ムース》、小さいほうが《シスル・ポーキュパイン》。二人とも、レパードさんに並ぶ実力のハイランカーだ」

「さすがのオーラだよねー。でも、ウチの《四元素エレメンツ》も負けてないけどね！」

　左隣でチユリが囁ささやく。その言葉どおり、ネガ・ネビュラス側から進み出たスカイ・レイカー、アクア・カレント、アーダー・メイデンの三人は、まったく臆おくする様子もなく堂々と三獣士の前に並んだ。

　両レギオンの幹部六名が向かい合っただけで、ステージ全体がぴりりと張り詰める。何せ、いまや対戦モードは泣く子も黙だまるバトルロイヤル。万が一この緊きん張ちよう感かんが発火点にまで至れば、天が裂さけ地が割れる一大カタストロフが訪れることは必ひつ定じよう。

　対たい峙じする六人のハイランカーたちをはらはらしながら見守っていると、三獣士の後ろに立つニコがいきなり大声を出した。

「せぇのぉ……さいしょは、グーッ!!」

　その声に合わせて、六人が凄すさまじいスピードで右手を突き上げ、振り下ろす。六個の握にぎり拳こぶしが空中でビタッと停止した瞬しゆん間かん、発生した衝しよう撃げき波はが地面を叩たたき、砂すな埃ぼこりを巻き上げる。

　それが収まらないうちに、今度は黒雪姫が叫ぶ。

「じゃん、けん、ぽんっ!!」

　ズバッ！　と前にも増して激しく空気が震ふるえ、六人の手が出で揃そろった瞬間には青白い電光さえ弾はじけた。二回のあいこを経て二人が脱落、そのプロセスが三回繰くり返され、最後に残ったのはシスル・ポーキュパインとアーダー・メイデンの二人だった。

　最も小柄な二人が残ったのは単なる偶然か、それとも加速世界のじゃんけんは素早さが有利に働くのか……などとハルユキが考えているうちに、二人は神速で最後の手を出し合い、刹せつ那なの静止状態を経てゆっくりと右手のチョキを掲かかげたのは白と紅の巫み女こ型がたアバターだった。
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　シスルが肩をすくめながら自陣に戻ると、アーダー・メイデンは背中をまっすぐに伸ばし、凜りんと響ひびく声で宣言した。

「それでは、私アーダー・メイデンが、この会議の進行役を務めさせて頂くのです」

「異論はねえ」とニコが頷うなずき、

「よろしく頼たのむ」と黒クロ雪ユキ姫ヒメが声をかけて、同じくそれぞれの陣営まで後退した。

　両集団の真ん中で四十数人の視線を浴びつつも、謡ウタイはまるで臆おくする様子もなくインストメニューを操作し、何やら巨大なオブジェクトを実体化させた。見ればそれは、高さ二メートル、幅一メートルはありそうな白木の一枚板だ。下部には角材の杭くいが伸びていて、地面に突き刺せるようになっている。

「な……なんだろ、あれ……？」

　ハルユキが呟つぶやくと、すぐ後ろにいたマゼンタ・シザーが細い上半身を近づけて答えた。

「《立て札ＬＬサイズ》。果たし合いの告知トカに使う」

「へ、へえ……そんなものも、ショップで売ってるんですね……」

「ケド、メイデンは違う用途に使うみたいね」

　その言葉どおり、謡は続いてやたらと太くて長い筆を取り出し、自動的に墨ぼく汁じゆうが充じゆう塡てんされるらしいそれを剣のように構えると、まっさらな板にしゅばばばっと走らせた。右みぎ端はしに縦書きで綴つづられた文字は──。
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　というもので、端たん然ぜんと整った達筆に、主にプロミネンス側から「おおー……」と感嘆の声が漏もれる。同時に、議題が文字になったことによって、レギオン合併という加速世界でもまれな出来事がにわかにリアリティを帯び、場の緊きん張ちよう感かんもじわりと増す。

　しかし、この場でも最年少であろう謡ウタイはまったく萎い縮しゆくする様子もなく、再び筆を動かした。立て札左側のスペースを大きく三分割し、それぞれの右上に【賛成】【条件付き賛成】【反対】と書き入れる。

　いったん筆を下ろして振り向いた謡は、再びよく通る声で言った。

「皆さんもご存じのとおり、プロミネンスとネガ・ネビュラスは、今年一月からの約半年間、休戦協定を結んできました。けれど、それはあくまで互いの領土を攻こう撃げきしないという約束で、レギオン間の大規模な交流はほとんど行われていません。この会議で初めて顔を合わせるメンバーも少なくないでしょうし、たとえ白のレギオンに対する共同戦線という大義があるにせよ、両レギオンの合併にすぐには賛成できない人もいると思うのです。そこでまず、この場の皆さんに、合併に対して賛成なのか、条件付きで賛成なのか、それとも反対なのかを思えて欲しいのです」

　恐ろしいほど長い台詞せりふを、ただの一度もつっかえずに言ってのけた謡にハルユキは心の底から感心したせいで、危うく次の言葉を聞き逃すところだった。

「まずネガ・ネビュラスから、合併に賛成の人、挙手してお名前をお願いします」

　周りのメンバーがさっと手を挙げるので、ハルユキも慌あわてて右手をまっすぐに伸ばす。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメ、楓フウ子コ、あきらに続いてハルユキが「シルバー・クロウです！」と名乗ると、赤側から「へえ」「あいつが」というような声が少し上がったが、すぐにチユリの元気な声に搔かき消される。更さらに志シ帆ホ子コ、聖サト実ミ、結ユ芽メのプチ・パケ三人組が名乗り、しかしそこで声が途切れたので、慌てて後方を見るとタクムと累ルイは手を挙げていない。

　ええっ、と思う間もなく前方で、賛成の枠に自分を加えた九人の名前を書き終えた謡が次の指示を口にする。

「それでは、条件付きで賛成の人、挙手をどうぞ」

　するとタクムと累がさっと手を挙げ、「シアン・パイル」「マゼンタ・シザー」と名乗る。謡が二人の名前を書き取っているうちに、ハルユキは小声で幼おさな馴な染じみに訊たずねた。

「お、おいタク、条件って何なんだよ？」

「簡単なことさ、あとで説明するよ」

　そう言われてしまえばこれ以上追及もできず、やむなく再び前を見ると、ちょうど謡ウタイが筆を下ろしたところだった。

「ネガ・ネビュラスはこれで全員ですね。賛成が私を入れて九人、条件付き賛成が二人でした。続いてプロミネンスから、合併に賛成の人、挙手とお名前をお願いするのです」

　その言葉が終わった瞬しゆん間かん、ニコが真っ先に右手を突き出し、名乗った。

「スカーレット・レイン！」

　続いて、ほっとしたことに《三獣士》も全員手を挙げる。

「ブラッド・レパード」

「カシス・ムース」

「シスル・ポーキュパイン」

　その後も次々と名乗るデュエルアバターたちを、ハルユキは懸けん命めいに憶おぼえようとした。

「マスタード・サルティシド！」──鮮あざやかなカラシ色の、華きや奢しやなＦ型。

「モス・モス」──くすんだ緑色で、大きな触しよつ角かくを伸ばしたＭ型。

「ネイビー・ロブスター」──深い藍あい色いろの重装甲をまとった、エビのようなＭ型。

「カーネリアン・アルフェウス」──同じくエビ型のＭ型だが、スマートで右手だけが大きい。

　次に名乗ったデュエルアバターは、ハルユキも知っている相手だった。

「ピーチ・パラソルっ！」──大きな傘かさ型がた強化外装を携たずさえる、薄うす桃もも色いろのＦ型。先月末の領土戦で杉すぎ並なみエリアを攻こう撃げきしてきた三人組の一人だ。確か、先代赤の王レッド・ライダーの頃ころからの古参メンバーだったはずなのに、合併に賛成してくれているのは、あの戦いがあったから……だろうか。

　ハルユキがそんな想像を巡らせる間にも、挙手は続く。

「パーシモン・モンク」──長いローブをまとった、長身のＭ型。

「キャロット・タレット！」──名前のとおりのニンジン色をした、小柄なＦ型。

「アコナイト・アーチャー」──青紫色の装甲と同色のクロスボウを装備したＭ型。

「セントジョーンズワート・チアラー♪」──薄黄色で、背中に小さな羽根を背負ったＦ型。

「オーカー・プリズン……」──巨大なツメを装備した、黄おう褐かつ色しよくのＭ型。彼も、ピーチと一いつ緒しよに杉並を攻撃した一人だ。

「マラカイト・ヘックス」──滑なめらかな装甲表面にマーブル模様のようなパターンが浮かぶ、深緑色のＦ型。

「カンタル・タンク！」──茶色の繊せん維い質しつな装甲を持つ、中サイズのＭ型。

「エリンバー・ガバナー」──頭部が複雑な機械仕掛けになった、ひょろりとしたＭ型。

「ブリック・ブロック！」──全身が四角いレンガブロックでできた、赤茶色のＭ型。

　ここでいきなりプロミ陣の真ん中あたりから白いスモークが噴ふん出しゆつし、カラフルなレーザー光が瞬またたいたので、ハルユキはすわ攻こう撃げきかと思ったがそうではなかった。スモークの向こうから、きらびやかな色合いの三人がぴょーんと飛び出してくるや、可愛かわいいらしい声で名乗ったのだ。

「フリーズ・トーン！」

「クリーム・ドリーム！」

「ブレイズ・ハート！」

　三人声を揃そろえて、

「「「わたしたちぃ……《ヘリオスフェア》です!!」」」

　びしっ！　とポーズを決めた瞬しゆん間かん、ひときわ激しくレーザー光が明めい滅めつし、ハルユキは反射的に拍手してしまった。右のほうで、同じく手を叩たたいている聖サト実ミの「すっげー、ヘリスフだ！」という声が聞こえたので、数歩移動して訊たずねる。

「へ、へりすふ……って何？」

「知らないの、カラス君？　加速世界で二番目か三番目くらいに人気あるアイドルグループだよ！　歌のカードめっちゃ売れてるんだぞ」

「…………二か三…………」

　ということは、彼女たちの上に更さらなるアイドルグループが存在することになるが、追及するのはひとまず後回しにして視線を戻す。三人組の右ポジションでポーズを決めているブレイズ・ハートは、ピーチ・パラソル、オーカー・プリズンと一緒に領土戦を挑んできた炎使いで、当時も「アイドルっぽい」という感想を抱いだいたのだが、まさか本当にアイドル活動をしているとは知らなかった。

　今度カードを買ってみよう、ていうかどこで売ってるの、と考えているあいだに決めポーズを解いた三人組が後退し、そこで合併賛成組の挙手は終了した。さらさらと名前を書き取っていた謡ウタイが、人数を知らせる。

「ありがとうございました、賛成の方は二十一人なのです。それでは続いて、条件付き賛成の方、お願いします」

　すかさず、新たな声がステージに流れる。

「スプルース・ブレビス！」──巨大なアイレンズを備えた、茶色のＭ型。

「シナモン・パラエモン」──やたらと両腕の長い、薄うす茶ちや色いろのＦ型。

「パプリカ・カプリス～」──鮮あざやかなオレンジ色をした、小柄なＦ型。

「ビート・ビート」──両腕が丸くふくらんだ、赤紫色のＭ型。

「ラベンダー・ダウナー……」──薄紫色の、まるで学校の制服のようなコスチュームを装備したＦ型。

「アンバー・キャプター」──名前のとおり琥こ珀はく色いろの半はん透とう過か装甲を持つ、ニコと同じくらい小柄なＦ型。

「ストロー・バリア」──薄黄色の細いチューブを束ねたような装甲の、大柄なＭ型。

「ファーズ・スティック」──形状や質感はストロー・バリアと似ているが、より太い茶色の棒で全身を包んだＭ型。

　続いて同時に手を挙げたのは、どこかチームのような雰ふん囲い気きのある三人のデュエルアバターたちだった。彼らを見た途と端たん、近くに立つあきらの水流装甲がわずかに波打った気がしたが、理由を訊きくチャンスはなかった。

「バーミリオン・バルカン」──装甲は深い赤色、両手に大型の機関砲らしき強化外装を備えたＭ型。

「カーマイン・カノン」──やはり装甲はかなり純度の高い赤で、背の高いＦ型。

「マルーン・モーター」──赤茶色の装甲を持ち、背中に巨大な筒を背負ったＭ型。

　ここで挙手が止まり、謡ウタイが振り向いた。

「ありがとうございました。条件付き賛成の方は十一人だったのです。それでは最後に……合併に反対の方、お願いします」

　さすがに、この期ごに及およんで反対するメンバーはいないだろう……とハルユキは思ったのだが。

　たった一人だけ、長いマントを翻ひるがえして高々と右手を突き出す者がいた。見間違えようもない、バトルロイヤルへのモード変更を提案し、疫えき病びようステージの毒どく霧ぎりを一発で消してのけた鍔つば広ひろ帽子男だ。

「──アイオダイン・ステライザー!!　たとえ一人だけでも、オレは反対だゼ！」

《ストロンガー・ネームより強い名前》という格好いい二つ名を持つ帽子男は、堂々と反対意見を表明してから手を下ろした。謡は反対の枠にすらすらと彼の名前を書き、振り向く。

「皆さん、ありがとうございました。集計したところ、両レギオン合わせて賛成が三十人、条件付き賛成が十三人、反対が一人だったのです。大多数がレギオン合併に賛成という結果ですが、進行役の私としては、この会議でしっかり話し合って、全員が賛成して下さればそれがベストだと思います。ここまでで、異論のある方はいらっしゃいますか？」

　謡の問いかけに、またしてもビシッと手を挙げたのは、ただ一人反対を唱えたアイオダイン・ステライザーだった。

「異議ありィ！」

「どうぞ、アイオダインさん」

　謡に促され、小柄な帽子男はズバッと前に飛び出すと、なかなか男前な響ひびきのある声を張り上げた。

「さっきも言ったとおり、オレはプロミとネガビュの合併には反対だし、話し合いで転向するつもりもねーゼ！　つーか、話して意見が変わるくれーなら、そりゃ条件付き賛成だろってなモンだしナ！」

「……まあ、確かにそーよね……」

　チユリが囁ささやき、ハルユキを含めた周囲の数名が頷うなずく。
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　いっぽう司会進行役の謡ウタイは、落ち着いた声で応じた。

「よろしければ、反対の理由をご説明頂けますか、アイオダインさん？」

「こっちもそのつもりだゼ！　いーか、オレが反対する理由はたった一つ……」

　そこで少し間を置いたダインは、なぜかハルユキのほうをバシッと指差し、叫んだ。

「──停戦協定が終わるどころか、合併なんかしちまったら、オレと《毒消しキング》の座を争ってるそこのシルバー・クロウとガチで戦えなくなっちまうからだ！」

　しんとした静せい寂じやくの中、ハルユキはきょろきょろ周囲を見回し、シルバー・クロウと名のつくバーストリンカーが自分しかいないことを確認してから裏返り気味な声で叫んだ。

「は、はあああああ!?　あ、争ってないですよそんなの！　毒消しキングなんて呼ばれたこと、一回もないですし！」

「シャット・うるせアッ────プ────────────つ!!」

　即座に怒ど鳴なり返したダインは、突き出した右手を握にぎり拳こぶしに変えて振り回した。

「オレはなあ、昔っから銀Ａｇ系の抗菌グッズだの制汗スプレーだのが大ッッキライなんだよォ！　抗菌スペクトルが広いとか言いつつロクに殺菌力なんかねーくせして、オシャレイメージで売りやがって！」

「だ、だから僕、殺菌力を売りにしたことなんかないんですってば！」

「ユー・アー・ア・ライアーぶつこいてんじやねー!!」

　…………この人、レギオンが合併したらアッシュさんと仲良くなりそうな、そうでもないような。

　と半ば逃とう避ひ的てきな思考を巡らせていると、ダインは再びハルユキを指差し、思わぬことを指摘してきた。

「オマエ、前に千ち代よ田だエリアで対戦した時、バッチリ宣言しやがったのを忘れたとは言わせねーゼ！　『《シルバー》の僕に、毒は効かないッ！』ってな！」

「え、ええ!?　ぼ、僕がですか!?　そ、そんなこと言ったかな……」

　必死に記き憶おくを掘り起こそうとするハルユキに、ぽそっと声をかけてきたのはアクア・カレントだった。

「確かに言ってた」

「へ？　ど、どうしてカレンさんが知ってるんです？」

「だって、私とタッグを組んでたから」

　その言葉に、ようやく記憶が鮮せん明めい化かしたハルユキは、「ああ！」と声を上げた。

　あれは去年の十一月、ハルユキがレベル２に上がったばかりの頃ころ。迂う闊かつなレベルアップによってポイント枯こ渇かつの危機に見み舞まわれたハルユキは、加速世界唯ゆい一いつの用心棒バウンサー、《ザ・ワン》ことアクア・カレント──当時はまだ彼女がネガ・ネビュラス四元素エレメンツの一人だったとは知らなかった──に依い頼らいし、千代田エリアでのタッグ対戦でポイントを安全圏けんまで回復させてもらったのだ。

　その初戦が毒沼だらけの《腐ふ蝕しよく林りん》ステージで、電でん撃げき使いの難敵ニッケル・ドールを相手にしたハルユキは、自分ごと敵を毒沼に引っ張り込んでから、確かに言った。シルバーの僕に、毒は効かない──と。

「あ……す、すみませんダインさん、言ってました……」

「やっと思い出したみてーだナ！」

　ハルユキを右手で指さしたまま、鍔つば広ひろ帽子のアバターは左手をぐるぐる振り回した。

「オレはその話を聞いてから、いつかオマエとオレのどっちが毒消しキングの座に相応ふさわしいか、対戦で白黒つけてやると決めてたんだよ！　なのに、その後すぐにウチとネガビュが休戦協定を結んじまって、それが解けるのを半年も待ってたら、今度はレギオン合併だとォ!?　じゃあ、オレの燃えたぎる消毒魂だましいはどうすりゃいいんだよォ!!」

　スーパーロボットっぽい名前に似合いのアツい台詞せりふを聞かされ、ハルユキはしばし呆あつ気けに取られてから、右手を挙げて答えた。

「あ、あの、どうぞ差し上げますから、毒消しキングの座……そもそも僕、別にそれ欲しくないですし……」

「ドント・メス・ウィズ・ミーザケんなよ!!」

　発音はさておき、アッシュ語よりは文法的に正しい英語で一いつ喝かつしてから、ダインはズバッと右手を横に広げた。

「加速世界に！　戦わねーで勝ち取れるモンなんか、いっこもねーんだッ!!　オレはオマエにガチのデュエルで完全勝利しなきゃ、胸を張って毒消しキングと名乗れねぇんだよォ──────ッ!!」

「………………どうしろってゆーの……」

　ぼそりと呟つぶやくハルユキの前方で、黒クロ雪ユキ姫ヒメと楓フウ子コが同時にやれやれと首を振るのが見えた。

「……変わっていないな、《ストロンガー》……」

「……ええ……まだ、あの一戦を引きずってるみたいね……」

「あの、師し匠しよう、《あの一戦》ってどういうことですか？」

　小声で訊たずねると、楓子は車くるま椅い子すを少し後退させ、囁ささやいた。

「アイオダインは、昔、もうひとつの二つ名をとあるバーストリンカーと争って負けたことがあるのよ」

「え……もうひとつの二つ名って、《ストロンガー・ネーム》をですか？」

「半分イエスね。正確には、その対戦に負けたから《ストロンガー》になったの。その時も、相手は二つ名をいくらでも譲ゆずるって言ってたんだけどね……」

「は、はあ……」

　何やら要領を得ない話ではあるが、アイオダイン・ステライザーが昔からああいうキャラクターであったことはひしひしと伝わってきて、ハルユキはもういちどため息をついた。

　司会進行役の謡ウタイが助け船を出したのは、その時だった。

「アイオダインさん、それでは、シルバー・クロウとの対戦という目的が達せられれば、あなたも合併に賛成してくれるのですか？」

　ハルユキの知る限りでは可愛かわいい系デュエルアバターのトップファイブに入るであろう黒髪の巫女みこに問われ、ダインはしばし硬直してから、微妙な角度で頷うなずいた。

「ま、まあ……そういうことに、なるっちゃあなるけどヨ……」

「了解なのです。では、こうしましょう」

　頷いた謡は、体の向きを変えるとまっすぐハルユキを見詰め、言った。

「クーさん、お手数ではありますが、せっかくモードがバトルロイヤルなのですから、いまこの場でダインさんと対戦してはいかがでしょうか」

「…………え…………ええええ!?」

　今度は完全に裏返った声で叫び、ハルユキは周りの仲間たちを見たが、黒クロ雪ユキ姫ヒメたちもチユリたちもショコたちもマゼンタも、「なるほど」というような顔で頷いている。

　ならば、とニコとパドさんに視線を向ければ、豹ひよう頭とうアバターは「ＳＲＹ」とでも言いたげに肩をすくめ、赤の王も軽く手刀を切っただけだった。いっぽうプロミネンスの残り三十人は、賛成派も条件付き賛成派もいっせいに──。

「おー、それイイジャン！」

「毒消しバトル、ちょう見たーい！」

「わざわざ中ナカ一イチエリアまで来たんだから、これくらいの余よ興きようはなきゃな！」

　などと歓声を上げている。

　…………だから、モード変更なんかしたくなかったんだ！

　と内心で呻うめいてみても、どうやらもう逃げ場はない。ハルユキとしては《毒消しキング》などという二つ名に執着するつもりはない、それどころか今日初めて聞いたのだから対戦に勝つ必要もないのだが、問題はプロミネンス側には《三獣士トリプレツクス》を始めとする猛も者さがごろごろいることだ。手を抜いてさくっと負けようとしても即座に見抜かれ、対戦のスピリットを汚けがす奴やつ！　と糾きゆう弾だんされてレギオン合併がお流れ……という展開も有り得る。つまりこの挑戦を受けたならば、どうあれ全力で……しかもこの大人数の前で、ネガ・ネビュラスの代表として恥はずかしくない戦いをしなければならないということだ。

　装甲の下のアバター素体に、冷や汗が伝う錯さつ覚かくを味わいつつ立ち尽つくしていると──。

　黒雪姫が一歩後ろに下がってハルユキの左ひだり隣どなりに並び、右手の剣を持ち上げた。

　鋭えい利りな切っ先が温かな光をまとい、ぴきっ、とかすかな音を響ひびかせて五本の指へと分ぶん離りする。心意によって作り出した手でハルユキの左手を強く握にぎり、フェイスマスクを寄せて囁ささやく。

「楽しめばいいんだ、シルバー・クロウ。この場所に、キミに悪意を抱いだいている者はひとりもいない。アイオダインも、ライバルと見定めたキミと本気で戦ってみたいと思っているだけだよ。キミはバーストリンカーであり、加速世界で挑戦を受けたのだ。ならば……」

「……ただひたすら対戦あるのみ、ですよね」

　剣の主に囁ささやき返すと同時に、全身の強こわ張ばりがすうっと解けた。

　そう……ネガ・ネビュラスの十一人も、プロミネンスの三十三人も、みんな同じバーストリンカーだ。ただひたすらにブレイン・バーストというゲームが、対戦が、加速世界が好きで、それを守りたいからこの場所に集つどっている。ハルユキも同じだ。ならば、恐れる理由はない。いつものように全力で戦い、勝てば嬉うれしいし負ければ悔くやしい──それでいいはずだ。

　黒雪姫と繫つないだ左手に一いつ瞬しゆんだけ力を込めてから開くと、ハルユキは仲間たちの集団から数歩前に出て、大声で答えた。

「──解わかりました、アイオダインさん！　その挑戦、受けます!!」

「よっしゃ、そう来ないとナ！」

　威い勢せい良く叫ぶと、ダインは右手で帽子の鍔つば、左手でマントの肩口を摑つかんだ。

　ババッ！　とそれらが引き剝はがされ、露あらわになったアイオダイン・ステライザーの真の姿を見た途と端たん、ハルユキは「えっ」と声を出してしまった。なぜなら、彼のデュエルアバターは、まったくもってスーパーロボットらしからぬデザインだったからだ。

　胴体は凹凸の少ない円筒形で、そこに細い手足と、先細りになった筒状の頭部がついている。体の色は濃い茶色、頭と手足は鮮あざやかな赤。カラーリングは遠えん隔かく型がたのそれだが、どんな攻こう撃げきをしてくるのかは見当もつかない。加えて、胴体と頭のデザインがよく見知った何かに似ているような気がするのに、それが何なのかも思い出せない。

　……《アイオダイン》と《ステライザー》の意味を誰だれかに聞いておくんだった。

　と思ってももう後の祭りだ。戦いの中で相手の得意と不得意を見み極きわめていくしかない。

　対たい峙じするハルユキとダインから、双方のレギオンメンバーたちが大きく距きよ離りを取り、ビルの壁かべ際ぎわまで下がる。たった一人残った謡ウタイが、何かに気付いたように首を傾かしげてからダインに訊たずねる。

「そういえばアイオダインさんは、先ほどステージの毒どく霧ぎりを消すためにレインさんの攻撃を受けていましたが、このまま始めて構わないのですか？」

　言われてみればその通りで、眼を凝こらすとダインの左肩の装甲にはエネルギー弾が掠かすめた痕あとが残されている。しかし《ストロンガー》の二つ名を持つ男は、芝居がかった仕草で親指を立てながら答えた。

「ノー・プロブレムだゼ」

「解りました。それでは……」

　頷うなずいた謡は、右手をふわりと頭上に掲かかげた。

「──かたやプロミネンス所属、アイオダイン・ステライザー、こなたネガ・ネビュラス所属、シルバー・クロウ。対戦……始め!!」

　さっ、と謡ウタイが右手を振り下ろした瞬しゆん間かん。

　ハルユキの予測を裏切り、ダインが一気に距きよ離りを詰めてきた。赤系でありながら、基本的に格かく闘とう戦せん向きのメタルカラーに殴なぐり合いを挑んでくるとは、よほど格闘に自信があるのか、それとも単にナメられているのか──。

　という思考を頭の隅すみに瞬またたかせながらも、ハルユキは本能的に身構えた。システムが交戦状態を検出し、自動的にダインの体力ゲージを視界右上に拡大表示する。名前の横に表示されたレベルは６、シルバー・クロウと同じだ。これはますます負けられない。

　しかし、ダインの初撃は予想を裏切るものだった。

「テイク・ディス喰らえ!!」

　叫ぶや、まだ拳こぶしが届くはずもない遠間から五指を広げたままの右手をまっすぐに突き出し、掌てのひらの中央にあるノズル状のパーツから茶色の霧きりを噴ふん出しゆつしたのだ。

　避さけようもなく霧に顔面を直撃されたハルユキは、視界を奪うばわれると同時に強きよう烈れつな刺激臭で息を詰まらせた。設定上デュエルアバターは酸素呼吸が不要で、水中でも宇宙空間でも戦えるが、装甲の下のアバター素体が呼吸する感覚は存在する。それはすなわち、匂においや衝しよう撃げきでその感覚を阻そ害がいされると、反射的に体の動きも一瞬にせよ止まってしまうということだ。

　刹せつ那なの硬直から立ち直り、慌あわてて左手で鏡面ゴーグルを拭ぬぐいながら飛び退のこうとしたが、その時にはもうダインに懐ふところまで潜もぐり込まれていた。

「スマッシュ!!」

　というアメリカンな掛け声とともに繰くり出された左のミドルキックが、ハルユキの右みぎ脇わき腹ばらにヒット。間を置かずに襲おそってきた右のオーバーハンド・パンチは辛からくもかいくぐり、そのまま体を右斜め前に投げ出すと、前転を繰り返して距離を取る。

　振り向きながら、さっきの茶色い霧を浴びたことで何らかの阻害効果デバフを喰くらっていないか確認するが、いまのところ継続ダメージも五感の不調も存在しない。キックによる体力ゲージの減り幅も五パーセント以下だ。

　となると、ダインが噴射した刺激臭のある茶色い液体はいったい何なのか、という疑問が湧わいてくるが、その答えは予想外のところからもたらされた。

　戦闘開始時点では確かに全体が濃い茶色だったはずのダインの胴体が、肩のあたりだけ灰色の半はん透とう明めいに変化し、その内部に極ごく細ぼそのアバター素体がうっすらと透すけて見える。しかも、茶色と半透明の境界線が、ダインの身動きに合わせてゆらゆらと波打っている。

　────あの茶色は、液体？

　半透明の円筒型ボディに茶色い液体が満たされていて、それを手から噴射したからそのぶん水面が下がった……？

「あ…………あっ！」

　思考がそこに至ってようやく、ハルユキはダインの胴体が何に似ているのかを思い出した。

　自宅の薬箱に常備されている、昔ながらのうがい薬だ。そして液体を浴びせられた時の刺激臭も、その薬にそっくり。

「その姿……イソジ……」

「スト──────ップ！」

　左手を突き出したダインに大声で制止され、ハルユキはぱくっと口を閉じた。毒消しキングは人差し指を立て、キザな仕草で左右に振る。

「そいつは商品名だから口に出しちゃダメだゼ。言いたきゃ、成分名の《ポビドンヨード》にしときナ」

「ぽ……ポビドンヨード……？」

「英語の発音は、ポヴィドーン・アイオダインだゼ」

「え……ってことは……」

　うがい薬のキャップにそっくりなダインの頭部を凝ぎよう視ししながら、ハルユキは叫んだ。

「アイオダインって、ヨード……ヨウ素のことだったんですか!?」

「イエス！」

「じゃ、じゃあ、ステライザーは……」

「大サービスで教えてやるゼ。ステライザーまたはステリライザーは、殺菌剤のことなんだゼ。──つまり！」

　びばばっ、とカッコイイポーズを決めながら、ダインはカッコヨク宣言した。

「アイオダイン・ステライザー、すなわち《ヨウ素殺菌剤》の名を持つこのオレこそがッ！　加速世界最強の毒消し能力者なのダーッ!!」

　──のダーッ、ってゆわれても。

　何度目かの口あんぐり状態に陥おちいってから、ハルユキはどうにか闘とう志しを再度奮ふるい起こした。

　毒消しキングの称号に執着はまったくないが、ダインが求めているのは対戦の結果ではなく過程なのだろう。どんな理由であろうと、ネガ・ネビュラスを代表して挑戦を受けた以上、百パーセントの力を振り絞って戦わねばならない。

「え、ええと……イソ、じゃなくてポビドンヨードのうがい薬にはお世話になってますけど、僕もシルバーのカラーネームを持つからには、殺菌力じゃ負けられません！　毒消しキングの称号、今日限りで譲ゆずり渡してもらいます!!」

　口から出任せの挑発だったが、アイオダインにはばっちり通じたようだった。キャップ状の頭部に埋うめ込まれている横長のアイレンズがびこーんと黄色く輝かがやき、胴体の中で茶色い液体が大きく揺ゆれる。

「ウェル・セッドよく言つた。これでやっとマジな対戦ができそうだな……会議もあるし、あと五分で決めてやるゼ！」

「ならこっちは三分で充分です！」

　言い返すや、ハルユキは今度は自分から前に出た。

　ダインの基本戦術は、消毒液による目つぶしを織り交ぜた打だ撃げき技わざだろう。広こう範はん囲いにスプレー散布される液体は回かい避ひも防御も困難だが、匂においさえ我が慢まんできればそれ自体はノーダメージだ。しかも消毒液を発射するたびに胴体内部の液体が減るのなら、使える回数にも限りがあるはず。

「消毒ッ！」

　今度は日本語で叫んだダインが、左手からヨウ素液を発射した。事前に息を止めつつ左手でゴーグルだけをガードし、ハルユキは液を正面から浴びつつ突っ込んだ。

「ハッ！」

　先刻のお返しとばかりに放った左ミドルキックが、ダインの胴体にヒット。相手もさすがの根性で反撃の右ストレート・パンチを繰くり出してくるが、今回はちゃんと眼が見えるので左腕でしっかりブロックする。

　ダインはすかさず右手からもヨウ素液を浴びせてきたが、ぐるりと体を回して背中で受け、その動きからバックハンド・ブローに繫つなげる。拳こぶしがダインのキャップ頭を擦こするように痛撃し、勢いで頭がくるくる回って胴体から外れる……というようなことはなかったものの小型軽量なアバターを大きく仰のけ反らせる。

　──チャンス！

　このままラッシュで一気に勝負を決めるべく、ハルユキは突進した。ダインは後傾したまま苦し紛まぎれの前まえ蹴げりを突き出してくるが、体重の乗らない蹴りなど怖くはない。左腕で払いのけ、そのまま敵の懐ふところへ──。

　ボゴッ！　という嫌いやな衝しよう撃げきが、ハルユキの左腕に発生した。

　最初は、蹴りを完かん璧ぺきにガードされたダインの右足が破損したのかと思った。しかし違った。シルバー・クロウの左前腕部を覆おおう強固な金属装甲がひび割れ、大きく凹へこんでいる。しかも、白銀の輝かがやきまでもがいつの間にか消え去り、錆さび付いたように黒ずんでいるではないか。

「なっ……!?」

　驚きよう愕がくし、ハルユキは再び前転で距きよ離りを取った。

　立ち上がり、慌あわてて全身を確認すると、黒変しているのは左腕だけではない。胸も、肩も、恐らく背中も、ダインの消毒液を浴びせられた場所は例外なく装甲が変色してしまっている。

「さ……サビてる!?　なんで…………」

　ハルユキの驚声に、ダインが平然と応じる。

「そりゃそうダ、オレのスプレーを散々浴びたんだから」

「ちょっ……そ、それ、ただのうがい薬だって言ってたじゃないですか!!」

「うがい薬だゼ？　濃度はちょいと濃いがナ」

　にやりと笑ってから、ダインは言葉を続けた。

「シルバー・クロウ、どうやらオマエさん、まだ中坊チユーボーだナ？」

「……な、なんでですか」

「学校でヨウ化物について習ってねーみてーだからサ。覚えとけよ、オレの消毒液の主成分であるヨウ素は、ほとんどの金属に対して強い腐ふ食しよく性せいを持ってるのサ。鉄や銀はもちろん、チタンや金すら溶かすんだゼ」

「うげっ…………」

　ハルユキは思わず呻うめいた。確かに学校ではまだそんなことは習っていないし、習っていたとしても初見では対応できなかっただろう。ダインの消毒液は単なる臭くさい目つぶしスプレーではなく、恐るべきメタルカラー駆除スプレーだったわけだ。

　黒く錆さびてしまった装甲の攻こう撃げき力りよくと防御力は、もはやないも同然。ここからは、スプレーと打撃を完全に回かい避ひしつつ、無事な右みぎ拳こぶしと両足でダメージを与えていかねばならない。果たして、同じレベル６を相手にそんな真似まねが可能なのか。

　無意識のうちに左腰を触さわってしまった手を、急いで引き剝はがす。あれはまだ、完全に自分のものにできていない。未熟な技に頼たよる前に、まだまだやれることはある。たとえ相手が、メタルカラーの天敵と言えるほどの相手でも。

　以前のハルユキだったら、こんなに相性が悪いんだから負けても仕方ない、というような思考が少しくらいは頭に浮かんだだろう。しかし、後ろ向きなハルユキを辛しん抱ぼう強く導いてくれた黒クロ雪ユキ姫ヒメや四元素たち、辛つらい時はいつも励ましてくれたタクムやチユリ、ニコや綸リンたちたくさんの友達、そして多くの激げき闘とうを繰くり広げてきた無数の好敵手たちが、ハルユキにひとつの宝石のような信念を与えてくれた。

　まだまだ小さいし、時々は見失いそうになってしまうが、しかしいつも心の奥底で輝かがやき続けるその宝石の名は──勇気。無ぶ様ざまで、弱くて、不格好で、みっともない自分をさらけ出すことを恐れない勇気だ。

　負けてもいい。でもそれは、気力と知力を最後の一滴まで絞り尽つくし、足あ搔がきに足搔きまくってからでなければ許されない。

　大きく深呼吸し、改めて身構えたハルユキに変化を感じたか、ダインも余裕の気配を消して右手を持ち上げた。掌てのひらのスプレーノズルが、銃口のようにハルユキを照準する。

　どうやら胴体内部の消毒液は、一回の噴ふん射しやで一割ほど消費するらしく、残量はおよそ七割。つまりあと七回撃うたせれば空になる計算だが、向こうも当然それは意識しているだろう。ダインの消毒液が枯こ渇かつするのが先か、ハルユキの装甲が全すべて腐食するのが先か────

「──勝負!!」

　叫び、ハルユキは地面を蹴けった。

　一直線の高速ダッシュで距きよ離りを詰める。フェイントではないと一いつ瞬しゆんで判断したか、ダインが左手も突き出し、二つのノズルから同時に霧きりを噴射する。

　回かい避ひは到底間に合わない。代わりにハルユキは、急減速すると同時に、いままで背中に収納していたシルバー・クロウ最大の武器──白銀の双そう翼よくを展開した。

　極ごく薄うすの金属フィンは、先ほど背中に受けた消毒液が幾いくらか装甲を貫通したのか斑はん点てん状じように黒変しているが、機能を喪うしなうほどのダメージではない。両足をしっかりと踏ふん張り、逆ぎやく噴ふん射しやの要領で前方に向かって推力を解き放つ。

　ぶわっ！　と空気が激しくうねり、茶色の霧きりをハルユキの目の前で一気に押し戻した。

「ホワッ!?」

　ダインが英語なのか日本語なのか微妙な叫び声を漏もらしつつ顔をガードしようとしたが、わずかに遅れた。消毒液がアイレンズに付着したのだろう、

「シミル────ッ！」

　と悲鳴を上げて両眼を擦こする。もちろん、この隙すきを見逃すハルユキではない。

「う……りゃあっ！」

　翼つばさの推力を反転させ、全速力の低空ダッシュ。左のトーキックを、抉えぐり込むようにダインの胴体下部に突き刺す。鈍にぶい衝しよう撃げき音おんが轟とどろき、半はん透とう明めいの装甲が五センチ以上も凹へこむ。

　ようやくの痛撃に、敵の体力ゲージががくっと減少した。ハルユキ本来の戦い方ならば、ここから背中の翼を使った空中連続攻撃エアリアル・コンボで畳たたみかけるところだが、この相手に翼を出しっぱなしで戦うのは危険だ。急いで背中に収納しながら、再び距きよ離りを取ろうと──。

「逃がすかヨ！」

　そんな声とともに両腕をクロスさせたダインが、両眼を真しん紅くに光らせながら叫んだ。

「《アシッド・ミスト》!!」

　──必殺技!!

　ハルユキは懸けん命めいに技の射程から逃れようとしたが、無む駄だな努力だった。ダインの両手から噴射された真っ赤な霧は、通常スプレー攻撃の数十倍の勢いでステージに広がり、ハルユキを完全に吞のみ込んでしまったのだ。

　ずっと遠くで、「おいおいギャラリー巻き込むなよ！」「下がれ下がれ！　ダメージもらうぞ！」というプロミメンバーの声が聞こえたが、それを気にする余裕はハルユキにはなかった。赤い霧に触ふれた全身の装甲がみるみるうちに黒ずみ、焼けるような痛みとともに体力ゲージがもりもり減っていく。

　名前からして、強酸性の霧を広こう範はん囲いに散布する技だろう。走って脱出しようにも、霧は原則破は壊かい不能の地面までをもじわじわと溶かし、粘液となってハルユキの両足を搦からめ捕る。単純だが恐るべき効果と威い力りよくを持つ必殺技だ。

　残された脱出手段は飛行アビリティしかないが、この霧の中で翼を展開すれば、すでに傷ついている金属フィンが決定的なダメージを受けてしまうかもしれない。

　こんな時、ネガ・ネビュラスのハイランカーたちならどうするだろうか。

　常時ホバー移動の黒クロ雪ユキ姫ヒメには、地面の粘液が効かないはずだ。酸さん性せい霧むから瞬しゆん時じに脱出し、敵に手痛い反はん撃げきを浴びせるだろう。

　楓フウ子コの車くるま椅い子すは粘液によって移動できなくなるかもしれないが、彼女には強化外装《ゲイルスラスター》がある。頑丈な装甲を持つあのブースターを噴ふかせば、霧きりから瞬時に脱出できる。

　謡ウタイは特殊な移動手段を持たないが、代わりに《劫ごう火かの巫女みこ》の二つ名にふさわしい高こう威い力りよくの火属性攻撃が可能だ。必殺技《フレイム・トーレンツ》の一撃で、この霧を残らず蒸発させてしまうだろう。

　あきらに至っては、恐らく酸性霧は意味を持つまい。彼女の水流装甲は、やや時間はかかるが不純物を浄化することができるので、酸の霧くらいなら問題なく中和できるはずだ。

　四人の対応法は、残念ながらハルユキには真似まねできない。ならば、かつての《四元素エレメンツ》最後の一人──《矛盾存在アノマリー》グラファイト・エッジならどうするだろう。

　デュエルアバターのポテンシャルを二本の長剣に注ぎ込み、楓子をして「剣が本体のヒト」と言わしめる双剣士は、ハルユキの知る限り自分自身は一切の特殊能力を持っていない。装甲も薄うすく、この霧に対処する手段はなさそうに思えるが、しかし彼がただ体力ゲージを削られて倒たおれるシーンはまったくイメージできない。飄ひよう々ひようと、悠ゆう々ゆうと、誰だれもが思いもよらない手段で脱出してのけるだろう。

　そう、グラファイト・エッジなら、たぶん────

　瞬間、ハルユキの知識と着想が化学変化を起こし、頭の芯しんで火花のように激しく明めい滅めつした。

　空がだめなら、

「……下だッ!!」

　右手の五指を揃そろえてまっすぐに伸ばし、ありったけの力で足あし許もとに突き込む。剣のように鋭えい利りなシルバー・クロウの貫ぬき手ては、酸によって軟化していたステージの地面に肘ひじのあたりまで深々と突き刺さる。

　もちろんこれで酸性霧を回かい避ひできるわけではない。体力ゲージはいまも着実に減り続けている。しかし。

　右腕を引き抜いた瞬間、地面に開いた穴から猛もう烈れつな勢いで噴ふん出しゆつするものがあった。鮮あざやかな水色のガス。《疫えき病びよう》ステージの毒霧。

　このステージの地形効果は、地面のあちこちからランダムに毒霧が噴き出すことだ。ならば、地面に穴を開ければ、意図的にその現象を引き起こせるのではないか……そして噴出の勢いで、ダインの酸性霧を数秒にせよ排除できるのではないか。ハルユキはそう考えたのだ。

　推測は的中し、周囲から酸性霧の赤は消え、新たな毒霧の薄青色に塗ぬり潰つぶされた。装甲が錆さびてしまっているので銀の抗毒作用は発揮されず、これも何らかの阻害効果デバフを与えてくるはずだ。それが必殺技ゲージ無効化だったら賭かけは完全なる失敗に終わるが、ハルユキを襲おそったのは全すべての音が遠ざかる感覚だった。効果は恐らく聴ちよう覚かく阻害。ならば、これからすることに影えい響きようはない。

「────ッ!!」

　無音の気合いを漲みなぎらせ、背中の翼つばさを一気に展開する。酸さん性せい霧むは押しのけられているので金属フィンにダメージはない。濃い毒どく霧ぎりのせいで空は見えないが、地面の反対側を振り仰あおぐと、翼を思い切り振動させる。

　両足を捕らえる灰色の粘液がゴムのように伸びて離り陸りくを妨さまたげようとしたが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。ハルユキが鍛きたえ上げた銀ぎん翼よくは粘着力を軽々と振り切り、アバターを猛もう烈れつなスピードで空へと撃うち出した。

　濃密な毒霧空間を突き抜け、更さらに全速で上昇する。聴ちよう覚かくが阻そ害がいされているため、風切り音もギャラリーの声も聞こえない。静せい寂じやくの世界で、黄緑色の空へと駆け上る。

　高度が百メートルを超えたあたりで翼を広げて急減速し、ホバリングに移行しつつ下を見る。公園の東側では、ダインが噴ふん射しやした真しん紅くの酸性霧と、地面から噴き出した水色の毒霧が複雑に入り交じり、カオスな状況を呈している。ダブル毒エリアの端はしで周囲をきょろきょろ見回している人影がアイオダインだろう。自分が出した酸性霧のダメージは受けないようだが、水色の霧に触ふれて音が聞こえなくなったせいで、ハルユキの離陸に気づけなかったらしい。

　体力ゲージの状況は、ダインがまだ七割健在なのに対してハルユキは残り三割。これが逆転のラストチャンスだ。

「いっ……けえ──────ッ!!」

　自分の声もほとんど聞こえないが、それでも思い切り叫びながら、ハルユキは流星のように急降下した。槍やりのように突き出した右足の先せん端たんが空気を圧縮し、赤く光らせる。阻そ害がいされた耳にさえ、甲かん高だかい衝しよう撃げき音おんがわずかに届いてくる。

　地面のダインもようやくその音に気付いたのだろう、さっと顔を上げた。
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　しかしそのコンマ一秒後には、ハルユキ渾こん身しんのダイブ・キックが毒消しキングの体に突き刺さっていた。

　狙ねらったのは頭でも、スプレーノズルを備えた腕でもない。先にトーキックで装甲を凹へこませた、胴体の下側。

　音はほとんど聞こえなかったが、強きよう烈れつなインパクトが体を走り抜けた。シルバー・クロウの鋭するどい爪つま先さきは、強きよう靭じんではあるがすでに傷ついていたダインの半はん透とう明めい装甲を派手に切り裂さき、その衝撃で小柄なアバターを高々と空に舞まい上がらせた。

　どうにか足からの着地を成功させたハルユキは、すぐ後ろで拡大中の毒どく霧ぎりエリアから逃れるために走りながら上空のダインを見上げた。

　恐らく何かを喚わめきながらぐるぐると回転するダインの、胴体に開いた大穴からは、まだ半分残っていた消毒液が派手に漏もれ出して茶色の雨を降らせる。雫しずくを避さけるべくスピードを上げ、ダインを追い越すと、落下予想地点で振り向いて待ち受ける。

　ダイブキックの直撃を受け、体力ゲージが五割を下回ったアイオダインが、まだ地面に触ふれないうちにハルユキは必殺のエアリアル・コンボを開始した。

「おおおおおッ!!」

　残り必殺技ゲージを全すべて使い切る勢いで短たん距きよ離りスラストを繰くり返し、通常では連打できないはずの大パンチと大キックを立て続けに叩たたき込んでいく。空を飛んでいるあいだに、消毒液は胴体の穴から一滴残らず零こぼれてしまったのでもうスプレー攻撃を喰くらう恐れはない。これまでのフラストレーションを倍返しする勢いでラッシュを続ける。

　もちろんアイオダインも無抵抗ではなく、格かく闘とう慣れした鋭いパンチで反撃を試みてくるが、ハルユキが空中に浮かせ続けているために照準が定まらない。警戒すべきは消毒液の残量とは無関係に使えるらしい必殺技だが、もう技名を叫ぶ余裕さえ与えるつもりはない。

　相手の体力ゲージが残り二割を切ったあたりで聴ちよう覚かく阻害が回復し、マシンガンめいた打撃音の向こうにダインの喚き声が聞こえた。

「こ……このままやられるオレじゃねーぜ！」

「いいえ、このまま勝たせて貰もらいます！」

　叫び返し、残りゲージを削り切るべくラッシュの速度を上げようとした、その時。

「──そこまで!!」

　あらゆる戦闘ノイズを涼やかなひと声がすぱっと切り裂き、ハルユキは反射的に攻撃を止やめて飛び退のいた。

　どちゃっと地面に落下したダインも、すぐに顔を上げて公園の中央を見る。

　大きな枯れ木の根元でまっすぐに右手を持ち上げているのは、この対戦の審判を買って出たアーダー・メイデンだった。小柄な巫女みこは、手を下ろしながらよく通る声で言った。

「勝負はそこまでとします。双方、攻こう撃げきを中止してください」

「は……はい」

　答え、ハルユキは構えていた両手を下ろした。ダインもゆっくり立ち上がり、やれやれとばかりに首を振る。

「あーあ、見事に大逆転されちまったナ。まさか、オレの《アシッド・ミスト》からあんな手で脱出するとはナー」

「は、ど、どうも……」

　思わずぺこりと会え釈しやくしてから、ハルユキはそういえばと後方を見た。公園の東側では、ダインの酸さん性せい霧むはほとんど消えたものの、地面から噴ふき出した水色の毒どく霧ぎりがいまだぐるぐると渦巻いている。

　あれはそのうち風に乗って移動を始めるはずで、触ふれれば音が聞こえなくなる。会議の妨さまたげという意味ではスリップ・ダメージの霧以上に厄やつ介かいだ。

　地面に穴を開けて毒霧を湧わかせたのはハルユキなのだから、処理する責任もあるような気がするが、さすがにあの規模の塊かたまりを羽根で吹き飛ばすことはできない。どうしたものかとアタフタしていると、隣となりに進み出てきたダインが言った。

「ドント・ウォーリー心配すんな。オマエさんがしこたま溜ためてくれた必殺技ゲージを使って処理してやるヨ」

　無造作に両手を突き出し、

「《アンチドート・ミスト》！」

　技名を叫ぶと、両手のノズルから黄色い光が噴ふん出しゆつし、水色の毒霧に触れる。接触部をきらきらと輝かがやかせながら、ダインの必殺技は巨大な毒霧の塊をほんの数秒で浄化した。

　その直後──。

「ナイス・ファイト!!」

「いい対戦だったぞ──っ!!」

「今度あたしともデュエってね──っ!!」

　というような大歓声が右方向から降り注いできて、ハルユキは慌あわてて体を回した。すると、東西に長く延びるセントラルパーク・イースト棟とうの二階に、プロミネンスとネガ・ネビュラスのメンバーたちが仲良く並んでいるのが見えた。

　さっそくアイオダインが両手を上げて歓声に応こたえるので、ハルユキもこわごわそれに倣ならいながら、大変気になることを小声で問い質ただす。

「あの、アイオダインさん、それで……《毒消しキング》の称号はどうなるんでしょうか……？」

　するとダインはちらりと双方の体力ゲージを確認し、大きく肩をすくめた。

「残りゲージはどう見てもそっちのほうが多いからナ。残念だが、称号は次のデュエルまで預けとくゼ」

　そこでいきなり声のボリュームを倍増させ、ばっちり宣言する。

「──シルバー・クロウ。オマエが今日から、加速世界の《毒消しキング》ダ────ッ!!」

　────どえええええ!?

　と内心で絶叫するハルユキの左手をダインが握にぎり、高々と持ち上げさせる。慌あわてて引っ込めようとしたが時すでに遅く。

　イースト棟とうから盛大な拍手が降り注いできて、強こわ張ばりまくったスマイルを浮かべるしかないハルユキだった。




　突発的対戦が終了し、再び公園中央に双方のレギオンメンバーが集まったところで、残り時間は十五分となった。

　真っ先に発言したのは、またしてもアイオダイン・ステライザーだった。進行役の謡ウタイに向けて、実にあっさりと──

「あ、オレ、合併反対から賛成に変更するゼ」

　と宣言したのだ。さすがの謡も一いつ瞬しゆん固まってから、「解わかりましたのです」と答え、白木の立て札に筆を走らせる。【反対】の欄らんにあったダインの名前を二重線で消し、【賛成】の欄へ移動させると、くるりと振り向く。

「これで、賛成が三十一人、条件付き賛成が十三人となりました。そこで次に、条件付き賛成の方のご意見を伺いたいと思うのですが……どなたか、代表してご説明いただけますか？」

「では、俺が」

　という声が、プロミネンス側から聞こえた。発言者が誰だれなのかは、声だけでは判別できない。

　じっと眼を凝こらしていると、ずしんと地面を震ふるわせて立ち上がったのは、プロミネンス総勢三十三人の中でも最大級の体たい軀くを誇ほこるＭ型アバターだった。炎のような朱色の装甲は分厚いが鈍どん重じゆうな印象はなく、両腕にマウントされているガトリング砲タイプの強化外装はいかにも強力そうだ。

　迫はく力りよくに圧あつ倒とうされるハルユキの耳に、いつの間にか右みぎ隣どなりにいたあきらが囁ささやきかけた。

「あれがプロミネンス《三重士トライアド》の筆頭、《Ｖ３ブイスリー》こと《バーミリオン・バルカン》なの」

「と……トライアド？　三獣士トリプレツクスの他に、そんな人たちまでいるんですか……？」

「第一期プロミネンスの幹部メンバーの中で、代替わりしてもレギオンに残ったのは彼らだけらしいの」

「……つまり、初代赤の王レッド・ライダーの腹心……ってことですか……」

　ごくりと生なま唾つばを吞のみ込んでいると、まるでハルユキの視線を感じたかのようにバーミリオン・バルカンが鋭えい利りな形状のアイレンズを向けてきた。幸い《Ｖ３》はすぐに眼を逸そらし、進行役の謡ウタイを見下ろすと、重厚な声で発言した。

「──プロミネンスの条件付き賛成組を代表して、まず俺から説明させて貰もらう」

「どうぞなのです、バーミリオンさん」

「それでは。……我々十一人が懸け念ねんしているのは、単刀直入に言えば、一ヶ月の合併準備期間が終わったあと、誰だれが新たなレギオンマスターになり、レギオン名を引き継ぐのか……ということだ」

「それはつまり、誰が《断罪の一撃ジヤツジメント・ブロー》の権利を持つのか、ということですね？」

　謡の問いかけにバーミリオンが無言で頷うなずくと、場がさっと緊きん張ちようした。

　ブレイン・バーストに於おけるレギオン合併の、システム的な取り扱いについては、ハルユキも今日までにいちおう予習してきている。

　領土が接している二つのレギオンのマスターが合意して、システム上で合併が成立すると、三十日間の《合併準備期間》が開始される。その間は新レギオン名、新レギオンマスターともに変更が可能で、更さらに二人の旧レギオンマスターが《断罪の一撃》の権利を保有し続ける。

　つまり今回の場合も、三十日間は黒クロ雪ユキ姫ヒメ、ニコの両方が全メンバーを断罪可能というある種公平な状況が続くわけだが、準備期間が終了した瞬しゆん間かんに断罪権を持つのは新レギオンマスター一人となり、その人物──恐らく黒雪姫とニコのどちらかになるはずだが──が所属していなかったほうのレギオンのメンバーは、程度の差はあれ不満と不安を抱いだくことになってしまうのだ。

　バーミリオン・バルカンは、一同を見回してから重々しい声で言った。

「──もちろん我々も、条件付きとはいえ合併に賛成している以上、今回の合併提案が罠わなだと疑っているわけではない。準備期間終了後、仮に黒の王が新レギオンマスターになった場合も、旧プロミネンスのメンバーを闇やみ雲くもに断罪するなどとも思っていない。しかし……しかし、だ。我々はもう二度と、絶対に、忠誠を誓ちかった主あるじを失いたくはないのだ。そのようなことが起きてしまう可能性を、万に一つも作りたくないのだよ」

　落ち着いた、理性的な……それゆえに深く胸を抉えぐってくるような言葉だった。

《三重士》バーミリオン・バルカンの以前の主、初代赤の王レッド・ライダーの首を落とし、加速世界から永久に退場させたのは、いまハルユキの右斜め前に立っている黒の王ブラック・ロータスだ。バーミリオンが名指ししたわけではないが、プロミネンスの古参メンバーの中には、黒雪姫に対する不信感や──ひょっとしたら恨うらみを抱き続けている者もいるのだろう。

　先月末の領土戦で杉すぎ並なみに攻め込んできたブレイズ・ハート、ピーチ・パラソル、オーカー・プリズンの三人もそうだった。ハルユキ、謡、あきらと激げき闘とうを繰くり広げ、拳こぶしを交えることで通じ合うものがあったのだが──だからこそ三人は条件なしの賛成に回ってくれたのだろう──彼女たちにも不安はあるはずだ。

　東京ミッドタウン・タワーに於おけるＩＳＳキット本体との戦いの最中、黒クロ雪ユキ姫ヒメはレッド・ライダーの《残留記き憶おく》と邂かい逅こうしたらしい。そこでライダーからの伝言を預かり、ニコに伝えた。『あんがとよ、あとは任せた』──それを聞いたニコは、パドさんの胸に顔を押し当てて幼子のように泣きじゃくり、その光景を眼にしたハルユキは、レッド・ライダーからスカーレット・レインへの王位継承は完全に果たされ、二人と黒雪姫との和解も成ったと感じた。

　だがそれはあくまで、核心的当事者三人のあいだだけでのことだ。ニコがその一件をレギオンメンバーたちに事細かに話したとは思えず、古参のメンバーたちが胸中にわだかまりを残しているとしても無理はない。

　そう考えれば、合併に反対を唱えたのがアイオダイン・ステライザーただ一人（しかもその理由はレッド・ライダーとは関係なかった）で、条件付き賛成も十一人に留とどまり、残りの二十一人が無条件の賛成を表明したのは奇跡に近い。恐らくニコとパドさんが、言葉を尽つくして仲間たちを説得してくれたのだろう。

　であるならば、バーミリオン・バルカンたち十一人は、ハルユキたちが何としても納得させなくてはならない。しかし、意見を述べたくとも、気持ちばかりが空回りして言葉が見つからない。

　黒雪姫が、レギオン合併後に旧プロミネンスのメンバーを、ましてやニコを断罪したりするはずがない。そう言うのは簡単だが、たぶんバーミリオンたちは言葉以上の何かを求めているのだ。彼らが、絶対に大だい丈じよう夫ぶだと信じられるだけの何かを。

　ハルユキが両手をきつく握にぎり締しめながら立ち尽くしていると、すぐ後ろで毅き然ぜんとした声が響ひびいた。

「バーミリオンさんのご意見には、ぼくから答えさせて下さい」

　進行役の返事を待たずに進み出たのはタクムだった。集団から二メートルばかり離はなれた場所で立ち止まると、バーミリオンに迫せまるほど大柄なアバターをまっすぐに直立させる。

「……どうぞ、パイルさん」

　謡ウタイに促され、タクムは小さく頷うなずくと再び発言した。

「まず最初に、なぜぼくが条件付きの賛成なのか、その理由を説明させてもらいます。ぼくが考えている条件とは……これからする話をプロミネンスの皆さんに聞いて頂き、それでもなお皆さんがぼくを新レギオンのメンバーとして受け入れてくれるのなら、ということです。もし誰かお一人にでも否いなと言われたならば、ぼくはレギオンから去ります」

「な…………」

　──何言ってるんだ、タク!!

　とハルユキは危うく親友のリアルネームを叫んでしまうところだった。しかし寸前で、後ろから伸びてきた手がハルユキの右肩を強く摑つかんだ。

「クロウ、彼の話を聞いてあげて」

　耳みみ許もとで囁ささやいたのはマゼンタ・シザーだった。静かだが強く張り詰めたその声に、ハルユキはただ頷うなずくしかなかった。

　疫えき病びようステージの風さえも止まった静せい寂じやくの中に、タクムの声だけが響ひびいた。

「……ぼくは、レオニーズに所属していた九ヶ月前、《親》から渡されたチートツール《バックドア・プログラム》を使って、自分をマッチング・リストから消したうえで黒の王ブラック・ロータスを狩ろうとしました」

　事件を知らなかった者もいるのだろう、プロミネンス側が低くざわめく。しかしタクムはしっかりと背せ筋すじを伸ばしたまま、切々とした吐と露ろを続ける。

「シルバー・クロウに敗北してことが露見したあと、ぼくの《親》は青の王に断罪されて加速世界から去りましたが、ぼくはシルバー・クロウと黒の王の慈じ悲ひによってネガ・ネビュラスに移い籍せきし、こうしてバーストリンカーであり続けています。……ぼくの罪はそれだけじゃない。ＰＫ集団にリアルアタックを仕掛けられた時には、身を守るためとはいえＩＳＳキットを装着して、その力で彼らをまとめて全損させもしました。それらの罪をまだ償つぐなっていないぼくが、新レギオンに加わるべきではないと思う人が一人でもいるならば、ぼくは喜んで身を引きます。……それが、ぼくの《条件》です」

　タクムが口を閉じても、しばらく言葉を発する者はいなかった。

　最初に動いたのは、タクムと同じく条件付き賛成を表明していたマゼンタ・シザーだった。ハルユキの右肩に置いたままだった左手に力を込め、体を前に出すと、そのまま集団から離はなれてタクムの隣となりに並んだのだ。

「ワタシにも発言させてくれる？」

　問われた謡ウタイは、一いつ瞬しゆん間を置いてから頷いた。

「……どうぞ、なのです」

　促され、長身のハサミ使いはゆっくり一礼すると、ハスキーな声を響かせた。

「知っているヒトもいると思うケド……世せ田た谷がやエリアを中心とする東京南西部にＩＳＳキットを蔓まん延えんさせたのは、このワタシ、マゼンタ・シザー。シアン・パイルが使ったＩＳＳキットはワタシが渡したモノだし、後ろにいるミント・ミトンやプラム・フリッパーを含む何人かは、装甲を切り裂さいて無理矢理キットを寄生させた。シアン・パイルが罪を問われるのならば、当然ワタシもそうされなければならないわ」

　再び、先刻より大きなざわめきがプロミネンス側から発せられた。

　今回の合併はニコの強化外装を奪うばった加速研究会と戦うためであり、ＩＳＳキットを作ったのがその加速研究会だということは当然プロミネンスのメンバーたちも知っているはずだ。マゼンタは、彼女なりの信念に従った結果とはいえ研究会のシンパ的な活動をしていたわけで、拒否反応が出ても不思議はない。

　しかし、合併を成立させるためにタクムとマゼンタがネガ・ネビュラスを去らねばならないという展開は、ハルユキには絶対に受け入れられないものだ。もし「去るべし」と声を上げる者が一人でもいたら、その時は土ど下げ座ざでもなんでもしようと決意し、ハルユキは固かた唾ずを吞のんで次の展開を待った。

「……言わなくてもいいことを、なぜ自みずから言う？」

　鋼はがねのように厳しい声は、バーミリオン・バルカンのものだった。

「それは…………」

　何かを答えようとしたタクムだったが、そこで口を閉じ、やや俯うつむいてしまう。

　数秒して再び流れたバーミリオンの声は、今度はかすかな苦笑を含んでいた。

「──噂うわさどおりクソマジメな男だな、シアン・パイル」

　恐らくニコやパドさんよりも古参なのであろう機関砲使いは、軽く肩をすくめながら続けた。

「お前やマゼンタ・シザーがどんな罪を犯したにせよ、それを当事者たちが許し、仲間として受け入れているのなら、こちらが何を言う必要もない。そもそも、かつての我らが王レッド・ライダーを全損させた黒の王率いるレギオンと合併しようというのに、こう言ってはなんだがそんなささやかな過ちを咎とがめる意味はあるまいよ」

「………………」

　黙だまり込むタクムを見据えるバーミリオンの眼が、不意に鋭するどく光った。迫はく力りよくを取り戻した声が、空気と地面を震ふるわせる。

「……しかし、我々の出した《条件》はまだ満たされていない。仮に黒の王が新たなレギオンマスターとなった場合、彼女がレベル10到達という覇は業ぎようを遂とげんがために、再び我らの王をその手にかける……そんなことが絶対に起きないという確証を、何らかの形で示してほしいのだ」

　再び提示された難題に答えたのは、バーミリオンと向かい合ったままのタクムだった。

　インストメニューを操作し、銀色のカードアイテムをオブジェクト化すると、それを差し出したのだ。

「──このカードには、ぼくがＰＫ集団《スーパーノヴァ・レムナント》とのサドンデス・デュエルで手に入れたバーストポイントと、マゼンタ・シザーがＩＳＳキットを使って集めたポイントが全すべてチャージされています。レベル８になったばかりのバーストリンカーが、レベル９に上がれるほどの量です」

　その言葉を聞いた赤のメンバーたちは、これまでで最大の音量でどよめき、黒クロ雪ユキ姫ヒメや楓フウ子コたちもかすかな声を漏もらした。

　加速世界にレベル８ｅｒエイターは少なからず存在するが、レベル９ｅｒナイナーはわずか七人しか存在しない。だからこそ《王》と呼ばれるのだし、そこに至る道が果てしなく遠いことは誰だれもが知っている。大レギオン間で相互不可侵条約が結ばれ、緩ゆるやかな停てい滞たい状態が続く現状では、レベル９には事実上到達不可能とさえ言っていいのだ。

　加速世界のパワーバランスを崩くずしかねない量のポイントがチャージされているというカードは、疫えき病びようステージの淡あわい陽光の下でも、どこか禍まが々まがしく思えるほどに強く輝かがやいてハルユキの眼を射た。そのカードをバーミリオンに差し出したまま、タクムは再び口を開いた。

「……レムナントの奴やつらが溜ためこんでいたのは、多くのバーストリンカーを現実世界で襲しゆう撃げきし、脅きよう迫はくと暴力で稼かせいだ汚よごれたポイントです。自分で使うのは絶対に嫌いやだったし、でも無害に処分する方法も思いつけなかった。だからマスターに……ブラック・ロータスに預けようとしたんですが、でもマスターはぼくに言いました。きっといつか、正しい使い道が見つかる。その時まで持ち続けろ、と。……そしてぼくは、ようやく使い道を見つけました」

　カードを差し出したままゆっくり前に歩いたタクムは、バーミリオン・バルカンの目の前で立ち止まり、言った。

「もしブラック・ロータスか、あるいは現ネガ・ネビュラスのメンバーの誰だれかがあなたがたを裏切った時は、このポイントを使って罪を裁いてください。汚れたポイントですが……正しい復ふく讐しゆうのために使うなら許されるでしょう。そして願わくは……真っ先に裁かれるのは、ぼくにして欲しい」

「もちろんその次は、ワタシを」

　落ち着いた口調の中に、悲壮なまでの覚悟を滲にじませたシアン・パイルとマゼンタ・シザーの言葉を聞いて、さしものバーミリオンもすぐには口を開こうとしなかった。

　タクムとマゼンタの提案は、赤の王の安全を百パーセント確実に保証できるものではない。有り得ないことだが、もし黒クロ雪ユキ姫ヒメがニコを裏切り首を獲とると決めたその時は、タクムやマゼンタの命も省かえりみないだろうからだ。

　やがて、機関砲使いは装甲を鳴らして振り向き、背後で腕組みをしているニコを見た。

　赤の王は、無言で頷うなずいてから、王らしい威い厳げんを感じさせる声で応じた。

「それはお前が預かっておけ。そして使うべき時が来たと思ったなら使え」

　しかしバーミリオンは、重々しくかぶりを振った。

「いいえ。王の仇あだを討うつのなら……俺より相応ふさわしい者がいます」

　そしてタクムの手から銀色のカードを受け取ると、ニコの隣となりに立つサブマスター、ブラッド・レパードに歩み寄った。

「レパード。これはお前が保管しておいてくれ」

　権利を譲ゆずるようでいてその実、覚悟を問うようなバーミリオンの言葉だったが、パドさんは平然と頷いてカードを受け取った。右手の指先でくるくる回しながら左手でインストメニューを開き、ストレージに放ほうり込む。

「Ｋ」

　そのひと言を聞き、バーミリオンは再びタクムに向き直ると、びんと響ひびく声で宣言した。

「シアン・パイル、マゼンタ・シザー、そして黒の王ブラック・ロータス……お前たちの意思は確かに示された。これで、我々の提示した条件は満たされたものとする。俺以下十一名は、無条件の賛成へと変更し、暫ざん定ていマスターとレギオン名は二人の王に一任する」

　それを受けて、タクムも堂々とした態度で応じた。

「同じく、こちらの条件も満たされました。ぼくも賛成に変更します」

「ワタシも賛成する」

　三人は小さく頷うなずき合うと身を翻ひるがえし、それぞれの陣営に戻った。

　白木の立て札の前に立つ謡ウタイが、巨大な筆を持ち上げて、【条件付き賛成】の欄らんにあった十三人の名前にズバッと打ち消し線を引くと、全すべてを【賛成】の欄へと書き写した。

「これで、この場に集つどった四十四名、全て賛成となったのです！」

　どこか誇ほこらしげな謡の宣言を受けて、どちらからともなく拍手の音が生まれ、それはたちまち一つに溶け合ってステージを満たした。ハルユキも懸けん命めいに両手を叩たたき合わせながら、少し離はなれて立つタクムの横顔を見やった。

　横スリットタイプのフェイスマスクからは表情は読み取れないが、それでも幼おさな馴な染じみの顔にはそこはかとない安あん堵どと満足が浮かんでいるように見えた。それはタクムの向こうに見えるマゼンタ・シザーの顔も同様で、あの二人はいったいいつの間に打ち合わせをしていたのだろう……と考えてしまうハルユキだったが、その時黒クロ雪ユキ姫ヒメが音もなくホバー移動を開始した。

　プロミネンス側からも、ニコが大またに歩み出る。二人は立て札の前で停止すると、同時にインストメニューを開く。

「……ついに……」

　思わず零こぼれ出たハルユキの呟つぶやきを、すぐ前で車くるま椅い子すに座る楓フウ子コが引き取った。

「ついに、この時が来たのね……」

　右みぎ隣どなりのあきらも無言で頷き、プチ・パケ三人組が胸の前で両手を握にぎり合わせる。

　左隣のチユリはと言えば、こんな時でもさすがのマイペースぶりを発揮して「間に合うのかなー、あと三分しかないよ」と実際的な心配を口にするので、ハルユキは思わず幼馴染の右手を握りながら囁ささやき返した。

「大だい丈じよう夫ぶさ、ニコと先輩がボタンを押すだけなんだから」

「わかってるわよ」

　と言い返しながらも、チユリは右手にぎゅっと力を込めてくる。ハルユキも息を詰め、二人の王の挙きよ措そを見守る。もうすぐ……数秒後にも二つのレギオンは消しよう滅めつし、新たな大レギオンが生まれるのだ。

　マスターだけが持つ【レギオン】タブを開いたニコと黒雪姫は、ぱぱっと手早く画面を操作し、しかしすぐに手を止めた。三秒ばかり視線を衝しよう突とつさせてから、いきなり叫ぶ。

「──行くぞ、レイン!!」

「──来い、ロータス!!」

　えっ、まさかいきなり王対王のバトルが始まっちゃうの!?　とハルユキは卒そつ倒とうしかけたが、刹せつ那なの沈ちん黙もくに続いて、二人は声を合わせて叫んだ。




「「──さいしょは、グー!!」」




　ニコの小さな右みぎ拳こぶしと、黒クロ雪ユキ姫ヒメが再び心意操作で作り出した右拳が途と轍てつもないスピードで振り下ろされ、圧縮された空気が突風となってハルユキのところにまで届いた。




「「──じゃん、けん、ぽんッ!!」」




　一度目を上回る勢いで二つの拳が繰くり出された瞬しゆん間かん、爆ばく発はつ系の必殺技もかくやという衝しよう撃げき波はが発生し、ステージ全体を振動させた。進行役を決める時の六人じゃんけんを遥はるかに上回るエネルギーに耐えかね、双方のレギオンメンバー全員が体を仰のけ反らせる。足を踏ふん張って衝撃波をやり過ごし、勝負の結果を見み極きわめようと、我先に顔を前に突き出す。

　ニコが出したのは、パー。

　黒雪姫が出したのは、チョキ。

[image: ]

　二人の王は三秒ほども静止し続けていたが、まず赤の王がゆっくり上体を起こし、開いたままの右手を持ち上げた。

「あーあ、あたしの負けだ。つーわけで……」

　固かた唾ずを吞のんで見守る四十数人に体ごと向き直り、ニコは小さなアバターに堂々たる威い厳げんを漲みなぎらせつつ宣言した。

「……一ヶ月の準備期間中、レギオンマスターはこの黒いのにやって貰もらう！　んで、暫ざん定ていレギオン名も《ネガ・ネビュラス》を引き継ぐ！　正式な新マスターとレギオン名は、一ヶ月後に改めて協議する！　……この決定に不満のあるヤツはいるか!!」

　赤の王が口を閉じると、ハルユキははらはらしながらプロミネンスのメンバーたちの様子を窺うかがった。

　ネガ・ネビュラス側の十人にはもちろん否いなやはないが、プロミネンス側の三十二人にとっては、いくら一ヶ月の暫定マスターとはいえ──そして赤の王の決定とはいえ、なかなかに受け入れ難がたいのではないか、と思ったのだが。

「異議なし!!」

　と朗ろう々ろうたる声で叫んだのは、《三重士トライアド》筆頭のバーミリオン・バルカンだった。黒の王がレギオンマスターになった時の懸け念ねんを真っ先に口にした重じゆう鎮ちんの言葉に、他のメンバーたちも次々と頷うなずく。

「んじゃ、改めて……っと」

　いきなり貫かん禄ろくのなくなった身振りでニコがちょいちょいとインストを操作すると、黒クロ雪ユキ姫ヒメも同様に右手を動かした。双方の前に、いかにもただ事ではないという感じの、クリアな金色に輝かがやくウインドウが出現する。

　頷き合った二人の王は、右手を高々と振りかざし──。

　空気を切り裂さく音が聞こえるほどのスピードで、ウインドウの中央を叩たたいた。

　二つの窓が消しよう滅めつすると同時に、これまで聞いたことのない荘そう厳ごんなサウンドがステージ全体に鳴り響ひびき、この場に集つどった全すべてのデュエルアバターを、ひときわ眩まばゆい金色の光が包んだ。ハルユキの眼前に、【ＹＯＵＲ　ＬＥＧＩＯＮ　ＨＡＳ　ＢＥＥＮ　ＣＯＭＢＩＮＥＤ!!】というシステムメッセージが表示され、炎に包まれて消えた。

　ついに、プロミネンスとネガ・ネビュラスの合併が果たされたのだ。

　言い知れない感かん慨がいに打たれ、深く俯うつむいていると、すぐ前まで誰だれかが歩いてきた。

　慌あわてて顔を上げる。そこに立っていたのは、再び帽子とマントを身につけたアイオダイン・ステライザーだった。

　幅広の鍔つばに隠かくされてフェイスマスクは見えない。いったい何を言われるのか……と身構えていると──。

「…………これからよろしくナ、《毒消しキング》」

　ぶっきらぼうだが、どこか照れたような声とともに右手が差し出された。

「はい……また対戦しましょう。よろしくお願いします」

　そう答え、ハルユキは新たな好敵手にして心強い仲間の手をしっかりと握にぎった。




　現実世界の中なか野のセントラルパークに戻り、瞼まぶたを持ち上げたハルユキの視界に真っ先に飛び込んできたのは、正面に座る黒クロ雪ユキ姫ヒメだった。

　広げた右手を何やら複雑そうな顔で見ているので、思わず訊たずねる。

「せ、先輩……手をどうかしたんですか？」

　すると黒雪姫はハルユキを見て、微笑ほほえみながらかぶりを振った。

「いや、何でもない。ニコのやつが、最後のじゃんけんでわざと私に負けたような気がしてな……。──そんなことより、キミには真っ先に報告しなければならない相手がいるのではないか？」

「へ……？」

　ぱちくりと瞬まばたきして、何となく右を見たハルユキの、すぐ目の前には。

　正座したまま、約五センチの至近距きよ離りにまで身を乗り出した日クサ下カ部ベ綸リンの顔があった。

「のわっ……お、お待たせ、綸さん」

　思わず仰のけ反りながらそう言うと、綸は更さらにずずいっと顔を近づけてくる。

「ど……どうなりましたか、有アリ田タさん……？」

　か細いその声には、いまにも溢あふれそうなほどの不安が滲にじんでいて、ハルユキは急いで笑顔を作った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、レギオンの合併は無事に完了したから。……まあ、僕はなんかおかしな称号も貰もらっちゃっ…………のわあ!?」

　ハルユキが、言葉を最後まで口にできなかったのは。

　両眼に大粒の涙を浮かべた綸が、「よかった……！」と囁ささやきながら飛びついてきて、ハルユキの首を両腕でむぎゅ[image: ～][image: ～]とホールドしたからだった。

「ちょいちょいちょ──い！　近い近い近い!!」

　チユリが綸の襟えり首くびを摑つかんで引き剝はがそうとするが、二本の腕が緩ゆるむ気配はない。両手をわたわたさせながら、顔のすぐ左にある小さな耳に慌あわてて話しかける。

「いっ、いや、その、ま、まだまだこれからだから！　ほら、アッシュさんとウータンさんとオリーブさんの加入手続きもしないとだし……！」

　という自分の台詞せりふで、このまま加速してアッシュ・ローラーに会った時に何が起きるかを想像し、いっそう青ざめるハルユキだった。










　　　３




　高タカ野ノ内ウチ琴コトと高野内雪ユキは、一いち卵らん性せいの双ふた子ごである。

　普通は一卵性であっても、家族ならほくろの位置や声質、目め許もとの微妙な違いで見分けられるものだ。しかし琴と雪の顔には一つもほくろがなく、声も眼の形も完全に同じで、ことに赤ん坊の頃ころは母親でさえすぐには判別できなかった。

　そこで二人の母親は、至ってシンプルな解決法を導入した。姉の琴には赤い新生児用ニューロリンカー、妹の雪には白いニューロリンカーを与え、その色で見分けることにしたのだ。

　ニューロリンカーには脳波認証機能が備えられており、そして脳波は指紋と同じく、たとえ一卵性の双子であってもまったく同じにはならない。事実、最初のニューロリンカーは二人をしっかり判別し、問題は解決したかに見えた。

　しかし、二人が幼稚園に入園するにあたって買い換えられた幼児用のニューロリンカーは、機械側の理由なのか、それとも二人の脳波が成長過程で酷こく似じしてしまったのか、琴と雪を判別できなかった。しかも、それに気付いたのが二人だけだったという事実が問題をいっそう複雑にした。

　最初はちょっとした悪戯いたずら心ごころで、琴と雪は赤と白のニューロリンカーを交換してみた。すると母親も父親もあっさり騙だまされ、それがとても面おも白しろくて、二人は頻ひん繁ぱんにニューロリンカーを入れ替え、赤を装着したほうが琴、白を装着したほうが雪として一日を過ごすようになった。二人はいつも一いつ緒しよにいたし、ニューロリンカーの多彩な幼児保護機能──たとえば、名前を呼ばれたら視界にアラートを出したり、頭上に名前入りのホロタグを出したり──が入れ替わりをいっそう容易にした。

　その楽しくも危険な《遊び》はいつしか日常となり、幼稚園を卒園するまで三年間にわたって続いた。二人がようやく入れ替わりをやめることにしたのは、小学校に入学する前の晩のことだった。小学校では別のクラスになってしまったため、いくらニューロリンカーがあっても記き憶おくの共有が困難になると思ったからだ。

　赤と白のニューロリンカーを、本来の持ち主に戻そうとして──二人は、このうえなく恐ろしい事実に気がついた。

　自分がもともとは琴だったのか、それとも雪だったのか。三年も続いた入れ替わりごっこのせいで、二人ともほんとうの名前がどちらだったのか、断言できなくなってしまっていたのだ。まだ五歳の琴と雪にとって、それは自分が消しよう滅めつしてしまうに等しい恐怖だった。泣きながら両親に助けを求めたいのはやまやまだったが、三年にも及およぶ入れ替わりに気付かなかった父親と母親が、二人を見分けることができるとは到底思えなかった。

　やむなく二人は、眼をつぶってニューロリンカーを一つずつ選び、赤を取ったほうが琴、白を取ったほうが雪ユキとして生きることにした。更さらに、外見上の識別要素を加えるべく、琴コトは髪をツインテールに、雪はポニーテールに固定し、決して変えないと決めた。

　小学校に入学してからは、表面的には何の問題も起きなかったが、二人の心の底にはいつも言い知れない不安があった。自分は、本当は自分ではないのかもしれないという意識、恐怖は完全には消えず、それはいつしか高く、堅い壁となって、他人を拒こばむだけではなく自分たちをも少しずつ押し潰つぶそうとしていた、そんなある日。

　一つのゲームプログラムとの出会いが、二人の日常を一変させた。

　ブレイン・バースト２０３９。《心の傷》を読み取り、異形の戦士《デュエルアバター》を生み出すそのプログラムは、琴と雪に、決定的な自己識別手段を与えてくれたのだ。

　二人のデュエルアバターはやはりよく似ていたが、しかし頭の飾り角と装甲の色合い、そして何より名前が異なっていた。琴のアバターはコバルト・ブレード。雪のアバターはマンガン・ブレード。唯ゆい一いつ無む二にのその名前は、仮に琴が本当は雪で、雪が本当は琴であったとしても、決して入れ替わることはない。

　こうしてようやく自分を《固定》するすべを得た二人は、青の王のレギオン《レオニーズ》に所属するバーストリンカーとして頭角を現していくことになる。




　東京都港みなと区白しろ金かね台だい、すなわち港区第三エリアの西の端はしには、国立科学博物館附属自然教育園という名前の広大な公園、というより森が存在する。

　江え戸ど時代は高たか松まつ藩はんの下しも屋や敷しきであり、その後は白しろ金かね御ご料りよう地ちとして皇室財産となり、百年前の太平洋戦争後に公園として一般公開された。名前には附属とあるものの、所管する国立科学博物館は遠く離はなれた台たい東とう区の上うえ野の公園内にあり、代わりにというわけでもないだろうが、敷地の南西部には東京都庭園美術館が存在する。

　庭園美術館は、もともと旧朝あさ香かの宮みや邸ていと呼ばれた日本を代表するアール・デコ様式の邸宅で、建物自体が国の重要文化財に指定されている。しかしもちろん美術館であるからには誰だれでも中に入ることができ（もちろん入館料は取られるが）、館内にはカフェも併設されている。

　七月二十日土曜日、午後三時三十分。

　高タカ野ノ内ウチ琴と雪の双ふた子ご姉妹は、庭園美術館内のカフェ、窓まど際ぎわのテーブルに向かい合って座り、運ばれてきたばかりのシフォンケーキの皿をじっと凝ぎよう視ししていた。

　琴がオーダーしたのは《レモン＆ミント》、雪は《抹まつ茶ちやマーブル》。どちらも実に美味おいしそうだが、すぐにフォークで崩くずす気にはなれない。何せ、飲み物（琴はミックスベリーソーダ、雪はアイスミルク）とのセットで千四百円という、超弩ど級きゆうのお値段なのだ。そこに入館料も加えれば、ひとり千九百五十円。せめてケーキの見た目もじっくり鑑かん賞しようし尽つくさねば、とうてい元が取れない。

「……ねえ琴ちゃん、これって、ネガビュに必要経費で請求できないかなー」

　調子のいいことを言う雪ユキに、琴コトは肩をすくめて答えた。

「無理でしょう。最初は公園のベンチで待機する予定だったのに、暑いからカフェに行こうと言い出したのは雪じゃないですか」

「だってー、暑いの苦手なんだもん。てゆーか、公園じゃなくて森だよ、森。蚊かとか蛇へびとか熊くまとかいるよきっとー」

　その言葉に苦笑しながら、ちらりと視線を外に向ける。

　店内は白を基調としたモダンなインテリアだが、全面ガラス張りの窓の向こうには緑の芝しば生ふが広がり、その奥はうっそうとした深い森。

　江戸中期の千七百年代に防火林として植樹されて以来、三百年以上にもわたって自然のままに育ってきたというから、都心では帝てい城じよう、いや皇居の吹ふき上あげ御ぎよ苑えんと並んで歴史のある森だろう。確かにタヌキくらいなら棲すんでいるかもしれないが──

「……熊が出るなら見てみたいです。まあ、この値段のおかげで店内に他の子供はいないですし、明日から節約しましょう」

「はぁーい。んじゃ、半分食べたら交換ね」

　食欲メーターがレッドゾーンに達したらしい雪と同時にフォークを手に取り、薄うす黄き色いろのシフォンケーキの端はしにそっと突き刺した、その時だった。

　視界の隅すみでカフェの自動ドアが開き、琴はちらりとそちらを見た。

　入ってきたのは、少し年下と思おぼしき男子だった。紺こんのブレザーにアイボリーのパンツ、長めの髪をおかっぱ風に切り揃そろえた、純和風といった感じの美少年だ。ここまで走ってきたのか、額ひたいの汗をハンカチで押さえながらウェイトレスに話しかけ、琴たちから少し離はなれたテーブルに案内される。

　シフォンケーキを口に運びながらも、琴はちらちらと少年の様子を窺うかがい続けた。もちろん、外見が好みだとかそういうことではなく、今日のミッションの妨ぼう害がい者しや──すなわち《敵方のバーストリンカー》である可能性を考えたのだ。

　現在、東京都区部のバーストリンカーの数は約一千人、うち中学生は七百人というところだろうか。対して、私立と公立を合わせた中学生の総数は約二十万人。存在比率をざっと計算すれば、二百八十五人に一人ということになる。だから、カフェに居合わせただけの誰だれかが偶然にもバーストリンカーである可能性など、普通は気にする必要はない。

　しかし、雪の後方に少しだけ見えるおかっぱ髪の少年は、確かにある種の存在感をまとっている。タイプはまったく違うが、三日前に中なか野のエリアのファミレスで対面した、生身のアーダー・メイデンとどこか共通する気配──。

「……さすがに美味おいしいですね」

　と呟つぶやきながら、琴はグローバル接続を切ったままの仮想デスクトップを手早く操作し、雪のニューロリンカーとアドホック接続した。本当は安全のために直結したいのだが、怪しまれるような行動は避さけねばならない。自分のニューロリンカーのカメラ映像を送りつつ、思考音声で語りかける。

『雪ユキ、振り向かないで映像を見て。あなたの後ろの男の子、前に見たことありますか？』

　普ふ段だんはフンワリしている雪も、さすがにバーストリンカーらしいところを見せて、口をもぐもぐさせつつも表情はまるで動かさずに応答してきた。

『ないよー、カワイイ男の子だね。でも……うん、確かに、タダモノじゃなさそう』

『オシラトリの手の者でしょうか』

『どーだろ……でも、もしそうだとすると、今日の作戦は全部バレてるってことだよね』

　雪の指摘に、琴コトは視線で頷うなずく。

　今日の主役は二人ではなく、あくまで黒のレギオンだ。二十分後に開始される領土戦タイムで、ネガ・ネビュラスはオシラトリ・ユニヴァースの本ほん拠きよ地ちと目される港みなと区第三エリアに奇き襲しゆう攻こう撃げきをかける。そこで黒が勝利すれば白はエリアの支配権を失い、マッチングリスト遮しや断だん特権を剝はく奪だつされる。

　そこからがようやく二人の出番。領土戦終了直後にリストを確認し、もしそこに加速研究会のメンバーだと確認されているバーストリンカー──現状ではブラック・バイス、ラスト・ジグソー、サルファ・ポットの三人の名前が一つでもあれば、オシラトリ・ユニヴァースこそが加速研究会の母体であることが確定する。

　正直、琴は（恐らく雪も）まだ半信半疑、いや四信六疑といったところだ。リアルを晒さらしてまで確認役を依い頼らいしてきたシルバー・クロウとアーダー・メイデンを信じたい気持ちはあるが、《儚き永遠トランジエント・エタニテイ》の二つ名を持つ白の王ホワイト・コスモスが、裏では加速研究会のボスとしてあまたの混乱と闘とう争そうを生み出してきた……と言われても、どうしても納得より当惑が先にくる。

　白の王が《災さい禍かの鎧よろい》だの《ＩＳＳキット》だのを作る動機やメリットが想像できないのだ。少なくとも、鎧やキットが引き起こした混乱によって、オシラトリが何らかの利益を得た形跡はない。むしろ、自領土内の重要ランドマークである東京ミッドタウンを神獣レジエンド級エネミー《大天使メタトロン》に占領されたことはかなりの痛手だったはずだ。

　その代だい償しようと引き替えに、白の王が何を得たのか。それとも、全すべて黒のレギオンの見立て違いなのか。答えは二十分後に明らかになる……はずなのだが、もし雪の後方にいるおかっぱ髪の少年がオシラトリの刺し客かくであるなら、雪の言うとおり、ネガ・ネビュラスの一大作戦は始まる前から失敗していると考えねばならない。

『……さて、どうしましょうか』

　琴の思念に、雪は抹まつ茶ちやシフォンケーキを口に運びながら答えた。

『もし後ろのコがあたしたちの妨ぼう害がいに来たんなら、こっちがマッチングリストを確認する前に乱入してくるだろうねー。まさかリアルまで割られてるとは思わないけど……』

『もし私たちがリアル割れしているならＰＫの危険もありますね……でも、その可能性は低いでしょう。向こうもああしてリアルを晒さらしているわけですし』

『まあそれ以前に、こっちの考えすぎかもしれないけどー』

　雪ユキの言葉に、琴コトは再び肉眼で少年を見た。

　ほっそりした首には、二人のものより少し濃い藍あい色いろのニューロリンカーが装着されている。バーストリンカーには《ニューロリンカーの色をデュエルアバターの色と揃そろえたがる》という習性があるので、それに従えば青系だろうか。もちろん彼がバーストリンカーである確率は、統計的には二百八十五分の一でしかないのだが、店に入ってくるのを見た時の予感めいたものは薄うすれるどころか確信に変わりつつある。

　そう……少年は、アーダー・メイデンのリアルだけではなく、二人の《親》とも少しだけ似ているのだ。年齢に不相応な落ち着きと、その奥の、どこか底知れない感じ。

　考えながらフォークを動かしているうちに、琴のレモンケーキはぴったり半分になっていた。同じく半減した雪の抹まつ茶ちやケーキと交換し、薄うす緑みどり色いろの一片を切り取って口に運ぶ。しっとりした生地は沫あわ雪ゆきのように溶け、濃厚な抹茶の香りとコクが一いつ瞬しゆん舌を包むと、爽さわやかな苦みを残して消える。

　さすがにあの値段だけのことはある、と納得しながら琴は双ふた子ごのニューロリンカーに思考を送り込んだ。

『放ほうっておくしかないですね。もしあの子がオシラトリの手の者なら、いまはまだマッチングリストに名前は出ないはずですから、こちらから乱入はできませんし……それ以前にアバターネームも解わかりませんし。ただ、問題はもうひとつ……情報漏もれの可能性があることを、ネガ・ネビュラスに警告するかどうかです。もし作戦を知られていたら、オシラトリはこの第三エリアに最大戦力を揃えてネガ・ネビュラスを待ち構えているはず。その場合は、どうあがいても勝利は不可能です』

　琴と雪は、あくまでも中立のオブザーバーという立場でここに来ている。白側にも黒側にも肩入れしない第三者だからこそ証言に信しん憑ぴよう性せいが生まれるわけだし、ここでネガ・ネビュラスに情報を伝える行為が果たして正しいのかどうか──。

　という琴の逡しゆん巡じゆんを、しかし雪はあっさりと断ち切った。

『え、教えてあげればいいでしょー。オシラトリの人とは加速世界でもほとんど話したことないけど、ネガビュのカラス君たちとはリアルで会ったんだからさー』

『…………あなたは思考がシンプルすぎます』

　幼稚園の頃ころは親も見分けられないくらい瓜うり二ふたつな二人だったのに、いつの間に性格がこんなにも違ってきてしまったのだろう。もし自分が《雪》になることを選んでいたら、性格もこうなっていたのだろうか……と考えながら、琴は軽く頷うなずいた。

『でもまあ、その通りかもしれませんね……。ネガ・ネビュラスが負けてしまえば、私たちがここで二千円ずつ払った意味もなくなってしまいますし。では、シルバー・クロウには私からメールを……』

　そう言いながら、仮想デスクトップにメールアプリを立ち上げようとした琴コトは、右手を途中で停止させた。

　雪ユキの後方、三つ離はなれたテーブルに座るおかっぱ髪の少年が、飲んでいた紅茶もしくはコーヒーのカップをソーサーに戻すと、その右手を首のニューロリンカーに触ふれさせたのだ。

　ニューロリンカーを指で操作する必要があるのは、電源もしくはグローバル接続のオンオフのみ。この場合は恐らく後者……しかも切ったのではなく繫つなげた可能性が高い。

　琴は肉眼での観察を中断し、雪にも送っているカメラ映像をズームして少年の口くち許もとを映し出した。ベテランのバーストリンカーなら、自分にしか聞こえない音量で加速コマンドを唱える技術を身につけているが、口をまったく動かさないわけにはいかない。唇くちびるの微妙な動きから、コマンドの種類を推測することは可能────

『……雪!!』

　琴が鋭するどい思念を発した時にはもう、双ふた子ごの妹は自分のニューロリンカーに触れ、グローバル接続ボタンを押していた。

　おかっぱ髪の少年が口にしたのは、間違いなくブレイン・バーストの加速コマンドだった。しかしそれは基本の《バーストリンク》ではなく、レベル４に到達しなくては使えない、真の加速世界へダイブするための呪じゆ文もんだったのだ。

　このまま追いかければ、琴と雪は今度こそリアル割れしてしまう。しかしそれは少年も同じことだ。いまはリスクを回かい避ひするよりも、少年が何者なのかを突き止めるチャンスを追うべきだ。

　瞬しゆん時じにそう判断し、刹せつ那なのアイコンタクトで意思を共有した二人は、約一秒遅れで少年と同じコマンドを囁ささやいた。

「「──アンリミテッド・バースト！」」




　久しぶりに訪れた真の加速世界、すなわち無制限中立フィールドは、赤茶けた巨岩のあいだを乾いた風が吹き抜ける《荒野》ステージだった。

　デュエルアバター《コバルト・ブレード》の姿で砂じや利り交じりの地面に降り立った琴は、左腰の刀の柄つかに手をかけながら素早くあたりを見回した。

　荒野ステージに人工的な建物はないが、岩の配置は現実世界の建造物にある程度準じゆん拠きよする。二人がいた庭園美術館は細長い柱のような形の奇岩群に姿を変えていて、少々見通しが悪い。更さらに、南側に少し離れた場所には、自然教育園の森なのであろう大型のサボテンのような植物が群生している。

　それでも、視界内に他のバーストリンカーが存在しないことは確信できたので、軽く息を吐はいてから呟つぶやく。

「どうやらもう移動してしまったか……」

　現実世界の口くち癖ぐせである《ですます》を省いた琴コトの言葉に、すぐ後ろで応じる声があった。

「そのようだな。一秒遅れればこちらでは十七分近くも経たってしまうのだから、当然と言えば当然だが」

「………………」

　無言で振り向き、雪ユキのデュエルアバター《マンガン・ブレード》を見やる。

　琴も現実世界と加速世界で口調はかなり変わるほうだが、雪の変化はちょっとした二重人格レベルで、毎度のことながら姉としては少々心配になる。しかし、だからといってこちら側でいつものホンワカ口調を使われたりしたら、青の王の側近たる《二剣デユアリス》の威い厳げんなど熱湯をかけられたワタアメの如ごとく溶け去ってしまう。

　軽い咳せき払ばらいで意識を切り替え、琴は口を開いた。

「……だが、このステージならまだ足跡が残っているかもしれない。奴やつがいた場所を調べてみよう」

「そうだな」

　ポニーテール状の飾り角を揺ゆらして頷うなずいた雪は、振り向くと下を見ながら歩き始めた。すぐに、右手で地面の一箇所を指さす。

「さすが姉者、いい読みだ。うっすらとだが足跡が残っているぞ」

「どこに向かった？」

　琴の問いに、雪は南のサボテン森ではなく、反対側の奇岩群を指さした。無言でそちらに眼を向けた──その時。

「やはり、お二人もバーストリンカーだったのですね」

　立ち並ぶ岩の奥からそんな声が投げ掛けられ、琴と雪は反射的に飛び退のきつつ、まったく同期した動きで刀の柄つかを握にぎった。

　二人が共通して持つ必殺技《レンジレス・シージオン》は、この態勢でタメればタメるほど射程が伸びるという強力な性能を与えられている。しかしいまは必殺技ゲージが完全に空からなのでその力は発動せず、通常攻こう撃げきでは十メートル以上離はなれた岩柱の奥まではとても届かない。

　それでも、もし声の主が仕掛けてきたなら、その先を取って斬きる──という気き概がいを全身に漲みなぎらせつつ琴は叫んだ。

「何者だ！」

　すかさず雪も追つい随ずいする。

「姿を見せろ！」

「解わかりました」

　声の主はあっさりとそう答えてから、少し恐縮したような口調で続けた。

「これから出ていきますが、すみません、できれば先制攻撃はご容よう赦しや頂けますか。私はここで待ち合わせをしているので、いま死んでしまうわけにはいかないのです」

　あまりにもストレートな要求、というよりお願いに、琴コトは思わず妹と顔を見合わせた。アイレンズを瞬またたかせた雪ユキが、語気を緩ゆるめずに応じる。

「ならば、両手を見えるようにして出てこい。少しでも妙な素そ振ぶりをしたら、その瞬しゆん間かんに斬きる」

「承知しました」

　またしても素直な返答が聞こえた直後、赤茶色の岩柱の陰から、目の醒さめるような青色が現れて琴の眼を射た。

　コバルト・ブレードもマンガン・ブレードも装甲色はかなり青いほうだが、二人よりも色相、彩度ともに一段上だ。喩たとえるならば、宇宙に至る少し手前の空の、深く澄すみ切ったブルー。

　更さらに、デュエルアバターの意い匠しようも琴と雪によく似た和風の侍タイプだ。しかし分厚い装甲はほとんど持たず、左腰の刀も反りのほとんどない直刀タイプ。直垂ひたたれ姿の若武者か、いっそ帯刀した平安貴族のようなイメージがある。

「……名は」

　琴の誰すい何かに、若武者アバターは律りち儀ぎに一礼してから答えた。

「トリリード・テトラオキサイドと申します」

「トリリード……？」

　そのアバターネームに聞き覚えはなかった。咄とつ嗟さに英単語の綴つづりが頭に浮かばず、ちらりと雪に視線を向けるが妹も微妙な顔をしている。まさか相手に意味を訊きくわけにもいかないので、あとで辞書アプリで調べようと脳裏にメモし、咳せき払ばらいして追及を続ける。

「貴様、こちらをバーストリンカーだと見抜いていたと言ったな？　さては我らの任務を妨ぼう害がいしに来たオシラトリの回し者か！」

　トリリードとやらがもし白のレギオンの刺し客かくなら、ここで素直に是ぜと答えるとは思えないが、だからといって言葉で迂う遠えんな探り合いをするのは琴と雪の好むところではない。どうせ状況はもう一いつ触しよく即そく発はつなのだ。

　しかしトリリードは、切れ長のアイレンズをきょとんと瞬かせると、すぐに大きくかぶりを振った。

「私が白のレギオンの……？　いえ、とんでもない！」

「ならば、なぜ港みなと区第三エリアのあの場所にいた!?」

　琴の詰きつ問もんに答えたのは、トリリードではなく隣となりの雪だった。軽く琴の肘ひじをつつきながら耳打ちする。

「姉者、それはもう答えていたぞ。ここで待ち合わせをしているとか何とか」

「む……そ、そうだったな」

　もういちど大きめの咳払いをして、質問を変える。

「貴様、待ち合わせと言ったな。ならばその相手こそオシラトリのメンバーではないのか!?」

　と、叫んでから気付く。

　仮にいまの問いかけが正せい鵠こくを射ているならば、これは二人を狙ねらった罠わなだということになる。トリリードはわざと気付かれるように無制限フィールドにダイブし、二人に追いかけさせて、そこをオシラトリの攻こう撃げき部隊が襲おそってくるという手はずだろう。

　だとすれば、オシラトリも手ぬるいことはするまい。最悪、この場所での無限ＥＫもしくは全損するまで連続キル狙いということも有り得る。

　相手の返事を待たず、琴コトは再び刀の柄つかに右手を掛けた。隣となりで、雪ユキもまったく同じ動作を行う。今度は抜くつもりだったのだが──しかし。

　殺気に反応したらしいトリリードが、直刀の鞘さやに左手を添えた瞬しゆん間かん、二人は動けなくなってしまった。

　剣タイプの強化外装としては地味なデザインの直刀から、まるで神獣レジエンド級のエネミーか、いっそ王クラスのバーストリンカーを思わせる強きよう烈れつなプレッシャーが押し寄せてきたのだ。

「ぬ……！」

「くっ……」

　揃そろって歯を食い縛しばり、その場に踏ふみ留とどまろうとする。体を前傾させ、愛刀の柄を握にぎる右手に力を込める。

　いっぽうトリリードは、右手を直刀の柄ではなく二人に向けて伸ばし、五指を広げながら当惑したように言った。

「どうか落ち着いて下さい。お二人の事情は解わかりませんが、私はオシラトリ・ユニヴァースに所属する者ではありません」

　この状況でも清涼さを失わない若武者の声に、どうにか金かな縛しばり状態から脱した琴は、大きく息を吸ってから叫び返した。

「──ならば、貴様がここで落ち合おうとしている相手とは何者なのだ!!」

「それは…………」

　トリリードがわずかに顔を伏せて言いよどむ。視線が外れた機を逃さず、琴と雪はひと息に抜刀するや中段に構えた。トリリードもさっと顔を上げ、ついに右手を直刀の柄に触ふれさせる。

　次にどちらかがわずかにでも動けば、もはや開戦は不ふ可か避ひ。荒野ステージの乾いた風が双方の間を吹き抜け、止まった、その刹せつ那な────。




「ストォォ──────ップ!!」




　という大声が真上から降ってきて、琴と雪は反射的に一歩飛び退のきながら空を仰あおいだ。

　少し霞かすみがかった晴天をバックに、猛もう禽きんのようなシルエットが急降下してくる。

　すわ奇き襲しゆうか、と反射的に迎撃の態勢を取ろうとした琴の眼を、強い銀色の光が射い貫ぬいた。襲撃者の翼つばさに、陽光が跳ね返ったのだ。

　エネミーではない。飛行型アバター──銀色の翼。

「コバルト、あれは……！」

　と雪ユキが叫び、

「マンガン、斬きるな！」

　と琴コトも応じた、次の瞬しゆん間かん。

　ドカァァァン！　と凄すさまじい音を立てて、二人とトリリードの中間地点に銀色のアバターが着地した。腰を落としたまま両手をさっと広げ、

「双方、しばしば待たれよ！」

　────んん？

　と琴が首を捻ひねったのも束つかの間、新たなシルエットが一人目の隣となりに、サクッと軽やかな音を響ひびかせて降り立った。

　漆しつ黒こくのアバターに翼はない。恐らく一人目によってこの地点まで運ばれ、着地寸前に分ぶん離りし、時間差で落ちてきたのだろう。

　地面に十センチばかり突き刺さった剣状の両足を引き抜き、ふわりと浮き上がった二人目は、軽く肩をすくめながら言った。

「いまの、ちょっと日本語がおかしかったぞ」

　それを聞いた一人目も、芝居がかったポーズを解除し、頭をかきかき立ち上がる。

「え……そうでした？」

「『しばしば』だと『たびたび』という意味になってしまうだろう。この場合は『しばし待たれよ』じゃないか？」

「あ、な、なるほど。じゃあ、改めて……」

「改めんでいい！」

　事前にネタ合わせをしているのではと疑いたくなるプチ漫まん才ざいを聞かされ、戦意が雲うん散さん霧む消しようしてしまった琴は、深くため息をついてから銀色の飛行型アバターに声を掛けた。

「……どうしてお前たちがここにいるのだ、シルバー・クロウ……それに黒の王、ブラック・ロータス」




　細めの岩柱を琴と雪が五十センチ幅に切断して作った即席の椅い子すと、黒の王が太めの岩柱を輪切りにして作った即席のテーブルが荒野の一角にセッティングされ、五人は輪になって座った。

　ネガ・ネビュラスの二人がアイテム欄ストレージから引っ張り出したお茶の準備をしているあいだに、琴は眼前の岩テーブルを指先でなぞってみた。

　ガラスのように陽光を反射する表面はどこまでも平へい滑かつで、指が引っかかる感覚は一切ない。恐るべき剣の切れ味、そして持ち主の技ぎ倆りようだ。比べれば、琴コトと雪ユキが斬きった椅い子すはわずかながらザラついている。

　湯気を上げるカップが四つ並べられ、黒の王とシルバー・クロウが自分の椅子に腰を下ろしたタイミングで、琴は口を開いた。

「本題に入る前に、黒の王に問いたいことがあるのだが」

「ン？　構わんよ……答えられる内容ならな」

　そう言いながら、右手の剣の切っ先で器用にカップを持ち上げる漆しつ黒こくのアバターに、琴は意を決して問いかけた。

「あなたは、現実世界で何か武道の経験があるのか？」

《バーストリンカーのリアルを問うべからず》という基本マナーに少々抵てい触しよくする質問だったが、黒の王は青紫色のアイレンズを一度瞬またたかせただけですぐに答えた。

「ないよ、何一つ」

　半ば予期していた返事だったが、それでも琴は──右みぎ隣どなりに座る雪も──深々と嘆息せずにはいられなかった。

「……それで、この切断面か……」

　琴の呟つぶやきに、これまで無言だったトリリード・テトラオキサイドが大きく頷うなずく。

「私も同じことを感じていました。さすがは音に聞く黒の王、見事な業わざ前まえです」

　すると、そちらを見た黒の王が淡い苦笑の気配を漏もらす。

「そう持ち上げてくれるな。これはデュエルアバターに与えられた固有アビリティの性能であって、私の腕ではないよ。……というか、挨あい拶さつがまだだったな」

　居住まいを正し、黒の王はトリリードを正面から見据えると、さすがの威い厳げん漂ただよう声で名乗った。

「ネガ・ネビュラス頭首、ブラック・ロータスだ。急な呼び立てに応じてくれて、心より感謝する」

　その言葉に、藍あい色いろの若武者も背せ筋すじを伸ばして一礼した。

「トリリード・テトラオキサイドと申します。こちらこそ、お目にかかれて嬉うれしいです、黒の王。あなたのことは、師から色々と伺っておりましたから」

「どうせろくな話ではあるまい」

　話の流れが見えず、琴が首を傾かしげていると、左隣に座るシルバー・クロウが顔を寄せてきた。

「コバルさん、リードの師し匠しようは、昔ネガ・ネビュラスに所属していたんです」

　小声の注ちゆう釈しやくに、囁ささやき声で聞き返す。

「ほう？　誰だれだ？」

「えと、グラファイト・エッジさんっていう人で……」

「「な、な、何イイィィィィ!?」」

　と、琴コトのみならず雪ユキも裏返った声で叫んだ。

　かつてのネガ・ネビュラス《四元素エレメンツ》の一人、《矛盾存在アノマリー》グラファイト・エッジの名前を知らないハイランカーは加速世界に存在するまい。姉妹にとっての仇きゆう敵てき第一位は《鉄腕》スカイ・レイカーであり、二人揃そろって都庁ビルの天てつ辺ぺんからワイヤーで吊つるされた屈くつ辱じよくはいまだ晴らせないままだが、グラファイト・エッジは堂々の第二位にランクインしている。勝ったとか負けたとかいう以前に、まともに勝負して貰もらえた記き憶おくがないのだ。二人がかりで斬きりかかっても、圧あつ倒とう的てき防御力を誇ほこる双剣で軽くあしらわれ、「まだまだだなコバマっちゃん」などと子供扱いされるばかりだった。

　結局一度も本気にさせることができないまま三年前の《赤の王全損事件》が発生し、ネガ・ネビュラスは消しよう滅めつ、グラファイト・エッジも対戦の表おもて舞ぶ台たいから姿を消してしまった。

　しかしよもや、あの《矛盾存在》が弟子を取り、琴と雪をプレッシャーで金かな縛しばりにするレベルにまで鍛きたえ上げていたとは──。

　どうにか衝しよう撃げきから立ち直り、浮かせていた腰を岩のスツールに戻した琴は、何度か深呼吸して気持ちを落ち着かせてから、きょとんとした表情の若武者アバターに向けて頭を下げた。

「トリリード・テトラオキサイド、先ほどは済まなかった。我々は、そなたを白のレギオンの刺し客かくだと思ってしまったのだ。しかし《アノマリー》の弟子ならば、その可能性は皆かい無むだな。改めて、非礼を謝罪する」

「いえ、不用意に声をかけた私が悪かったのです。お二人の警戒は当然のことです」

　頭を下げ合う姉妹と若武者を交互に見ていたシルバー・クロウが、不意に首を傾かしげた。

「そういえば……どうしてコバルさんとマーガさんが無制限フィールドに？　待ち時間でエネミー狩りでもしてたんですか？」

　その問いには、雪が尖とがった声で答えた。

「どうしても何も、マッチングリストを確認するための待機場所に自然教育園を指定したのは貴様だろうが、シルバー・クロウ。我々はそこでトリリードと遭そう遇ぐうし、刺客だと思って後を追っただけだ」

「え……でもここは自然教育園の森じゃなくて、隣となりの庭園美術館ですよね？」

「森は暑いし蚊かとか蜂はちとか熊くまとかいるだろう！　我々にもカフェで涼む権利くらいある！」

「あー、なるほど……僕、リードには庭園美術館で待ち合わせって伝えてたから、それでニアミスしちゃったんですね」

「…………ということは…………」

　一秒ほどタメを入れてから、琴と雪は同時に叫んだ。

「「全部貴様のせいじゃないか!!　なんで同じ場所を待機ポイントにするんだ!?」」

「お、同じじゃないですよ、教育園と美術館で分けてたじゃないですか。それにここ、目め黒ぐろ駅の離脱リーブポイントからめっちゃ近いわりに中高生とかいなさそうだから、ちょうどいいかなーって……だいたい、森から美術館に勝手に移動しちゃったのはコバマガさんだし……」

「なら、我々が美術館でトリリードが森でもよかっただろう!!」

「だだだって、美術館は入館料かかりますし……カフェに入ったらお茶代も……いや、でも、あれ？」

　先刻とは反対側に首を傾けたシルバー・クロウは、黒の王を挟はさんで左側に座る若武者に向き直って訊たずねた。

「ちょっと待って。リード、きみ、もしかしてリアルで庭園美術館のカフェに……!?」

「あ、はい、実は」

「なななんで!?　僕、無制限フィールドのって言ったよね!?　どこかでこっちにダイブして、美術館まで移動してくれればそれでよかったのに」

「それは…………」

　若武者は一いつ瞬しゆん口ごもりながら眼を伏せたが、すぐにぴんと背せ筋すじを伸ばすと、凜りんとした響ひびきのある声で言った。

「──私が今日、クロウさんたちにお会いしたのは、レギオンに加入させて頂くためです。しかし……」

　シルバー・クロウ、そして黒の王を順に見詰め、続ける。

「……それだけではなく、今日の領土戦争を微力ながらお手伝いしたいと思ったのです。そのためには、現実世界の対象エリア内で待機しなくてはなりませんから、この時間に庭園美術館を観覧する予定を入れて、ごえいか……ではなく同行者の隙すきを見てカフェに移動し、こちら側にダイブしました。そこでコバルト・ブレードさんとマンガン・ブレードさんにニアミスしたわけですから、やはりお二人に無用の警戒をさせてしまった責任は私にあります」

「………………」

　トリリードの言葉を聞き、琴コトと雪ユキのみならず、黒の王とシルバー・クロウも長いこと沈ちん黙もくした。

　どうやら、トリリード・テトラオキサイドがこの場所で黒の王たちと待ち合わせていたのは、レギオンに加入するためだったらしい。それは理解できる。《四元素》グラファイト・エッジの弟子がネガ・ネビュラスのメンバーとなるのは自然な流れだ。

　しかし、加入するなりいきなり領土戦に……しかも単なるエリアの奪うばい合いではなく、六大レギオンの一つたるオシラトリ・ユニヴァースとの総力戦に参加するというのは穏おだやかではない。

　黒のレギオンの読みどおり、白のレギオンが加速研究会の隠かくれ蓑みのであることが証明されればまだしも、そうでなかった場合は七王会議で黒のレギオンは大いに糾きゆう弾だんされ、ヘタをすれば、改めて黒の王と全メンバーの首に賞金が懸かけられるような事態になりかねない。何やら育ちの良さそうなトリリードが、そんな修しゆ羅ら場ばに耐えられるのだろうか。

　そんなことを考えた琴コトだったが、しかしそこで先刻トリリードに剣を向けた時のことを思い出し、かすかに背中を震ふるわせた。

　まるで王の一人と対たい峙じしたかのような、強きよう烈れつ極きわまるプレッシャー。あれほどの情報圧オーラを持っているなら、賞金目当てでむらがってくるミドルレベルの乱入者など問題なく撃げき退たいできるのかもしれないが、果たしてグラファイト・エッジの指導を受けただけで身につくものなのだろうか……。

「い、いや、でも、リード、今日の領土戦はただの領土戦じゃなくて……」

　両手をわたわた動かしながら、数秒前の琴の思考をトレースしたようなことを言おうとするシルバー・クロウの脇わき腹ばらを軽くつついて黙だまらせてから、琴は相変わらず自然体の若武者アバターに視線を向けた。

「トリリード・テトラオキサイド。ぶしつけな質問ですまないが、レベルを教えてくれるか。ちなみに、私とマンガンは７だ」

　ややマナー違反な質問ではあったが、トリリードは即座に頷うなずいて答えた。

「はい、私はレベル６です」

「一つ下か。なのに、我々を竦すくませるほどの剣気を放つとはな」

　琴の言葉に、雪ユキも頷きながら言い添える。

「《アノマリー》の下で、よほどの修練を積んだのだろうな」

　しかし、レオニーズ《二剣デユアリス》の讃さん辞じを受けた若武者は、なぜか申し訳なさそうに肩を縮めると、小さくかぶりを振った。

「いえ……。もしお二人が私に圧力のようなものを感じて下さったのだとしたら、その源は私自身ではありません」

「どういうことだ？」

　同時に首を傾けた琴と雪の眼前で、トリリードは左腰に手を伸ばすと、強化外装のマウントを解除した。

　ごとり、と重い音を立てて岩のテーブルに置かれた直刀を改めて注視した途と端たん、琴は先刻の感覚が甦よみがえるのを感じた。

　大きさでは、青の王が持つ大剣《ジ・インパルス》はもちろん、姉妹の初期装備である打うち刀がたなにも及ばない。柄つかや鞘さやの拵こしらえもシンプルだが、磨みがき抜かれた鋼はがねのような稠ちゆう密みつな質感は、これがただの強化外装ではないことを如によ実じつに伝えてくる。

　息を吞のむ二人に、トリリードは囁ささやくような声で解説を加えた。

「この剣の銘めいは、《ジ・インフィニティ》といいます」

「…………!!」

　途端、琴は反射的に大きく仰のけ反り、危うく即席の椅い子すから後ろに転がり落ちてしまいそうになった。雪もまったく同じリアクションをしたので、二人同時に両手を振り回してどうにかバランスを取り戻し、荒くなった呼吸を落ち着かせてから所有者に訊たずねる。

「固有名に定冠詞がつくということは……これは《七星外装》なのか……？」
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　それに答えたのは、トリリードではなく隣となりのシルバー・クロウだった。

「はい、いわゆる《七の神器セブン・アークス》の一つですね。台座には五番星イプシロンの名前が彫ってありました」

「ちょ、ちょっと待て。クロウ、どうしてお前がそんなことを知って…………いや、待てよ」

　不意に、琴コトの脳裏にとある記き憶おくが甦よみがえる。

　あれは確か、先月に招集された、シルバー・クロウの浄化を確認するための七王会議でのこと。検分役の《四眼の分析者クアツドアイズ・アナリスト》ことアルゴン・アレイを待っている間に、クロウが姉妹の刀を見て言ったのだ。

　ちょっと前に、無制限中立フィールドでよく似た刀を見た、と。

「お前……さては会議の時、すでにこの神じん器ぎのことを知っていたな？」

　じろりと横目で睨にらむと、クロウはヘルメットをかきかき頷うなずく。

「は、はい、実は。いやー、コバマガさんもついに実物を見られてよかったですね！」

「そういう問題じゃない！　お前はどこでこれを見たんだ!?」

「え、えへへ……それはヒミツです」

「このオトボケガラスがっ……」

　こうなったら音速デコピンの一つも決めてやらねば気が済まないと手を伸ばす琴と、懸けん命めいに防御しようとするクロウが低レベルな攻防を繰くり広げていると、

「あ、あの、ケンカをなさらないでください！　私から説明しますので！」

　身を乗り出したトリリードに仲裁され、やむなく左手を引っ込める。

　腹いせにお茶をがぶがぶ飲み干した琴コトは、大きく息を吐はいてから若武者の言葉を待った。

　卓上の《ジ・インフィニティ》に視線を落としながら、トリリードは少し緊きん張ちようしたような声で言った。

「──私がこの剣を手に入れた……そしてクロウさんが剣の台座を見た場所は、《帝てい城じよう》本殿の最深部です」

　数秒のタイムラグを経て、

「て…………」と琴が喘あえぎ、

「帝城だとぉ!?」と雪ユキが叫んだ。

　無制限中立フィールドの中心でありながら、超級エネミー《四し神じん》に守られて何なん人ぴとたりとも近づけない、加速世界最大最後の謎なぞ。それこそが帝城、すなわち現実世界の皇居である。かつて黒のレギオンが崩ほう壊かいしたのも、四神の攻略に挑み、多大な損害を出したからだ。

　その絶対不可侵のラストダンジョンに、トリリード・テトラオキサイドとシルバー・クロウは侵入を果たした……というのだろうか。

「ま……まさかお前たち、四神を倒たおし、四方門を開いたのか……？」

　恐る恐る訊たずねると、トリリードとちらりと視線を交わしてから、クロウが大きくかぶりを振った。

「いえ、四神をどれか一体でも倒すのは、いまの僕たちには絶対に無理です」

　その声には、先ほどのおとぼけっぷりが噓うそのような寒々しい恐怖が染しみついていて、琴は再び息を詰めた。クロウは、今度は黒の王を顔を見ると、アイコンタクトで許しを得たのか説明を続けた。

「……僕たちは先月、帝城の南門で長いあいだ封印……つまり無限ＥＫ状態に陥おちいっていたアーダー・メイデンの救出に挑戦したんです。先輩、じゃなくて黒の王が南門を守る四神スザクのタゲを取って、そのあいだに僕と師し匠しよう、じゃなくてスカイ・レイカーが二段ブースター方式で南門前の祭さい壇だんに突入、タイミングを合わせて出現したアーダー・メイデンをキャッチして引き返すっていう作戦だったんですが、メイさんを摑つかんだ瞬しゆん間かんにスザクのタゲがこっちに来て……ターンできずに仕方なく南門に突っ込んだら、少しだけ門が開いて、その隙すき間まから中に……」

「門が開いた……？　四神を倒してもいないのに、か？」

　雪が呆ぼう然ぜんとした様子で呟つぶやくと、今度はトリリードが発言した。

「帝城の四方門は、内側にそれぞれの守護獣じゆうと対応した《封印盤ばん》が取り付けられていて、守護獣を倒すことで封印が破は壊かいされて開く仕組みです。しかし封印は、門の内部からなら物理攻こう撃げきによって破壊可能なのです」

「…………何と…………」

　琴コトは、そのひと言を呟つぶやくのが精一杯だった。

　古参のバーストリンカーとして、帝てい城じようの存在とその重要性は重々理解しているつもりでいた。だがこれまで、無制限フィールドの中央にそびえるあの城を、具体的な攻略対象として考えたことなど一度もなかったのだと痛いほど思い知らされたのだ。

　しかし黒のレギオンのメンバーたちはそうではなかった。もちろん、幹部が四方門に封印されていたという事情はあるだろう。しかし彼らは、「帝城だから」という理由で諦あきらめずに、偵察を重ね、作戦を練り、ついには四し神じんの守りをかいくぐって、六大レギオンの誰だれにもできなかった《帝城侵入》という偉業を成し遂とげた。

　…………まったく、何ていう人たちなんでしょう。

　コバルト・ブレードではなく、生身の自分の口調でそう考えつつ嘆息した琴は、気を取り直して新たな疑問点を口にした。

「……だが、それだと、クロウとメイデンが南門に接近した時点で、何者かが内部から封印盤ばんを破は壊かいしていた……ということにならないか？　そうでなければ門は開かないのだろう？」

「はい」

　頷うなずいたトリリードは、再び姉妹を驚きよう愕がくさせる言葉を口にした。

「封印盤を斬きったのは私です。クロウさんたちの作戦と呼応したというわけではなく、いつか誰かがあの門から入ってきてくれるのではないかという、漠然とした期待から生まれた行為ですが……」

「門から……入ってきてくれる、だと？」

　その表現は、琴を大いに途と惑まどわせるものだった。まるで、トリリード・テトラオキサイドは、普ふ段だんから帝城の内部に自由にダイブできる……いや、いっそ閉じ込められているかのようではないか。

　いったいどういう意味なのか、質問を重ねようとした琴だったが、口を開くより先にトリリードが素早くかぶりを振った。

「すみません、いまはまだコバルト・ブレードさんの疑問にお答えすることはできないのです。一つだけ言えるとすれば……長らく帝城の内部で、ある種の幽ゆう閉へい状態に置かれていた私がこうして外に出ることができたのは、クロウさんがあの日、スザク門を開けて飛び込んできて下さったおかげです」

「そ、そんな……こっちこそ、リードがスザクの封印を壊こわしてくれてなければ、門が開かずに無限ＥＫになってたはずだし……」

「いいえ、スザク本体の突破は封印破壊の何倍も困難だったはずですから」

「何倍もってことはないよ、帝城の衛兵エネミーもむちゃくちゃ強いし、しかも無限湧わきだし」

　クロウとトリリードの妙なやり取りを聞いていた黒の王が、不意にくすっと小さな笑い声を漏もらした。

「噂うわさどおりのナイスコンビぶりだな」

「へっ？　う、噂って、誰だれから……」

「もちろんメイデンやレイカーからさ。トリリード、これからもクロウと仲良くしてやってくれたまえ」

「わあ、な、何言ってるんですか先輩!!」

　お前たちも相当なナイスコンビぶりだぞ、と内心で思いつつも口に出すのは差し控え、琴コトは脳裏で情報を整理した。

　トリリード・テトラオキサイドの不可解さについては、本人が語れないと言っている以上、この場で追及はできない。しかし彼によって提示された幾いくつかの情報は、それだけでも頭の芯しんが痺しびれるほど衝しよう撃げき的てきなものだ。

《七の神器セブン・アークス》のうち、現在所在が明らかになっているのは青の王が持つ一番星アルフア《ジ・インパルス》、紫の王の二番星ベータ《ザ・テンペスト》、緑の王の三番星ガンマ《ザ・ストライフ》の三つのみ。それらは無制限フィールドのいわゆる四大ダンジョンの最深部で発見されたが、四番星デルタの神じん器ぎ《ザ・ルミナリー》は芝しば公こう園えん地下迷宮で空の台座だけが確認されていて、何者が獲得したのかは解わかっていない。また六番星ゼータの神器である全身鎧よろい《ザ・ディスティニー》は、加速世界の黎れい明めい期きに闇やみの心意によって汚染され、災さい禍かの鎧クロム・ディザスターになってしまったという伝説が残っている。

　琴の隣となりでお茶を飲んでいるシルバー・クロウこそが六代目のクロム・ディザスター当人だが、彼はその呪のろいを解き、《鎧》を加速世界のどこかに封印した……と先月の七王会議で述べた。つまりクロウはかつて第六の神器だった強化外装の行方を知っているはずだが、トリリードの秘密と同様、ここで訊きいても決して答えるまい。それに琴も、あの恐ろしい《鎧》が眠る場所を敢あえて知りたいとも思わない。

　つまるところ、これまで名前も所在地も不明だった神器は五番星イプシロンと七番星エータだけで、それらの行方は全ハイランカーが長年追い求めてきたのだが──今日ついに、第五の神器《ジ・インフィニティ》は帝てい城じようの内部に存在し、トリリード・テトラオキサイドがそれを入手していたことが明らかになったわけだ。

　となると、次のような類推が成り立つ。

　五番星が帝城の中にあったからには、恐らく六番星もそうで、初代のクロム・ディザスターは何らかの手段で四し神じんを倒たおすことなく帝城に侵入し、それを入手したのだろう。

　ならば、第七の──最後の神器の所在地も帝城の内部であり。

　そしてそれはまだ、誰にも触ふれられていないのではないか。

「……シルバー・クロウ……」

　自分の推測が正しいのかそうでないのかを確かめるべく、琴は隣に座る飛行型アバターの名前を呼んだ。

　しかし、つるりとした鏡面ゴーグルが向けられた途と端たん、「いや……」と言葉を濁にごしてしまった。第七の神じん器ぎなどという、加速世界最大級の秘密についてただ質問する行為に気き後おくれを感じたのだ。

　代わりに、クロウの向こうに座っているブラック・ロータスに問いかける。

「……黒の王。なぜこれほど重要な情報を、敵対レギオンの幹部である我々に明かすのだ？　四方門の封印盤ばんの仕組みなどは、四大ダンジョンのギミック攻略法以上に価値ある情報だろうに……」

「敵対レギオンの幹部、か……」

　琴コトの言葉を繰くり返した黒の王は、かつて初代赤の王レッド・ライダーを一いち撃げきで全損死させ、他の王たちまでをも討うち取ろうとした逸いつ話わが信じられなくなるほど穏おだやかな視線を二人に向け、落ち着いた口調で言った。

「……まあ、レオニーズはいまもちょくちょく杉すぎ並なみエリアを攻撃してくるし、立場的にはそういうことになるんだろうな。だが、ならばこちらからも訊きくが、お前たちはなぜクロウの危険で厄やつ介かいな依い頼らいを承しよう諾だくしたのだ？　現実世界で港みなと区第三エリアまで移動し、マッチングリストを確認してくれなどという話、断って当然だと思うが」

「…………それは…………」

　思わず言葉に詰まった琴に代わって、雪ユキが少し尖とがった声で答えた。

「言っておくが、後先考えずに安請け合いしたわけではないぞ。シルバー・クロウと剣を交え、リアルでも顔を合わせて、きっちりと真剣さを測ったうえでのことだ。それに、加速研究会の問題は我々にも他人ひと事ごとではない。白のレギオンが奴やつらの本体だという疑いがあるのなら、その確認に手を貸すくらいのことはするさ、たとえ敵対レギオンからの依頼であってもな」

《敵対》のところで少々ボリュームを上げつつ雪はそう言い切ったが、ブラック・ロータスの余裕は消えない。それどころか仄ほのかな微笑の気配まで滲にじませながら、再び口を開く。

「クロウたちからその一件の報告を受けた時、私はお前たちが依頼を引き受けたことよりも、むしろリアルでクロウたちと会ったことのほうに驚おどろいたがな……。──ともあれ、加速世界で対戦し、現実世界でパフェを食べたのなら、それはもう敵ではあるまい？」

「敵でなければ、何だと言うんだ！」

　思わず子供が突っかかるような声こわ音ねで問い質ただした琴に、黒の王はあっさりきっぱりと答えた。

「友達さ、無論」

「とっ………………」

　普ふ段だんなら、そんな言葉を聞かされた瞬しゆん間かん、「胡う乱ろんなことを言うな！」と刀の柄つかを握にぎっていただろう。

　しかし、加速世界ではほとんど聞く機会のない《友達》という言葉が、いまはなぜか胸の奥にしっくりと落ち着いた。

　中なか野ののファミリーレストランで、頑丈な装甲をまとったコバルト・ブレードとマンガン・ブレードとしてではなく、中学三年生の高タカ野ノ内ウチ琴コトと高野内雪ユキとして生身のシルバー・クロウ──有アリ田タ春ハル雪ユキとアーダー・メイデン──四シ埜ノ宮ミヤ謡ウタイと向かい合って座り、イチゴパフェを食べながらとりとめもないお喋しやべりをしたあの時間は、決して緊きん張ちようさせられるものではなかった。それどころか、家に帰ってから、またあんなことができればいいと考えさえした。そんな感かん慨がいは、敵対レギオンのメンバーはもちろん、青のレギオンの仲間たちに対してすら抱いだいたことはなかったというのに。

　黒の王の言葉に虚きよを突かれ、一いつ瞬しゆんにせよ精神的な防壁を崩くずされてしまった琴は、左に座るシルバー・クロウに眼を向け、実に間の抜けた問いを発した。

「…………私たちは、お前の……と、友達、なのか？」

　すると白銀のデュエルアバターは、こちらも途と惑まどったような声で「えっ、あのっ、そのっ」などと口走ったものの、やがてこくりと頷うなずいた。

「はい。僕は、友達だと思ってます」

　琴と雪は、小学校に上がった頃ころから、現実世界で掛け値なしの友達と呼べる存在を持った記き憶おくがない。

　その理由はたぶん、心の奥底に染しみついた、《自分は本当は自分ではないかもしれない》という恐怖だ。髪型を固定してからは、咄とつ嗟さに自分がどちらなのか解わからなくなってしまうことはなくなったが、クラスメートに「琴ちゃん」「雪ちゃん」と呼ばれるたびに湧わき上がる微かすかな不安は消えることはなかった。いきおい誰だれに対してもなかなか心を開けなくなり、子供はそういうニュアンスを敏感に察するので仲間外れにされる場面も増えて、お互いが隣となりにいればそれでいい……と強がるようになってしまった。

　そんな《心の殻から》は、バーストリンカーとして唯ゆい一いつ無む二にの名前を得てからも完全には消えず、中学校でもクラスに溶け込めない日々が三年間続いた。いつしかそれにも慣れてしまい、自分たちは高校に行ってもずっとこうなんだろうな……と思っていたところに、シルバー・クロウから不意打ちの友達宣言を喰くらってしまったのだ。

「「……………………」」

　たっぷり五秒以上も絶句してから、琴と雪は同時にわざとらしく咳せき払ばらいした。

　続いてまず雪が、

「…………ま、まあ、お前がそう言うなら、なってやらんでもないぞ。その……と、友達とやらに」

　と宣言し、すかさず琴が、

「だ、だが、調子に乗るなよ。我々はあくまでバーストリンカー同士、リストに名前を見つけたらどしどし乱入するからな」

　と釘くぎを刺して、同時に長く息を吐はく。

　そんな二人を見てシルバー・クロウはこくこく高速で頷うなずき、黒の王は何度目かの微笑ほほえみを漏もらしながら言った。

「ふふ、共通見解に達したようで何よりだ。これで、私も先刻の質問に答えることができる。帝てい城じように関する情報を開示したのは、《二剣デユアリス》、お前たちがクロウの友達だからさ」

「そ……それだけ、か？」

　啞あ然ぜんと訊たずねる琴コトに、ブラック・ロータスは肩をすくめてみせた。

「それ以外に何が必要だ？」

「………………」

　何を吞のん気きなと呆あきれる気持ちと、さすがは王の一人と感心する気持ちのあいだで琴が絶句していると──。

「……ふ、ふふ……あははは……」

　いままで沈ちん黙もくを続けていたトリリード・テトラオキサイドが、不意に笑い声を響ひびかせた。

　空色の若武者は、涼風が吹き抜けるような声でしばらく笑い続けてから、姿勢を正して一礼し、詫わびた。

「す……すみません、失礼しました。黒の王の仰おつしやりように、さすがはクロウさんの《親》だな、と思ってしまって」

「ほう、それは嬉うれしいな」

　とブラック・ロータスが頷くのと、

「え、そ、そうかな……？」

　とシルバー・クロウが首を捻ひねったのはほぼ同時だった。途と端たんに黒の王の眼光が鋭するどくなり、右手の剣の切っ先を持ち上げながら自分の《子》を問い詰める。

「それはどういう意味だクロウ？」

「い、いえ他意はないですよ！」

「ならいまのが本心だったということじゃないか！　そんなに私が親だと思われるのが嫌いやなのか!?」

「ち、ちちちゃうねんですって！　僕なんかぜんぜん先輩みたいに立派なこと言えないのにって思っただけです！」

　二人のやりとりに、トリリードが再びくすくす笑い、その様子を見ているうちに琴の喉のどの奥からも何やら込み上げてくるものがあった。耐えきれずに外に出すと、驚おどろいたことにそれは大きな笑い声だった。

「ははは、あはははは……」

　体を折って笑い続けながら隣となりを見ると、雪ユキも同じような格好で同じような声を漏らしていた。

　こんなふうに笑ったのはいったいいつ以来だろう、と思いながら、姉妹は荒野ステージの空に明るい笑い声を響ひびかせ続けた。




　これからレギオンの加入手続きを行うという黒のレギオンの二人とトリリード・テトラオキサイドを岩のテーブルに残し、琴コトと雪ユキはすぐ近くのＪＲ目め黒ぐろ駅（が変化した砂岩の宮殿）まで移動すると、ポータルから現実世界に戻った。

　ふうっと息を吐はき、ニューロリンカーのグローバル接続を切断しながら瞼まぶたを開けると、雪の後方のテーブルで、二人より少しだけ遅れておかっぱ髪の少年も顔を上げるところだった。

　これで、シルバー・クロウとアーダー・メイデンに続いて、トリリード・テトラオキサイドとも互いにリアル割れしてしまったわけだ。しかし不思議と警戒する気持ちは湧わいてこなかった。さすがに本名の交換まではする気にならなかったが、代わりに視線で「領土戦、頑張りなさい」と伝える。

　少年も深々と一礼し、立ち上がった。四時まではあと十七分ほどあるし、実際の戦せん闘とうは恐らく四時ちょうどには始まらないので、館内の他の場所に移動して、そこから領土戦ステージにダイブするつもりだろう。

　カフェから出て行くトリリードを見送った琴は、まだ冷たさを保っているミックスベリー・ソーダで喉のどを潤うるおすと、双ふた子ごの妹にちらりと眼を向けた。

　すると雪は、いたずらっぽく舌を出してから言った。

「友達、だって」

　姉としてどう応じたものかしばし迷ってから、琴は答えた。

「なら、それらしいことをしないとね。この問題が片付いたら、また一いつ緒しよにパフェでも食べましょう」

「あたしもそう思ってたとこー」

　そして姉妹はくすっと微笑ほほえみ交わすと、仄ほのかに金色がかり始めた夏空を揃そろって見上げた。
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　中なか野のエリアから渋しぶ谷やエリアに向かう自動運転ＥＶバスの車内で覚かく醒せいしたハルユキは、思わず「はふ[image: ～][image: ～]」とため息をつきながらシートにずるずる沈み込んでしまった。

　途と端たん、隣となりに座っている黒クロ雪ユキ姫ヒメに、軽く脇わき腹ばらをつつかれる。

「気を抜くのは早いぞ、ハルユキ君。本番はこれからなんだからな」

「は、はひ、解わかってます」

　頷うなずき、バスの天てん井じようにＡＲ表示されている地図を見上げる。現在位置は東京メトロ丸まるノ内うち線の中なか野の坂さか上うえ駅付近。この《西東京循じゆん環かんバス》は、中野区から渋谷区へ南下し、港みなと区を通って新しん宿じゆく区へ北上し、豊と島しま区を横切って再び中野区に帰ってくるという今回のミッションにぴったりの路線だ。このまま山やま手て通りを南下し続ければ、数分後には方ほう南なん通りを越えて渋谷第一エリアに進入する。

「……いよいよですね……」

　呟つぶやくと、黒雪姫も深く頷いた。

「ああ。私が領土戦に参加できないのがかえすがえすも無念だが……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、大おお安あ宅たけ船ぶねに乗ったつもりで安心して待ってて下さい！」

　ハルユキはどんと胸を叩たたいたが、返ってきたのはおなじみの苦笑だった。

「何やら微妙な喩たとえだな。江え戸ど幕府の安あ宅たけ丸まるは見た目ばかりが立派で、実戦には使えなかったらしいぞ」

「じゃ……じゃあ、南北戦争の装そう甲こう艦かんで……」

「どうしてそう大昔の軍艦ばかり出すんだ。まあいい、本番の領土戦については原子力空母に乗ったつもりで安心しておくが、むしろその前の手続きのほうが心配だな……」

　黒雪姫にそう言われれば、ハルユキも深々と頷かざるを得ない。

　今日のメイン・ミッションは港区第三エリア、すなわちオシラトリ・ユニヴァースの本ほん拠きよ地ちへの攻こう撃げきだが、それを実行するためには事前に幾いくつかの複雑な手続きを踏ふむ必要がある。

　現在このＥＶバスには、プロミネンスとの合併によって誕生した《第三ネガ・ネビュラス》（仮名）のメンバーが合計十六人乗っている。

　具体的には前ネガ・ネビュラスからハルユキ、黒雪姫、楓フウ子コ、あきら、謡ウタイ、タクム、チユリ、志シ帆ホ子コ、聖サト実ミ、結ユ芽メ、累ルイに綸リンを足した十二人。前プロミネンスからはニコ、パドさんに加えてリアルで顔合わせしたばかりの《三獣士》の残り二人の計四人。他の乗客は、前方に年配の婦人が三人乗っているだけなので、どこぞのレギオンのバーストリンカーが紛まぎれ込んでいる可能性はない。

　中野エリアで移い籍せき手続きを済ませたブッシュ・ウータン、オリーブ・グラブの二人は、電車で港みなと区まで移動するらしいので、この十六人が、現在はまだ緑のレギオングレート・ウオールの領土である渋しぶ谷や第一エリアにバスごと進入する。そして午後四時の十秒前に、グレート・ウォール側がエリアの支配権を放ほう棄き。空白地となったエリアにすかさず攻こう撃げき登録すれば、四時になった瞬しゆん間かんに、不戦勝で渋谷第一エリアはネガ・ネビュラスに移い譲じようされる。

　その後、バスが渋谷第二エリアに進入してから、グレート・ウォール側が第二エリアの支配権を放棄。間髪入れずにネガ・ネビュラスが攻撃登録を行い、他に攻撃するレギオンがいなければ、第二エリアの支配権も同じように無血譲渡となる。

　ここまできて、ようやく渋谷第二と隣りん接せつする港区第三エリア──オシラトリ・ユニヴァースの本ほん拠きよ地ちへの攻撃準備が整うわけだ。攻撃メンバーが乗ったバスは、山やま手て通りから駒こま沢ざわ通りに左折し、渋谷第二エリアを横断して港区第三エリアに入る。直前に攻撃登録しておけば、バスが境界線をまたいだ瞬間に領土戦の発動条件が満たされるので、攻撃チームの代表者がタイミングを見計らって加速し、白のレギオンに戦いを挑む──。

　この何とも複雑な手順を一つのミスもなくクリアできなければ、今日のミッションは始まる前から失敗してしまうわけだ。しかも、レベル９ｅｒナイナーの黒クロ雪ユキ姫ヒメとニコは領土戦に参加するわけにはいかないので、攻撃チームからは離はなれて杉すぎ並なみエリアの防衛に回ることになる。予定では、中なか野のエリアと渋谷エリアの境界線である方ほう南なん通りでバスを乗りかえて杉並に戻ることになっているので、こうして隣となりに座っていられるのもあと五分ほどだろう。

　絶対の信しん頼らいを置く剣の主と離ればなれになってしまうのは心細いが、作戦の成否を案じる気持ちは黒雪姫のほうが大きいはずだ。ならば、せめて不安な顔は見せまいと、ハルユキは勢いよく胸を叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶです、任せて下さい！　移譲の手続きとかは、バッチリ頭に入ってますから！」

　しかしそう言った途と端たん、前席に座っていたニコがヘッドレスト越しにぴょこんと頭を出し、呆あきれ声で突っ込みを入れた。

「あのなあハルユキ、実際にメニューを操作すんのは攻撃チームのリーダーのレイカーと、グレウォの誰だれかだろ？　あんたはそこに座ってるだけじゃんか」

「そ、それはそうだけど……気持ちの問題って言うか……」

「あたしゃむしろ、グレウォ側が約束どおり、タイミング合わせて領土を放棄してくれんのか不安だぜ。直前になって、やっぱもったいないからやーめた、みてーなことにはならねーんだろうな？」

　ニコのその言葉には、黒雪姫が答えた。

「そこは信じるしかないな。いちおう向こうの操作担当は《六層装甲シツクス・アーマー》第一席らしいから、大丈夫だとは思うが」

　それを聞いて、ハルユキは思わず黒雪姫の耳に顔を寄せて囁ささやいた。

「そ、それって、グラファイト・エッジさんですよね？」

「まあ、そういうことだ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのかな…………」
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　ほんの数分前に無制限中立フィールドで会ってきたばかりのトリリード・テトラオキサイドは《品行方正》という言葉が具現化したかの如ごとく礼れい儀ぎ正しいが、彼の親のグラファイト・エッジは《勝手気き儘まま》と表現したくなるパーソナリティの持ち主だ。しかし黒クロ雪ユキ姫ヒメは軽く肩をすくめながら、

「代金を支払ったのはあいつ自身だからな。いまさら約束を反ほ故ごにはするまい」

　と囁ささやき返してきた。それはまったくその通りで、渋しぶ谷や第一・第二エリアの土地代を、緑の王にバーストポイントで支払ってくれたのはグラファイト・エッジである。総額が幾いくらだったのかは教えてくれなかったが、膨ぼう大だいな数字であることは間違いない。

　考えてみれば、先ほどのプロミネンスとの合併会議でも、信しん頼らいの証あかしとなる供託金をタクムとマゼンタ・シザーが支払ってくれたわけで、なんだか色々な人に大量の借りができてしまったような気がする。せめて、今日の領土戦で誰だれよりも活かつ躍やくして、少しでもその借りを返していかなければ──などとハルユキが考えていると。

「おい」

　前席のニコが、ヘッドレストの隙すき間まから右手を伸ばすやビシッとデコピンを浴びせてきた。

「イテッ……な、何するんだよう」

「お前がそーゆー顔してる時は大抵空回りすっから心配なんだよ。いいか、いいとこ見せようとか考えないで、お前はお前らしく戦えばそれでいいんだからな」

　こうも見事に思考を読まれれば、神妙に頷うなずくしかない。

「は、ハイ……僕らしくがんばりマス……」

　しかし今度は、左から伸びてきた手がキュッと耳たぶをつねる。

「イテッ……な、何するんですか、先輩」

「ン、何でもない。ニコにいいセリフを持っていかれたのでスネてみただけだ」

「そ、そんなぁ……」

　理り不ふ尽じんな攻こう撃げきに抗議しようとしたハルユキだったが、何たることか、後席からも手が伸びてきて頭頂部の髪の毛をぎゅっと引っ張り上げた。

「イテッ……な、何するんですか、師し匠しよう」

　涙目で振り向くと、にこやかな笑みを浮かべた楓フウ子コが、黒雪姫以上に不条理な言葉を口にした。

「何やらラブコメちっくな空気を感じたので強制終了しただけです♪　それより、次が清し水みず橋ばしのバス停ですよ、サッちゃん」

「ム、もうそんな所か……」

　ちらりと天てん井じようの地図を見上げた黒雪姫は、上体を捻ひねって楓子を見ると、真剣な顔になって言った。

「──後は頼たのんだぞ、フーコ」

　簡潔だが、それゆえに二人の絆きずなと信しん頼らいを強く感じさせる言葉に、楓フウ子コも力強く頷うなずき返した。

「任せて、サッちゃん」

　楓子と軽く拳こぶしをぶつけ合ってから、黒クロ雪ユキ姫ヒメはもう一度ハルユキと視線を合わせ、無言で微笑ほほえんだ。

　ハルユキが精一杯の笑みを浮かべて頷き返したのと同時に、バスが道路の左に寄りながら減速し始めた。停車した瞬しゆん間かん、ニコと黒雪姫がさっと立ち上がる。

　もう振り向くこともなく二人が後部ドアから歩道に降りると、バスはモーター音を響ひびかせて発車した。空席となった隣となりのシートをちらりと見てから、ハルユキは眼を前方に向けた。

　時刻は午後三時五十分。あと十分で、いよいよ七月第三週の領土戦タイムに突入する。本番の戦せん闘とうはすぐには始まらない予定だが、両手にじわりと汗が滲にじむ。

　でも、気負う必要はない。周りには、たくさんの心強い仲間たちがいるのだ。みんなを信じ、自分らしく戦えば、きっと道は開けるはずだ。

　──ニコ。きみの強化外装は、必ず取り戻してみせる。

　──先輩。あなたを苦しめた白の王の悪わる巧だくみは、必ず暴いてみせますから。

　心の中で二人に呼びかけ、ハルユキは両拳を強く握にぎり締しめた。
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　バスから降りると、黒雪姫は、いつもは切っているニューロリンカーの《フレンド・タグ》機能をオンにした。

　これは《パーソン・タグ》機能の一部で、登録している人間の頭上に名前やアイコン入りのホロタグをＡＲ表示するというものだ。人混みではぐれそうな時や、待ち合わせをする時には便利だが、出しっぱなしにしていると相手の顔ではなくタグを見るクセがついてしまいそうで常用は避さけている。

　しかしいまはなんとなく友人たちのタグを見たくなったのだ。機能が有効になると同時に、走り去るバスに重なって、角が丸くなった四角形が幾いくつも浮かび上がる。名前ではなくアイコン表示に設定しているので、四角の中には色とりどりのシンボルが描かれている。

　空色の円の中にリボンつきの白い帽子のマークは楓子。オレンジ色の眼をしたコノハズクのマークは謡ウタイ。シンプルな水滴のマークはあきら。黄緑色のネコが千チ百ユ合リ。青いメガネが拓タク武ム。そして、ピンク色のブタのマークが有アリ田タ春ハル雪ユキ。

　図柄は、彼ら自身が選んでＳＮＳ系アプリ汎はん用ように設定したものだ。出会った頃ころはさほど好きではなさそうだったピンクブタの学内アバターを、春雪はいまも変更せず、こうしてＳＮＳのアイコンにまでしている。黒クロ雪ユキ姫ヒメは彼のブタアバターが大変気に入っているので、使い続けてくれるなら嬉うれしいと思う。

　遠ざかるバスを見送っていると、距きよ離りが開くにつれて仲間たちのニューロリンカーとのアドホック接続が一つずつ切断されていき、最後にピンク色のブタマークも消えた。すぐにバスそのものも車列に紛まぎれてしまうが、尚もじっと無言で見送っていると──。

「しょぼくれた顔してんなよ、永遠とわの別れじゃあるめーし」

　という言葉とともに背中の第三腰よう椎ついのあたりをつつかれ、「ひゃっ」と軽く飛び上がってから、黒雪姫は勢いよく振り向いた。

「しょぼくれてなどいない！　ただバスを見ていただけだろうが！」

　小声で叫ぶと、頭上に赤いさくらんぼのタグを表示させたニコが、にやにや笑いながら言い返してくる。

「じゃあシケた顔でもメゲた顔でもいーけどさ、とっとと反対側のバス停まで移動しねーと、杉すぎ並なみ行きのバスが来ちまうぜ」

「ム……わ、解わかっている」

　そう答えるや、清し水みず橋ばしの交差点にかかる横断歩道に向かって足早に歩き始める。隣となりに並んだニコが、口調を切り替えてぼやく。

「しっかしつまんねーなー。今日まで色々やってきたのに、肝かん心じんカナメの最終決戦に参加できねーんだからなぁ」

「レギオン会議でそう決まったのだから仕方なかろう」

「わーってるけどさぁ、パドたちも心配しすぎなんだよ。領土戦じゃポイントが移動しねーんだから、当然あたしらの即死ルールも適用外だと思うんだよなー」

「それはまあ……私もそう思うが……」

　ちょうど信号が青になった横断歩道を渡りながら、黒雪姫も頷うなずく。

　最大戦力であるレギオンマスター二人が港みなと区第三エリアへの攻こう撃げきに参加せず、自領土の防衛に回ることになった理由は、オシラトリ・ユニヴァースの防衛チームに白の王自身が加わっている可能性がゼロではないからだ。

　王、すなわちレベル９ｅｒ同士は、たった一度の勝敗で保有する全バーストポイントが移動し、負けた者はいきなり強制アンインストールされるというサドンデス・ルールが課せられている。しかしこれまで領土戦で王同士が戦った記録は存在せず、ニコの言うとおり、そもそもポイント移動が発生しない領土戦ではサドンデス・ルールも適用されない可能性が高い──のだが。

「……しかし、我々が攻撃チームに参加し、敵にもコスモスがいた場合、レイカーやレパードたちは自由に戦えなくなる。絶対に我々のそばを離はなれようとはしないだろうからな」

　黒雪姫がそう呟つぶやくと、唇くちびるを尖とがらせたもののニコも頷いた。

「そりゃまー、そーかもな。……でも、そんだけ警戒するワリには、あんたらこないだ緑の王グランデ入りのグレウォチームと模も擬ぎ領土戦やったんだよな？　システム的には普通のバトルロイヤルなんだから、もしあんたとグッさんがやり合ってたらどっちかがサドンデスってただろ。よくレイカーやクロウが承しよう諾だくしたなぁ」

「まあ……な。──ただあの時は渋しぶ谷やエリアの返還が懸かかっていたし、私とグランデは絶対に直接戦わない取り決めにもなっていたしな」

「つってもそりゃあ口約束だろ。その……ちょっとでも考えなかったのか？　最初っから全部ワナで、グランデがあんたの首を獲とりにくる可能性を？」

「うーむ……」

　唸うなりながら横断歩道を渡り終え、右に曲がるとすぐ前方にバス停が見えてくる。ＡＲ表示されている待ち時間メーターによれば、次の杉すぎ並なみ行きバスが到着するのは二分四十秒後だ。

　標識柱のそばで立ち止まり、ニコの問いに答える。

「──グランデは王の中で最も謎なぞめいた存在だが、同時に最も裏表のない奴やつだ……と最近思うようになってきた。奴の目的は加速世界の……ブレイン・バースト２０３９の存続それのみ。その目的に資するがゆえに七大レギオンの相互不可侵条約に賛成し、ポイント供給の不足は自みずから大量のエネミーを狩ることで補ってきた……そんなグランデにとって、加速研究会の策さく謀ぼうは止めるべきもののはずだ。だから、我々が研究会と戦おうとしているあいだは、奴は協力するだろう」

「ふーむ……」

　腕組みをしたニコは、王らしい表情になると言った。

「……でもその協力は諸もろ刃はの剣つるぎ、いや盾たてだな。いまはあんたら……もとい、あたしらを守る側に向いてるけど、こっちが何らかの形で加速世界を脅おびやかすと判断された途と端たんにひっくり返るぞ」

「そうだな。ただでさえ私はかつて王を一人退場させているし、ブレイン・バーストのクリアを目指すと公言してもいるわけだからな……」

　呟つぶやき、大きく息を吸ってから、黒雪姫は七月下げ旬じゆんの夏空を見上げて続けた。

「……だが、たとえグランデと敵対することになろうとも、そこだけは譲ゆずれん。レベル10になり、開発者と対面し、帝てい城じようの四方門を破って最後の神じん器ぎに手を触ふれた時、何が起きるのか……私は、それを知るために生きているようなものだからな」

　それを聞いた途端、ニコは反射的に何かを言い返そうとするかのように上体を反らせたが、しかしゆっくり息を吐はくと二、三度小刻みに頷うなずいた。

「ああ……知ってるさ。その目標を引っ込めろとは言わねーよ、あたしもいつか帝城の中を見てみたいしな」

「まったくだ。私が一度も侵入できていないのに、クロウばかりがひょいひょい何度も遊びに行っているのが納得いかん」

「ハハハ、ひょいひょいってほど気軽じゃねーだろ」

　ニコの笑い声を聞きながら、黒クロ雪ユキ姫ヒメは仮想デスクトップを操作し、ニューロリンカーのフレンド・タグ機能をオフにしようとした。

　しかしＯＫボタンを押す寸前、視界の左ひだり端はしを鮮あざやかな色彩がかすめた気がして、眉まゆを寄せてそちらを見る。

　角の丸まった四角いアイコンが、山やま手て通りを北──つまり中なか野のエリア側から近づいてくる。徒歩のスピードではない。黒雪姫がＳＮＳでフレンド登録している誰だれかが、反対側の車線を走るバスに乗っているのだ。

　しかし、そんなことは考えにくい。黒雪姫のフレンドはほぼ全員がネガ・ネビュラスのメンバーで、彼らが乗るバスは先ほど港みなと区エリア目指して走り去っていったばかりではないか。

　ならばいったい誰が、と思いながらアイコンに眼を凝こらす。シンボルマークの図柄は、薄うす紫むらさき色いろの地に、分厚いハードカバーの本──。

「こ……このマークは……」

　両眼を大きく見開き、

「…………め、恵メグミ…………!?」

　黒雪姫は、掠かすれた声でその名を口にした。

　レギオンメンバー以外でフレンド登録している、たった一人の例外。梅うめ郷さと中学校生徒会書記、若ワカ宮ミヤ恵メグミ。
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「おい……何だよ、誰だれか知り合いでもいたのか？」

　ニコのいぶかしげな声に答えることもできずに、接近するＥＶバスとそれに重なるアイコンを無言で見詰め続ける。

　偶然──なのだろうか。

　もちろん恵だって新しん宿じゆくや渋しぶ谷やに遊びに行ったりするだろうし、電車ではなくバスに乗ることもあるだろう。しかし彼女が乗っているのは、ネガ・ネビュラスのメンバーが……今日の領土戦の攻こう撃げきチームが乗るバスとまったく同じ路線の、しかもたった一本遅れの車両だ。これではまるで、後を追っているかのようではないか。

　そう、それに、いまの恵は確かにバーストリンカーではないが、だからといって加速世界とまったく無関係というわけでもない。

　あれは三ヶ月前、修学旅行で沖縄の辺へ野の古こビーチを訪れた時のことだ。黒クロ雪ユキ姫ヒメは、かつて紫のレギオン《オーロラ・オーバル》に所属していた旧知のバーストリンカーと思いがけない再会を果たし、彼とその弟子たちに協力して《大きい化け物マギーマジムン》と戦うことになった。

　化け物の正体はテイムされた神獣レジエンド級エネミーで、背中に乗っていた加速研究会所属の《サルファ・ポット》との連携技で黒雪姫たちを苦しめた。しかしそこに乱入してきた見慣れぬデュエルアバターが、ステージ属性を変更するという驚きよう異いの大技で黒雪姫たちを救い、去って行った。あのアバターは、間違いなく恵だった。

　あのとき何が起きたのかは、いまに至るまで解明されていない。事件の後、黒雪姫は口実を作って恵のニューロリンカーと直結し、ローカルメモリを隅すみ々ずみまでスキャンしたのだが、ＢＢプログラムは発見できなかった。ゆえにあれは、南の島で起きたたった一度の奇跡なのだと、そう考えてきたのだが。

　…………恵……なぜいま、ここに……。

　胸の奥でそう呼びかけながら、黒雪姫は空中に浮かせたままだった右手を動かし、タグ機能を切る代わりに視覚エンハンス機能をオンにした。

　内蔵カメラの映像が視界にオーバーレイされる。指先でバスをダブルタップし、映像を拡大。反対車線を近づいてくるバスの右側面の窓を限界までズームする。

　本のアイコンが指し示す下に、ふわふわしたショートカットの人影が見えた。間違いなく恵本人だ。やや俯うつむき加減の横顔に表情はない。しかし──

　目め尻じりに、きらりと小さく光るものがあった、ような気がした。

　そうと感じた瞬しゆん間かん、黒雪姫は押し殺した声で隣となりのニコに呼びかけていた。

「すまん、ニコ……私は杉すぎ並なみには戻れん！」

「は!?　ど、どうしたってんだよ!?」

「理由はあとで説明する！　とにかく、杉並の防衛はよろしく頼たのむ！」

　そう叫ぶや、先ほど渡ったばかりの横断歩道めがけて走り始める。

　恵メグミが乗ったバスはすでに二人の前を通り過ぎ、交差点に引っかかることもなく南に走り去ってしまったので、いまさら走っても追いつけない。だがせめて次のバスに乗るか、運良く同じ方向のタクシーを捕まえられれば、領土戦が始まる瞬しゆん間かんには間に合うかもしれない。

　行く手で歩行者用信号が点てん滅めつし始めた交差点にダッシュで飛び込むと、すぐ後ろから追ってくる足跡が聞こえた。

　走りながら振り向き、再び押し殺した声で叫ぶ。

「ニコ、お前は杉すぎ並なみを……」

「あのなあ、この状況でほっとけるワケねーだろ！　黒クロ雪ユキ、お前はもう、あたしのレギオンのマスターなんだぞ！」

　その言葉は、黒クロ雪ユキ姫ヒメの胸に深く突き刺さった。

　確かにその通りだ。マスター決定ジャンケンではニコがわざと負けた疑いもあるが、しかし黒雪姫は新たに発足した第三ネガ・ネビュラスの、暫ざん定ていではあるがレギオンマスターを引き受けたのだ。もし立場が逆だったら、黒雪姫だってニコを一人で行かせようとはしないだろう。

　横断歩道を渡り終え、立ち止まると、黒雪姫はもういちどニコに謝罪した。

「……すまない……」

　深呼吸して息を整え、南を見る。恵が乗ったバスはすでにかなり遠ざかっていて、直後、楓フウ子コたちを見送った時と同じようにアドホック接続が切れ、フレンド・タグも消しよう滅めつした。

「……あのバスがどうかしたのか？」

　問われ、振り向くと、ニコが真剣な顔で見上げていた。無言で頷うなずいてから、黒雪姫は簡潔に説明した。

「ああ。友人が乗っていた……いまはバーストリンカーではないが、もしかしたら昔そうだったのかもしれない人物だ。単なる偶然とは思えん……」

「それは……ポイント全損して、記き憶おくを消去されたバーストリンカー、ってことか？」

「…………可能性はある。……心配のしすぎかもしれないが、しかし……」

　唇くちびるを嚙かむ黒雪姫の左腕を、ニコがぽんと叩たたいた。

「あたしゃ、そうは思わねーよ。だってさ……《全損したバーストリンカーが甦よみがえる》みてーな話に、あたしらは心当たりがあるはずだろ？」

「…………!!」

　張り詰めた声で指摘され、黒雪姫は鋭するどく息を吞のんだ。

　ニコの言うとおりだ。少し前までなら絶対に有り得ないと思っていた事象だが、ここ一ヶ月で、その常識を覆くつがえす事例に二つも遭そう遇ぐうしているのだ。

　一つは、ＩＳＳキット本体に宿っていた、初代赤の王レッド・ライダーの残留思念。

　そしてもう一つは、ウルフラム・サーベラスの右肩に宿っていた、《略りやく奪だつ者しや》ダスク・テイカーの残留思念だ。

　どちらも、生身の本人とは無関係に存在する《記き憶おくのコピー》のようなものだったので、恵メグミの場合とは明確に異なる。だがいっぽうで、共通点も存在する。

　レッド・ライダーとダスク・テイカーの複製記憶を操っていたのは、加速研究会。

　そして、三ヶ月前の沖縄で、恵がほんのいっときにせよバーストリンカーとしての記憶と力を取り戻した戦いの原因を作ったのも……そして今日、これから港みなと区第三エリアで戦う相手も、加速研究会なのだ。

「…………もし彼女が、研究会の奴やつらに何らかの形で利用されているのなら……やはり私は、行かねばならん」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの宣言に、ニコは反はん駁ばくしようとはしなかった。

「なら、あたしも行くぜ」

「し……しかし、もし敵方にコスモスがいたら……」

「どうせいつかは戦わなきゃなんねー相手だろ。それにさっきも言ったけど、あんたを一人で行かせるわけにゃいかねーんだよ、レギメンとしてな」

　ニヤリと不敵に笑うと、ニコはちらりと西の空を見て付け加えた。

「それに、杉すぎ並なみの防衛も心配すんなよ。練ねり馬まにゃ元プロミの連中が三十人も残ってんだから、ついでに杉並もスコーンと守ってくれるさ。信じろよ、つえーぞ、あいつら」

「…………ああ、信じているさ」

　不意に喉のど元もとに込み上げてくるものがあり、黒雪姫はどうにかそれを吞のみ下してから頷うなずいた。

　そう──ネガ・ネビュラスは、もう一エリアの防衛にも苦労していた頃ころの小規模レギオンではない。復活した時は黒雪姫と春ハル雪ユキのたった二人だったのに、拓タク武ムが加わり、千チ百ユ合リが加わり、楓フウ子コが、謡ウタイが、あきらが戻り……そして今日、新たに加入したばかりのアッシュ・ローラー、ブッシュ・ウータン、オリーブ・グラブ、更さらにトリリード・テトラオキサイドと、システム的な名めい簿ぼには載っていないが大天使メタトロンを加えれば総勢五十人、支配領土八エリアに及およぶ巨大レギオンとなった。

　あの日──初代赤の王レッド・ライダーの首を落としたことが白の王ホワイト・コスモスに操られた結果だったと知り、実の姉にナイフを向けたあの日に、全すべてを失ったと思っていた。港区の生家から追い出され、遠く離はなれた杉並区の学校に入学してからも、ニューロリンカーを頑かたくなにグローバル接続しようとせず、小さな黒い殻からの中に閉じこもり続けた。

　しかし一年半が経過したある日、学内ローカルネットのスカッシュゲーム・コートで出会った小さなピンク色のブタ型アバターが、黒雪姫の殻を破ってくれた。彼もまた自みずからの殻を破り、白銀の鴉からすの姿を得て、美しい双そう翼よくを羽ばたかせて二人の道を切り開いた。

　その道が、今日、この場所にまで続いていたのだとしたら──やはり、ここで引き返すわけにはいかない。たとえポイント全損の可能性があろうとも、この戦いを共にすることができなければ、レギオンマスターを引き受けた意味がない。

　──すまないフーコ、すまないハルユキ君。いちどだけ、約束を破らせてくれ。

　──そして恵メグミ。もしお前が加速研究会に苦しめられているのなら、友として、私が必ず助ける。

　心の中で大事な人たちに呼びかけ、黒クロ雪ユキ姫ヒメはさっと振り向いた。

　ちょうど、北側から三台目のバスが近づいてきたところだった。隣となりでニコが、左手に右みぎ拳こぶしを勢いよく打ち付ける。

「よーし、燃えてきたぜ！　やっぱ領土戦は攻めてナンボだよな！」

「珍めずらしく同感だ」

　そして二人の王はニヤッと笑みを交わすと、バス停目指して走り始めた。




　　　＊＊＊




「バーストリンク」

　すぐ後ろの席で、倉クラ崎サキ楓フウ子コが加速コマンドを最小の音量で囁ささやいた。

　ハルユキは体を固くして、視界右下のデジタル時計を睨にらんだ。

　午後三時五十九分五十七秒、五十八秒、五十九秒……午後四時。

「ＯＫ、渋しぶ谷や第一エリアの支配権移い譲じようは問題なく完了したわ」

　刹せつ那なの加速から復帰した楓子のひそひそ声が聞こえ、ハルユキのみならず、周囲のメンバーたちが揃そろってふうーっと息を吐はいた。

　どうやらグラファイト・エッジはきっちり約束を守ってくれたようだ。黒雪姫が降車して空席になった隣のシートに移ってきたチユリが、シートに体を預けながら小声で言う。

「よかったぁ……グラさんってなんか胡う散さん臭くさいキャラだから、二十五パーセントくらい疑ってたよ、あたし」

「……その呼び方、緑の王の《グッさん》と紛まぎらわしくないか？」

　ハルユキが囁き返すと、幼おさな馴な染じみはきゅっと口を尖とがらせる。

「じゃあ《ファッさん》？　それとも《エッさん》？」

「いやいや、普通に《グラフさん》でいいだろ」

「普通すぎるんだよねーそれ。あの人、ういちゃんのことを《デンデン》とか、あきらさんのことを《カリント》とかオモシロな呼び方するから、こっちも対抗しないとさー」

「んなこと言ってると、お前もオモシロネームつけられるぞ」

「ふふん、望むところよ」

　などと益やく体たいもない会話を交わす間にも、循じゆん環かんバスは山やま手て通りを南に走り続ける。

　この後、東とう大だい裏うらの交差点で再び境界線を通過し、渋谷第二エリアに入る。そのタイミングで楓フウ子コとグラフがもう一度同じ操作を行えば、第二エリアの移い譲じようも完了する。バスは駒こま沢ざわ通りを左折し、ＪＲ恵え比び寿す駅の北を通って明めい治じ通りに入り、フランス大使館のあたりで更さらに境界線を越えれば、いよいよ港みなと区第三エリアへと突入することになる。

　いまごろ、港区エリアの庭園美術館では、トリリード・テトラオキサイドとコバマガ姉妹が《その時》をじっと待っているはずだ。

　時刻は午後四時を回り、すでに領土戦タイムに突入しているが、実際の戦せん闘とうを午後五時までのどのタイミングで開始するかは攻こう撃げき側がわが自由に決められる。今日は、バスの平均移動速度から計算すると、四時三十分くらいになるだろう。

　すなわちリードとコバマガ姉妹にはいましばし美術館で待機してもらう必要があり、そんな時の三十分がどれだけ長いかはハルユキもよく知っているので申し訳ないこと大罪ステージの如ごとしだが、今回ばかりは仕方ない。

　せめて三人に予定時刻をメールしておきたいところだが、現在ハルユキはニューロリンカーをグローバル接続していない。少し前にリードと対面するべく無制限フィールドに入った時は、誰だれかに乱入されるのを覚悟でほんの一いつ瞬しゆんだけグローバル接続したのだが、同じことをもう一度しても大だい丈じよう夫ぶだろうか……とそこまで考えてからふと気付く。

　座席の上で体を反転させ、ヘッドレスト越しに後席を見ると、ハルユキは小声で楓子に訊たずねた。

「あの、師し匠しよう、いまこのバスが走ってる渋しぶ谷や第一エリアって、システム的にはもうネガ・ネビュラスの領土なんですよね？」

「ええ、そういうことね。領土戦時間中に、他のレギオンが改めて攻撃登録してきて、それに負ければ取られてしまいますけど」

「そ、そうか、そんな可能性もあるんですね……。──渋谷第一の防衛チームって、どうなってるんですか？」

　ハルユキの問いに、楓子はにこやかに答えた。

「いまのところ、わたし一人だけを登録しているけれど、鴉からすさんが代わって欲しいのならいつでもいいですよ？」

「い、いえ、けけ結構です…………あれ、でも、防衛側で登録してるなら、師匠は港区第三の攻撃チームに入れなくなっちゃうんじゃないですか？」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメとニコがいないいま、スカイ・レイカーは間違いなく最大戦力の一人なのに！　と思いながら恐る恐る訊ねると、楓子は再び微笑ほほえんだ。

「大丈夫ですよ、攻撃チームを登録する時に、わたしは防衛チームから抜けますから。要は、攻撃開始の瞬間だけ、領土が隣りん接せつしていればそれでいいんです」

　続けて楓子の隣となりに座っている謡ウタイが、素早くホロキーボードを叩たたいた。

【ＵＩ[image: ∨]　ちなみに渋谷第二エリアの防衛は私が担当しますが、私も同じく攻撃には参加しますから安心してくださいです！】

「な、なるほど……」

　ほっとして肩の力を抜くハルユキに代わって、隣となりのシートで同じように後ろ向きになったチユリが問いかける。

「でもフーコ姉さん、そしたら四時半には防衛メンバーがいなくなっちゃうってことよね？　もし残り三十分のあいだに周りのレギオンがそれに気付いたら、今度は不戦敗で渋しぶ谷やエリアを取られちゃうんじゃないの……？」

「もちろんその可能性はあるわね。ただ……」

　話しながら楓フウ子コは仮想デスクトップを操作し、渋谷を中心としたホロ地図を可視化させた。通路を挟はさんで左側に座っていたプチ・パケ三人組と綸リンも、体を乗り出して興味しんしんの体ていで覗のぞき込んでくる。

「……このように、渋谷エリアに隣りん接せつする領土を持っているのは、北の新しん宿じゆくエリアを支配するレオニーズ、南の目め黒ぐろエリアを支配するグレート・ウォール、そして東の港みなと区エリアを支配するオシラトリ・ユニヴァースだけです。このうちレオニーズに関しては、コバマガちゃんたちが青の王に話を通してくれているはずだし、グレウォには領土の代金を支払っているので、攻こう撃げきされる危険はないと思っていいでしょう。となると可能性があるのはオシラトリだけですが……もし彼らが渋谷第一、第二がネガビュの領土になっていることに気付き、急きゆう遽きよ攻撃チームを編成したならば、それはむしろラッキーよ。だって……」

「そのぶん港区第三エリアの防御が手て薄うすになるからですね、フーコ先生！」

　と右手を挙げながら言ったのは、プチ・パケ組の聖サト実ミだ。

　現実世界で総合格かく闘とう技ぎを習っていて、志シ帆ホ子コの格闘術の教師でもあるという彼女は、ネガ・ネビュラス移い籍せき後に楓子に手合わせを挑み、変へん幻げん自じ在ざいの掌しよう打だと電光石火の蹴けり技に完敗したらしい。以来、聖実のみならず志帆子と結ユ芽メも、楓子のことを《フーコ先生》と呼んで慕したっているようだ。

　すでにハルユキや綸の《師し匠しよう》呼びで慣れているのか、楓子は平然と頷うなずき、解説を続けた。

「そのとおりよ、サト。ただ、渋谷エリアの支配権移動が、港区第三エリアの攻撃のためだとオシラトリに見抜かれた時は……逆に防御が厚くなることを覚悟しないとね。そういう意味では、渋谷第一、第二、そして港区第三へのリアルでの移動は短時間なほど好都合なんだけど……」

「ＪＲ山手やまのて線も、地下鉄の大おお江え戸ど線も千ち代よ田だ線も、うまいこと三つのエリアを通らないんですよね～」

　と言ったのは同じくプチ・パケ組の結芽。メガネのブリッジを指先でくいっと持ち上げ、

「二十人くらい乗れるマイクロバスを調達して、フーコ先生にこのバスと同じコースを爆ばく走そうしてもらう案も考えたんですけど～」

　と頭がいいようなそうでもないようなアイデアを口にする。これにはさすがに楓子も苦笑せざるを得ない。

「あのねえユメ、わたしの免許じゃそんな大きいクルマは運転できないわよ」

「でも、免許とクルマ持ってるだけでもスッゴイっすよ！　今度どっか連れてって下さい！」

　と再び聖サト実ミが発言すると、志シ帆ホ子コが焦あせり顔でブラウスの襟えり首くびを引っ張る。

「ちょっと、先生にズーズーしいこと言ってんじゃないわよ！」

「なんだよ、ショコだって横浜の人形の家に行きたいって言ってたじゃん！」

「そ、それとこれとは別の話でしょ！」

　ヒートアップしかけた二人の後方から、ひょいと顔を突き出したのはあきらだった。

「もうすぐエリア境界なの」

　そのひと言にハルユキが慌あわてて天てん井じようの地図を見ると、渋しぶ谷や第一と第二のエリア境界の目印となる東とう大だい裏うら交差点まであと二百メートルほどだ。志帆子たち三人が慌てて自分の席に戻り、ハルユキとチユリも体の向きを戻す。

　時刻は午後四時八分。計画では、バスがエリア境界を越えるタイミングで楓フウ子コがグラファイト・エッジにメールで連絡することになっている。そのためのメールアドレスを、楓子は帝てい城じようでグラフと遭そう遇ぐうした時に聞き出したらしいが、現実世界に戻ってから何やら妙なことを言っていた。指定されたアドレスのドメイン名をＷｈｏｉｓ検索してもヒットしないのにメールは届く、それはグローバルネットの仕組み的に有り得ないことだとか何とか──。

　どういうことなのか改めて訊ききたいところだが、いまは楓子の邪じや魔まはできない。おとなしく待っていると、バスは東とう都と大学教養学部キャンパスを右手に見ながら大きな交差点を通過し、渋谷第二エリアへと入った。

　再び楓子が加速し、すぐに復帰する。固かた唾ずを吞のんで待つ一同の耳に、攻こう撃げきチームリーダーの落ち着いた声が届く。

「ＯＫ、渋谷第二エリアの譲じよう渡とも無事に完了よ。これで、渋谷エリアは全すべて、暫ざん定てい的てきにネガ・ネビュラスの領土になったわ」

　第一エリアの時と同じく深々と息を吐はき出したハルユキは、とりあえず隣となりのチユリと軽く拳こぶしを打ち合わせた。

　これがノーマルな領土戦での勝利なら、「やったー！」と快かい哉さいの一つも叫びたいところだが、今回はあくまで本番の戦いのための布石に過ぎない。しかも、六日前の模も擬ぎ領土戦で勝利した結果とはいえ、見かけ上はグレート・ウォールから譲ゆずって貰もらった形だ。窓の外に流れているのもまったく見知らぬ街並みで、領土が増えたという実感はない。

　しかしともあれ、黒クロ雪ユキ姫ヒメが心配していた領土の移譲手続きは、これで全てクリアしたわけだ。実際にインストを操作したのは楓子で、ハルユキはただ見守っていただけだが、安あん堵ど感かんと同時に新たな緊きん張ちよう感かんも込み上げてくる。

　黒雪姫とニコはもう杉すぎ並なみエリアに戻っている頃ころだろう。もし攻撃してくるレギオンがあったら、すでに防衛戦の一つもこなしているかもしれない。

　もういちど窓の外を眺ながめ、ハルユキは剣の主に向けて思念を飛ばした。

　──先輩、いよいよです。相手がどんな強敵だろうと、絶対に勝ちますから、もう少しだけ待っててください。

　山やま手て通りを走る循じゆん環かんバスは、京けい王おう井いの頭かしら線を越えたところで旧山手通りに入り、首都高三号線の高こう架かをくぐって、渋しぶ谷やエリアの南の端はしへと近づく。港みなと区第三エリアとの境界線まではあと三キロ、予測所要時間七分。

　ここに至るまでに、できることは全すべてしたはずだ。

　ネガ・ネビュラスの陣容強化。

　グレート・ウォールとの領土返還交渉。

　プロミネンスとのレギオン合併。

　コバルト・ブレードとマンガン・ブレードへの見届け役の依い頼らい。

　トリリード・テトラオキサイドの帝てい城じよう脱出と、レギオンへの勧かん誘ゆう。

　そして、自分自身シルバー・クロウの強化──。

　それら全てが実を結ぶか否いなかが、七分後に明らかとなる。敗北は許されないが、《絶対》は存在しないのもまた加速世界の真理だ。ここまで来たら、自分のありったけを出し切るのみ。心意システム以外のあらゆる力を振り絞って、巨大な壁を貫つらぬくのだ。

「……だいじょーぶ、ハルならできるよ」

　まるで思考を読んだかのような言葉とともに、チユリが軽くハルユキの左手を握にぎった。横を見ると、生まれた頃ころからの幼おさな馴な染じみの、見慣れた……それでいてどこかハッとさせられるような笑顔があった。

「始まったら、あれこれ考えないでガンガンいっちゃえばいーよ。ちょっとぐらいのダメージなら、あたしがもりもり回復させちゃうからさ」

「……うん、頼たよりにしてる」

　頷うなずき返し、ハルユキは進行方向を見詰めた。

　バスはすでに旧きゆう山やま手て通りから駒こま沢ざわ通りに入り、東へと進んでいる。フロントウインドウからは道の左右に立ち並ぶビル群しか見えないが、その彼方かなたに、幻まぼろしのように揺ゆらぐ白はく亜あの宮殿──かつて無制限フィールドで眼にした加速研究会の本ほん拠きよ地ちが二重写しになる。

　あの時は、研究会の副会長を名乗るブラック・バイスの影かげ潜もぐりアビリティに巻き込まれてわけが解わからないうちに突入してしまったが、今回は違う。準備を整え、仲間たちと一いつ緒しよに、自みずからの意思で攻め込むのだ。

　天てん井じようの地図によれば、残り距きよ離りは約二キロ。時間では四分と少しだろうか。

　と、その表示を見たことで数分前の疑問が甦よみがえり、ハルユキ慌あわてて再度後ろを向いた。

「そ、そうだ師し匠しよう、肝かん心じんなことを訊きき忘れてました」

「なあに、鴉からすさん？」

「えと、渋しぶ谷やエリアがネガ・ネビュラスの領土になったってことは、いまのうちならグローバルネットに接続してもマッチングリストに僕たちの名前は出ないってことですよね？」

「いちおうはそうなるわね」

　楓フウ子コが頷うなずくので、ほっとして先を続ける。

「じゃあ、僕ちょっと、コバマガさんに連絡してみてもいいですか？　予定時間とか知らせたいし……」

「いいわよ、でも終わったら念のためにすぐ切ってくださいね」

「了解です！」

　席に座り直すと急いでグローバルネットに接続し、メーラーを起動する。高タカ野ノ内ウチ姉妹宛あてに領土戦の予想開始時間を送信すると、即座に琴コトから【了解です】、雪ユキから【がんばってね～】という返事が届く。

　バーストリンカーが、他レギオンのメンバーとの連絡にメッセンジャーアプリを含むＳＮＳサービスを使わないのは、個人情報を守るためだ。ＳＮＳで相互登録してしまうと意図せざる情報が相手に渡る危険があるし、完全に繫つながりを断とうと思ったらＳＮＳのＩＤそのものを消去する必要があるが、いわゆる《捨てメアド》を交換するだけなら、そのアドレスを解約すれば済む。

　しかしコバマガ姉妹に関して言えば、もうナマの顔と本名を晒さらし合っているわけだし、完全に繫つながりを切るのは無理だよな……と思いながらトリリードにもメールを送信。ついでと言ってはなんだが黒クロ雪ユキ姫ヒメにも、こちらはボイスコールで現状を報告しようとした──のだが。

　仮想デスクトップに表示されたのは、相手がグローバルネットに接続していませんという素そっ気けないメッセージだった。

「あれ……」

　呟つぶやきながら首を捻ひねる。時刻はとっくに四時を回り、黒雪姫とニコは杉すぎ並なみエリア内で防衛待機中のはずだ。領土戦に出しゆつ撃げきするには当然ながらグローバル接続している必要があるのだが、杉並に戻るバスが遅れでもしたのだろうか。

「どうしたの、ハル？」

　チユリに問われ、ハルユキはちいさくかぶりを振った。

「いや……大だい丈じよう夫ぶ、なんでもない」

　仮に黒雪姫たちが数分遅れても、杉並エリアの防衛は旧プロミネンスの頼たのもしいメンバーたちが手伝ってくれる手はずになっているので支障はない。トリリードからは【解わかりました、いよいよですね】という返事が来たのでそれで良しとして、ハルユキはニューロリンカーのグローバル接続を切った。
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「……あのさあ、黒クロ雪ユキ」

　隣となりに座るニコに呼びかけられ、黒クロ雪ユキ姫ヒメは物思いから醒さめた。

「なんだ？」

「思ったんだけどさ……このバスに乗ってるだけじゃ、永久にハルユキたちが乗ったバスにも、おめーのダチが乗ったバスにも追いつけなくねえ？」

「当たり前だろう、自動運転の循じゆん環かん路線バスなんだから。もし先行車両を追い抜いたらＡＩの暴走だ」

「そーじゃなくてさ！　ハルユキたちのバスが港みなと区第三に入った瞬しゆん間かんに領土戦が始まったら、あたしらは間に合わないじゃんって話！」

　小声でまくし立てながら、ニコは黒雪姫の左脚の膝ひざ小こ僧ぞうあたりを指先でぐりぐりした。お返しに赤Ｔシャツの脇わき腹ばらをぐりぐりしながら、同じく囁ささやき声で言い返す。

「それくらい私も解わかっている！　もうこの渋しぶ谷やエリアは我々の領土になっているはずだから、グローバル接続して向こうの誰だれかに状況を伝えたいのはやまやまだが……私とニコもやっぱり参加するからちょっと開始を待て、と知らせたとして、連中が素直にはいと言うか？」

「…………ヒャクパー言わねーな」

「そうだろう。ヘタをすると、作戦そのものを中止してしまいかねん。だから……」

「…………だから？」

「どうしたらいいか考えているところだ」

　ずこっ、と座席の上で軽めにずっこけると、ニコは呆あきれ顔を向けてきた。

「えらそーに言うからなんか策があるんだと思ったじゃんか。んー、いまからタクシー拾っても、二つ先のバスを追い抜くほどスピード出してくれるわけねーしなぁ……」

　その言葉通り、全すべての車両がＡＩ制御されている二〇四七年現在では、自動運転車だろうと手動運転車だろうと法定速度を超えるスピードを出すことはできない。手動運転車なら緊きん急きゆう時じにはドライバーの操作で一時的にＡＩを停止することはできるが、正当な理由なくそれをすれば罰ばつ金きんどころか逮たい捕ほされてしまうし、そもそもタクシーの運転手にどう頼たのんでもそんな真似まねをしてくれるはずがない。

　しかし、ニコの言うとおり、楓フウ子コたちがエリア境界を越えた瞬間に領土戦を開始してしまう可能性は決してゼロではない。実際には数分の準備時間を取ると思われるが、それでも黒雪姫たちのバスが追いつけるかどうかは解らない。

　最悪なのは、一台前のバスに乗っている若ワカ宮ミヤ恵メグミだけが領土戦に間に合って、黒雪姫とニコが参加できなかった場合だ。それではなんのために追いかけてきたのか解らないし、ここで恵の手を摑つかみ損ねたら、何かが決定的に崩ほう壊かいしてしまうという予感がするのだ。

「……やむを得ないか……」

　呟つぶやき、黒クロ雪ユキ姫ヒメはタクシー配車アプリを起動した。

　ニューロリンカーをグローバルネットに接続していないので、広い範はん囲いから望みのタクシー会社や車種を選ぶことはできないが、周囲に空車のタクシーが走っていればアドホック接続で呼び寄せることができる。自動運転車の項目だけチェックして検索をかけると、幸い一台だけだがヒットした。乗車場所を次のバス停に、降車場所を港みなと区第三エリア内の適当な場所に指定してから、ニコに囁ささやきかける。

「次で降りて、タクシーに乗りかえるぞ」

「そりゃいーけど……なんか手はあんのか？」

「あまり使いたくない手だがな」

「……とってもイヤな予感すんだけど……」

　胡う散さん臭くさそうな顔になるニコの脇わき腹ばらをもう一度ぐりぐりして立たせると、黒雪姫は後部ドアに向かった。数十秒後、バスベイに停車するやいなや歩道に飛び降り、ちょうどバスの後方に滑すべり込んできた小型のタクシーに駆け寄る。

　配車アプリの認証ボタンを押し、自動で開いた後部ドアからニコと一いつ緒しよに乗り込む。すでに目的地は指定しているのでタクシーはすぐに走り出し、車内にＡＩの合成音声が響ひびく。

『このたびは、スマートキャブ東京の自動運転タクシーをご利用頂きましてありがとうございます。お客様の安全、安心のために、大切な注意事項をご案内させて頂きます……』

　定型のアナウンスに紛まぎれて、ニコがちっと舌打ちする。

「完全無人車かよ、これじゃ緊きん急きゆうモードにしてぶっ飛ばすわけにもいかねーな」

「おいおい、ぶっそうなことを言うな」

　黒雪姫は苦笑したが、ニコの言葉どおり、二人が乗り込んだタクシーは人間用のハンドルやらペダルが最初から装備されていない完全なる自動運転車だ。前後のシートは全すべて乗客用で、ダッシュボードには大型のインフォメーション・パネルが装備されているのみ。確かにこれでは、逮たい捕ほ覚悟で緊急走行モードを使うこともできない。

　しかし黒雪姫が敢あえて完全自動運転車を検索したのには理由があった。制服のポケットから巻き取り式のＸＳＢケーブルを取り出すと、片方のプラグを自分のニューロリンカーに挿そう入にゆう。身を乗り出し、もう片方をダッシュボード下部のコネクタに差し込む。仮想デスクトップの変化は、右上に有線充電マークが表示されただけ。

　それも当然、このコネクタは乗客が各種デバイスを充電するためのもので、車のシステムへのアクセスは不可能なのだから。──通常は。

「おいおい、いまさら充電かよ？」

　呆あきれ顔になるニコをちらりと見てから、黒雪姫は瞼まぶたを閉じ、いままで他人の前で使ったことは一度もないボイスコマンドを唱えた。

「《ＳＳＳトリプルエスオーダー》、発動！」

　ぶうん、という仮想の振動音とともに、視界中央に複雑なエンブレムが出現する。
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　縦に並ぶ二本の剣を、二種類の花が斜めに交差する円を描いて取り巻いている。エンブレムはすぐに消え、代わりにタクシーのシステム制御ウインドウが浮かび上がる。

『システム管理者のログインを確認しました』

　ＡＩの声を聞いて、ニコが「なぬぅ!?」と背もたれから跳ね起きた。

「ど、どどどうなってんだよ!?」

「あとで説明してやる」

「い、いましろよ！　管理者っていったいどーゆー……」

　顔を突き出してくる赤の王のオデコを右手で摑つかんで押し戻し、黒クロ雪ユキ姫ヒメはウインドウの操作を開始した。

　まず車内を撮影しているカメラを停止させ、二人が乗車する数分前からの録画映像を消去。ログに車内カメラ故障のステータスを書き込む。

　続けて車両運転システムに入り込み、法定速度内で最短時間の到着を目指すように命令する。

　途と端たんタクシーがぐいっと右レーンに車線変更し、背中がシートに押しつけられるほどの勢いで、法定速度上限ぎりぎりの時速八十キロまで加速する。

「おわっ……だ、大だい丈じよう夫ぶなのかコレ!?」

「しっかり摑つかまってろ、飛ばすぞ！」

　そうニコに指示した直後、今度は左レーンにチェンジ。三本の車線を縫ぬうように、タクシーは山やま手て通りを疾しつ走そうし続ける。

　ドア内側のアームレストを摑んで姿勢を安定させたニコは、慌あわて顔から呆あきれ顔に戻ると、甲かん高だかく唸うなるモーター音に負けない音量で叫んだ。

「ったく……いったいどこでそんなハッキングテクを身につけたんだよ!?」

「かつての師が色々教えてくれたのさ」

「師って……例のあいつか？　グラファイト・エッジ？」

　ニコの問いに、無言で頷うなずく。

《矛盾存在アノマリー》グラファイト・エッジが、ブレイン・バーストに関する知識のみならず、グローバルネットの知識もあれこれ授けてくれたのは噓うそではない。

　しかし彼は、第一期ネガ・ネビュラスが崩ほう壊かいする原因となった帝てい城じよう攻略戦の直前に、とある謎なぞ多きプログラムをも黒クロ雪ユキ姫ヒメに与えた。それこそが、二本の剣と二種類の花のエンブレム──《ＳＳＳオーダー》だ。

　これを発動すると、黒雪姫のニューロリンカーは、グローバルネットに接続したほぼ全すべてのシステムに対して管理者権限を行使できるようになる。国家の最重要システムのひとつである、住民基本台帳ネットワークに認証されたネームタグの名前を書き換えることすら可能なのだ。ＳＳＳオーダーが介入できないのは、ソーシャルカメラ・ネットワークと、ブレイン・バーストの中央サーバーのみ。

　グラファイト・エッジはなぜ、こんなとんでもない代しろ物ものを黒雪姫にくれたのか。その理由は、もらった当時は解わからなかった。しかしレギオンが崩壊し、賞金首に指定され、港みなと区から杉すぎ並なみ区に引っ越してようやく理解できた気がした。

　未来を予想したグラファイト・エッジは、黒雪姫にバーストリンカーとして生き残る手段を与えたのだろう。事実、ＳＳＳオーダーがあったからこそ黒雪姫は梅うめ郷さと中学校の学内ネットを自由に操り、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの襲しゆう撃げき者しやシアン・パイルの正体を探ることもできたのだし、スカッシュ・ゲームに凄すさまじい高得点を刻んだプレイヤーの名前を調べることも、あるいは楓フウ子コや謡ウタイたちが梅郷中ネットに接続するための遠えん隔かくアクセスゲートを設置することもできたのだ。

　しかし黒雪姫は、梅郷中ローカルネットの防衛以外の目的では──試しにネームタグの名前を書き換えてみた時を除いて──ＳＳＳオーダーの使用を極きよく力りよく避さけてきた。単純に恐ろしかったという理由もあるし、グラファイト・エッジの過保護ぶりに「なにくそ」と思ったからでもある。

　だがいまは、その禁を破っても許されるだろう。恵メグミのために……そしてレギオンの仲間たちのために。

「ったく……どんだけめくっても秘密の多いオンナだなぁ、黒クロ雪ユキ」

　そんなニコのコメントに、

「ま、がんばって最後までめくってみてくれ」

　と答え、黒クロ雪ユキ姫ヒメは前方を見据えた。車列の彼方かなたに、グリーンの大型車両──若ワカ宮ミヤ恵メグミが乗っているはずの循じゆん環かんバスが、ちらりと見えた。
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　ブレイン・バーストのエリア境界線は、もちろん現実世界で眼に見えるものではないが、ほとんどのバーストリンカーはラインが視界にＡＲ表示されるように、ニューロリンカーのナビ機能をカスタマイズしている。

　ハルユキも例外ではなく、バスの大きなフロントウインドウ越しに、近づいてくる赤い光のラインがはっきりと見えた。

　明めい治じ通りと外がい苑えん西にし通りが交わる天てん現げん寺じ橋ばし交差点。あそこを越えれば、バスは港みなと区第三エリアへと突入する。

　鼓こ動どうをペースアップさせようとする心臓をなだめながら、ハルユキはヘッドレストの隙すき間まから後席の楓フウ子コに訊たずねた。

「師し匠しよう、領土戦はどのタイミングで始めるんですか？」

「そうね……」

　さらさらしたロングヘアを揺ゆらして軽く首を傾かしげると、楓子は言葉を続けた。

「領土戦では、リアルでの居場所にかかわらず初期配置はマップの東西南北どこかの端はしになるから、境界を越えた瞬しゆん間かんに始めても問題はないんですが……ただ、こちら側で少しでもエリアの雰ふん囲い気きを感じておくのも無む駄だではありませんからね。それでは、せっかくですから明治通りの起点である古ふる川かわ橋ばし交差点まで行ってから始めましょうか」

「了解です」

　頷うなずき、再び前を見る。

　数十秒後、バスはハルユキたちにだけ見える真しん紅くの光のラインを越えて、港区第三エリアへと突入した。

　グローバルネット接続を切っているので、すぐに何が起きるわけでもない。それでも、まるで空気の色や温度までが変わってしまったかのような感覚が訪れ、ハルユキはシートの座面を強く摑つかんだ。

　乗り合わせていた老婦人三人組は次の光こう林りん寺じ前まえ停留所で降りたので、自動運転バスの車内にいるのは完全に攻こう撃げきチームの十四人だけとなった。

　ハルユキとチユリの前にはタクムと累ルイが、通路を挟はさんだ向かい側にはプチ・パケ三人組と綸リンが座っている。ひとつ後ろの席には楓フウ子コと謡ウタイ、その向かい側にあきら。そして最後部のベンチシートには、元プロミネンスの《三獣士》──パドさんとカシス・ムース、シスル・ポーキュパインが並んでいる。

　初対面の二人のリアルはなかなかに加速世界のイメージとマッチしていて、カシスは大柄で木ぼく訥とつとした雰ふん囲い気きの中学三年生、シスルは小柄ではしっこい感じの中学一年生。ハルユキはいつもの人見知りモードが発動してしまってあまり会話できていないが、あきらや謡たちは移動中、あれこれと情報交換していたようだ。作戦が終了したら杉すぎ並なみエリアに戻って打ち上げを──会場はもちろん有アリ田タ家──する予定なので、その時に話しかける機会もあるだろう。

　そう、もうすぐ始まる戦いは、ハルユキがバーストリンカーとなって以来最大のミッションだが、決して最終決戦ではない。加速研究会の悪事を暴き、ニコの強化外装を取り戻し──そしてウルフラム・サーベラスを解放するための、最初の一手なのだ。

　──待っててくれ、サーベラス。君を苦しめる《災さい禍か》から、僕が必ず解き放ってみせる。クロム・ディザスターになってしまった僕を、たくさんの人たちが助けてくれたみたいに、次は僕が、君を。

　バスの車内に、合成音声のアナウンスが響ひびいた。

『次は古ふる川かわ橋ばし、古川橋。白しろ金かね高たか輪なわ駅においでの方は、こちらでお降り下さい』

　スピーカーが沈ちん黙もくするやいなや、後席の楓子が立ち上がり、毅き然ぜんと叫んだ。

「みんな、グローバル接続用意！」

　楓子を含めた全員が、さっとニューロリンカーに触ふれる。

「接続完了後、わたしが即座に加速し、オシラトリ・ユニヴァースに領土戦を挑みます。ここまで来たら、わたしからみんなに言うことはたったひとつ……勝ちますよ！」

「「「おー!!」」」

　全員が力強く応じると、楓子は再び座席に腰を下ろした。ハルユキもしっかり背中をシートに押しつけ、加速に備える。

　バスはゆるやかに左へターンし、古川橋交差点に近づく。傾き始めた日差しが、正面にそびえる高層マンションの無数の窓にきらりと反射する。

　真後ろで、再び、声。

「カウントします！　五、四、三、二、一……接続！」

　ハルユキがぐっとニューロリンカーの物理スイッチを押し込み、視界にグローバルネットへの接続を知らせるアイコンが点灯した、次の瞬しゆん間かん。

「《バーストリンク》!!」

　まず楓子が叫び、その直後。

　バシイイイイッッ!!　という冷たく乾いた加速音が、ハルユキを後ろから追い越し、運命の戦場へと飛び立たせた。
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　デュエルアバター《シルバー・クロウ》の両足がステージの地面に触ふれた瞬しゆん間かん、ハルユキはぐるりと体を一回転させ、状況を確認した。

　夜だ。

　墨すみ色いろの空には星ひとつ見えないが、サーチライトのような薄うす青あおい光が幾いく筋すじも垂直に立ち上り、分厚い雲を照らしている。その光源である建物群は全すべて青黒い金属光こう沢たくを持ち、巨大な刃にも似た装飾が壁を取り巻く。地面は複雑な形のタイルに隙すき間まなく覆おおわれ、植物はまったく見当たらない。

「……ま……」

　口を開きかけたその時、強きよう烈れつにうるさいエンジン音と、それよりやかましい叫び声がハルユキの言葉を遮さえぎった。

「ヘイ、ヘイ、ヘエエエエエイ!!　《魔ま都と》ステージたぁなかなかのグッド・チョイスだぜ！少なくとも《砂漠》やら《大海》に比べたらギガ・マッシングだぜぇぇぇ──ッ!!」

「マッシングって何でヤンスか、アニキ？」

「噓うそだろウー、オリにも解わかるぜそんくらい！　『マシ』ってことっスよね、アニキ！」

「あいたー、そのまんまでヤンスか！」

「………………」

　二秒ばかり思考停止してしまってから、ハルユキはぶんぶんと頭を振って状況確認を再開した。

　ステージ属性は、《アニキ》が言ったとおり《魔都》だ。通常対戦と領土戦ではずっと夜で、建物はほぼ破は壊かい不能と思っていいくらいに堅いが、毒だの虫だの落とし穴だのといった厄やつ介かいなギミックは存在しない。

　現在位置は広い道路がクロスする交差点の真ん中で、ハルユキの前方には夜空を貫つらぬくような高層ビルがそびえ立ち、後方には恐らく高速道路と鉄道の高こう架かであろう鋼こう鉄てつの空中回廊が平行して走っている。

　周囲に存在する人影は、少し離はなれた場所でショートコントっぽい会話を繰くり広げている三人組のみ。ネガ・ネビュラスの領土攻こう撃げきチームは総勢十八名のはずだが、他のメンバーは視界内には見つけられない。

　これはまさか、オシラトリ・ユニヴァースの防衛チームがたった四人だけで、攻撃チームはその人数に合わせて削られてしまったのだろうか……と考えてからすぐに否定する。その場合は、レベルが高いメンバーから順に選抜されるルールなので、レベル８の楓フウ子コやパドさんを差し置いてレベル６のハルユキが選ばれるはずがない。視界上部の体力ゲージも、左上にハルユキたち四人のものが表示されているだけで、右上は完全な空白だ。

　不可解な現状を相談しようと、ハルユキは三人組に歩み寄った。

「あの、アッシュさん……」

　呼びかけた途と端たん、ど派手なアメリカン・バイクにまたがるアッシュ・ローラーが、両手の人差し指をハルユキに向けながら叫ぶ。

「ヘイ、いよいよブックナンバーだな、カラス野郎!!」

「ぶ、ぶっくなんばー？　何ですかそれ？」

「おいおいロングな付き合いだろ、アンダスタれよ！　ブックは『本』、ナンバーは『番』、合わせて『本番』にキマッテリングだろーが！」

「……絶対チガッテリングだし……。──っていうか、そんなこと言ってる場合じゃなくてですね！　なんか僕たち四人しかいないし、他の仲間や敵側のゲージも見えないんですけど、これってどういうことでしょう？」

　いつものパターンならば、ここでようやく異常に気付いたアッシュが「マジリアリー!?」と大おお騒さわぎするところだが、今回は違った。突き出したままの人差し指をくるくる回し、髑どく髏ろフェイスにニヤリと笑みを浮かべたのだ。

「さてはクロウ、オマエ大規模な領土戦はこれがファースト体験だな？」

「き、決まってるじゃないですか。ネガ・ネビュラスはいままでずっと一ケタ人数だったんですから」

「オーケーオーケー。ウー、オリー、この初心者ガラスに説明してやんな」

「がってんでヤンス！」

　アッシュの指示に威い勢せいよく答えたブッシュ・ウータンが、ゴリラっぽい右腕でゴリラっぽい胸板をどんと叩たたいてハルユキの前に進み出た。

「えーとですねクロウさん、参加者が合計二十人以上の大規模な領土戦は、ルールがちょっとだけ変わるんでヤンスよ。初期配置は三、四人ずつのチームで分散しますし、味方や敵の体力ゲージも、接近してるヤツのしか表示されないんでヤンス」

　ウータンが口を閉じると、隣となりに立つオリーブ・グラブが、濡ぬれたような光こう沢たくのある濃緑色の装甲にビルの明かりを反射させながら付け加える。

「でも慌あわてる必要はないッスよ。両チームが東西か南北に分かれて配置されるのは一いつ緒しよッスから、オリたち以外の人たちも、この近くに出現してるはずッス。中央に向けて移動しているうちに合流できるッスよ」

「な、なるほど……説明ギガ・サンキューです……」

　ぺこりと頭を下げてから、ハルユキはどうしても気になったことを訊たずねた。

「っていうか、オリーブさんて、前に会った時は一人称《オレ》じゃなかったですっけ……？　いつから《オリ》に……？」

「オリョリョ、気付いてくれたッスか」

　シンプルな楕だ円えん形けいのフェイスマスクをにかっと綻ほころばせ、オリーブは頷うなずいた。

「なんつーか、オリってアニキやウーに比べるとキャラが薄うすかったっショ？　ＩＳＳキットにウーより深く侵食されちまったのはそれが理由かもって思って、これからはどんどんキャラを立てていくつもりなんッス！」

「な、なるほど……納得しました……」

　再び頷き、ひとまず状況把は握あくを完了したハルユキは、再び周囲を見回した。

　言われてみれば、作戦前のブリーフィングで、『もし他のメンバーと離はなれた場所に出現した時は、目に付いた《拠きよ点てん》を占領しつつ中央を目指すこと』と指示された記き憶おくがある。そんなことは起きないだろうと思っていたのだが、どうやら最初はこの四人で動かなければならないようだ。

「じゃあ、急いで移動しましょう、アッシュさん」

　そう言いながら歩き出そうとしたハルユキだったが、アッシュは両腕を胸の前で組み、突き出した人差し指をちちちと左右に振った。

「そう焦あせるなよ、クロウ。まずはディープ・ブレスしてみな」

「へ……？　は、はい……」

　珍めずらしく正しい英語で指示されれば、嫌いやだとは言えない。再び直立し、背せ筋すじを伸ばして、ウータン、オリーブと一いつ緒しよに両手を広げながらすううう、はあああと深呼吸する。そのあいだにも、アッシュは落ち着いた声で語り続ける。

「……俺とウーとオリーは、全員ＩＳＳキットに寄生されて、ギガ・テリブルな目に遭あった。でも、こうしてレギオンを移い籍せきしてまで今回のミッションに参加させて貰もらった理由は、決して加速研究会の奴やつらにリベンジかましたいからだけじゃねえ」

「…………」

　深呼吸を続けるハルユキを正面から見据え、髑どく髏ろライダーは独白を続けた。

「俺は、ただフツーに、対戦すんのが好きなんだよ。もちろん、あれこれ目標はあっけど……何かのためってよりも、一回一回の対戦で真っ赤にヒートできりゃあそれでいいんだ。バット、研究会の奴らに好き勝手にさせてたら、そのうちマトモな対戦なんざできなくなっちまうからな……俺が好きなモンを守るためにネガビュの奴らが戦うってんなら、黙だまって見てるわけにゃいかねーだろ？　だから俺はここに来た。でもな……」

　いつしか深呼吸することも忘れていたハルユキの胸に、次のアッシュの言葉は深々と染しみ入った。

「俺はここでも、自分を曲げる気はねーぜ。何が起きようと、対戦に恨うらみだの、憎にくしみだのを持ち込むつもりはねえ。ただ真っ赤に燃えて戦うだけだ……アーユー・アンダスタン？」

「…………ええ、よく解わかりました」

　ぐいっと頷うなずき、ハルユキは答えた。

「大切なのは、加速研究会との因いん縁ねんに縛しばられずに、この戦場で自分の全部を燃やし尽つくすこと……それを忘れちゃダメですよね」

「グッド・アンサーだぜキャラス野郎！」

　人差し指を引っ込めたアッシュが代わりにビシッとサムズアップし、ウータンとオリーブもぐっと右みぎ拳こぶしを握にぎった。

　そう、これは重大ミッションであると同時に、ブレイン・バーストの領土戦争なのだ。ならば、アッシュのように戦いを楽しむ……ところまでは行けずとも、しっかり地面に足をつけて、周りをよく見て、いつものように戦えばいい。考えてみれば、まだ自分たちが港みなと区第三エリアのどこに出現したのかも解わかっていないではないか。

「まずは、現在位置を確認してきます！」

　叫び、ハルユキは最も寄よりの高層ビルへと走った。ビル本体は硬すぎて簡単には壊こわせないが、敷しき地ちを囲む槍やりのような鉄てつ柵さくなら。

「う……りゃあ！」

　三連続の回し蹴げりで黒い鋼こう鉄てつの柵を十メートル以上もなぎ倒たおし、必殺技ゲージを三パーセントほど溜ためると、背中の翼つばさを展開。思い切りジャンプしながら金属フィンを振動させ、一気に高度三十メートルほどにまで上昇する。

　ホバリングしながらぐるりと周囲を見回すと、高速道路と鉄道の高こう架かの向こうに幅広の運河、その向こうには海であろう黒々とした水面、更さらに遠方には魔ま王おうの城の如ごとき宮殿と大型の観覧車がそびえる埋うめ立たて地ちと、そこから伸びる、大おお槍やりを連ねたような橋が見えた。

　あの埋立地はお台だい場ばで、橋はレインボーブリッジだ。ということは現在位置は、港区第三エリアの南東の端はし。

　そこで必殺技ゲージが尽きかけたので、滑かつ空くう降下を開始。地面の寸前で最後の推力を消費し、すたっと降り立つと、ハルユキは叫んだ。

「解りました、ここは天てん王のう洲ずアイルの少し北側です！」

　暗記してきた地図を脳裏に展開しながら、西を指さす。

「こっちに行くと品しな川がわ駅、その向こうがエリア中心部！」

「よっしゃあ！　そんじゃ、チーム《ラフバレー・ローラーズ・プラスワン》、作戦開始だぜ！」

　アッシュが派手にエンジンを空から吹ふかしすると、ウータンとオリーブが声を揃そろえて「ラジャー！」と応じた。

　…………え、そのチーム名、決定なの？

　と思いつつも、少し遅れて「ラジャー」と言うしかないハルユキだった。
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　小オ田ダ切ギリ累ルイ／マゼンタ・シザーは、領土戦争の経験がない。

　今日初めてレギオンというものに参加したのだから当然と言えば当然だが、初心者だからといって足を引っ張ることのないように、ルールやノウハウについてはきっちり予習してきた。

　領土戦というのは、要は《拠点フツトホールド》の取り合いだ。

　空中に浮かぶ金属リングといった外見の拠きよ点てんは、その内部に立っているデュエルアバターの必殺技ゲージをチャージしてくれる。しかしチャージ機能をオンにするにはまず《占領》する必要があり、それには金属リングの下で三十秒待機し続けなければならない。

　この三十秒が短いようでとんでもなく長いのだ、と累やショコラたちに領土戦のレクチャーをしてくれたスカイ・レイカーたちは言っていた。確かに、周囲に障害物が何もない場所で、敵の猛もう攻こうをしのぎながら三十秒立ち続けるのは想像しただけで辛つらそうだ。装甲の薄うすいマゼンタ・シザーでは、恐らく占領役は務められないだろう。

　ならば、累の役目は、占領役のアバターをしっかり守り抜くことだ。そのためには、普ふ段だんは極きよく力りよく使用を避さけているアビリティを、序じよ盤ばんから出し惜おしみせずに使っていく必要がある。

　──今日は頼たのむわね。

　心の中でそう呟つぶやきながら、両腰に装備された一対の大型ナイフを撫なでた、その時だった。

「──やっぱり、すぐ近くには誰だれもいないみたいだね」

　そんな言葉とともに、大柄な近接系アバター──シアン・パイルが小走りに近づいてきた。累の隣となりできょろきょろあたりを見回していた小柄な防御系アバター、ライム・ベルが、魔ま女じよのようなとんがり帽子を傾けながら答える。

「だいぶ広めの分散配置になっちゃったみたいねー。そんじゃ、作戦どおり、この三人だけで中央を目指すとしますか」

「うん、そうだね」

　頷うなずくパイルに続いて、累も「了解」と短く答えた。

　三人が出現したのは、港みなと区第三エリアの北東部、ゆりかもめ芝しば浦うらふ頭とう駅のすぐそばだ。眼前の道路を西に進めば一キロほどでＪＲの線路にぶつかり、それを越えればエリア中心部。敵もそろそろ移動を始めているだろうから、最重要の《要塞拠点ストロングホールド》を取られる前に中央に辿たどり着かねばならない。

　シアン・パイルを先頭に三角形のフォーメーションを作り、無人の幹線道路を走り始める。《魔ま都と》は暗くて静かで清潔なので累が好きなステージの一つだが、タイル貼ばりの硬い地面に足音がよく響ひびくのが難点と言えば難点だ。

　パイルのがしゃっ、がしゃっという重々しい足音と、ベルのてこてこてこというリズミカルな足音を聞いていると、不意にいままで何度か感じた疑問、というか興味が湧わき起こり、累ルイは口を開いていた。

「いまのウチに、ひとつ訊きいてもイイかしら」

「なんでもどーぞ！」

　朗ほがらかに答える《時計の魔女ウオツチ・ウイツチ》を横目で見て、直接的な質問を投げ掛ける。

「アナタとパイルは、リアルで付き合っているの？」

　途と端たん、前を走るシアン・パイルがずるっと足を滑すべらせ、「おわわわわ」と両手を振り回して辛からくもバランスを取り戻した。いっぽうベルのほうは、見た目には平然と両足を動かしながら、「そぉ来たかぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」と唸うなり声を上げる。

　ネコのようなアイレンズで一いつ瞬しゆんパイルの背中を見てから、ベルは逆に質問を返してきた。

「マゼンタさんは、どうしてそう思ったの？」

「ええと……」

　確かになぜそう感じたのだろう、と自分の思考をトレースし、答える。

「……リアルのアナタたちを見ていて、何となく……かしらね。ソレと、デュエルアバターのフォルムも」

「アバターのフォルムぅ？　共通点なんかぜんぜんないのに？」

「アラ、あるわよ」

　くすっと微笑してから、累はベルの左手に装備されたハンドベルを指さした。

「アナタもパイルも、片手に大型の強化外装を装備してて、シルエットが左右非対称アシンメトリーでしょ？　相性が良さそうだわ」

「そ、そう来たか……」

　再び唸ると、ベルは左腕を持ち上げ、いままでは固定していたらしいベル内部の振り子クラツパーを軽く鳴らした。りーん……と尾を引くかすかな音に耳を傾けるようにしながら、静かな声で呟つぶやく。

「うーん……正確には、付き合ってた、かな。でも……それも、ほんとうにそうだったのかどうか……あたしは、タッくんのこと、ちゃんと見てあげられなかったから……」

　前方を走るパイルの大きな背中が、少しだけ揺ゆれる。しかし彼は無言で足を動かし続ける。

「……アナタたちとクロウは、幼おさな馴な染じみなんだっけ？」

　今度の問いには、ベルはすぐに頷うなずいた。

「うん、そう。ほとんど、生まれてすぐの頃ころからだよ」

「じゃあ、ワタシとアボよりも長いワケね……。そんなに長いあいだ近くにいても、見えないモノもあるのかしら……」

「付き合いの長さとか、物理的な距きよ離りとかじゃないな……って、あたし、最近思うんだ」

　累を見上げると、ベルは小さな、どこか哀あい切せつな色合いの滲にじむ笑みを浮かべた。

「むしろ、いつも近くにいるとだんだんそれが当たり前になって……自分が手にしているものが、ほんとはどんなに儚はかなくて貴重なのか、解わからなくなっちゃうのかも、って。だから、あたし、ブレイン・バーストにはほんとに感謝してるんです。壊こわれかけたあたしとタッくん、ハルの輪をもういちど繫つないでくれたから。もちろん、加速世界も永遠には続かないのかもしれない……黒クロ雪ユキ姫ヒメ先輩がゲームをクリアすればなくなっちゃうのかもしれないし、いつかあたしたちが大人になって、加速しなくなる日が来るのかもしれない。でも、だからこそ、あたしはいまここにあるものを……ネガ・ネビュラスと、たくさんの友達と、加速世界そのものを守りたい。そう思ってます」

　これまでのライム・ベル──倉クラ嶋シマ千チ百ユ合リとの会話の中では最大級に長い言葉だったが、彼女の意思は累ルイの胸に深く染しみ込んだ。

　累は、ＩＳＳキットを使って加速世界の既存秩ちつ序じよを破は壊かいしようとした。だがそれも、最初の望みは守りたかったからだ。アボカド・アボイダのような、ただポイントを搾さく取しゆされて消えていくだけの弱いバーストリンカーを守りたい。格好いい外見も、強力な技や強化外装を持たずに生まれてきた者たちでも堂々と生きていける世界にしたい。そう思ったから、累は強い力を求めた。

　でもその行いは、二重に間違っていた。

　ＩＳＳキットは、デュエルアバターの能力格差を是ぜ正せいしてくれるだけの代しろ物ものではなかった。累を含めた装着者の精神を汚染し、無限に自己増殖しようとする邪じや悪あくな寄生生物だった。

　そして、もうひとつの、より大きな過あやまちは……累が盲もう目もく的てきに是正しようとした格差や不公平が、加速世界に本当に存在するのかどうか、長い間疑いすらしなかったこと。

　それに気づかされたのは、無制限中立フィールドでブラック・ロータスやシルバー・クロウと戦ったから──それ以上に、ショコラ・パペッターとアボカド・アボイダの対戦を見たからだ。

　アボカドの戦いぶりは、累の予想を遥はるかに上回って勇ゆう敢かんで、粘り強くて、立派だった。対戦そのものは、ここまでと判断した累の判定によりアボカドのＴＫＯ負けとなってしまったが、あそこから続けさせていれば万に一つの逆転勝利さえあったかもしれない。

　そう……アボカド・アボイダを搾取されるだけの弱者なのだと決めつけていたのは、累自身だ。アボカドにはアボカドなりの強さと誇ほこり、そして潜在能力ポテンシヤルがある。いまさら《同レベル同ポテンシャルの原則》を信じられるほど無邪気にはなれないけれど、アボカド・アボイダに強くなりたいという意志があるのなら……そして累以外にもアボカドを鍛きたえ、導き、ともに笑い、ともに戦ってくれる多くの仲間たちがいれば、いつかショコラや、シルバー・クロウや、あるいは累に勝てるようになるのかもしれないのだ。その可能性だけは累にも、誰だれにも否定できないし、その可能性があるのなら累は、いちどは自みずから壊そうとしたこの世界を、今度は守らねばならない。

「……そうね……ワタシにも夢がある、いいえ、夢ができたわ」

　呟つぶやくと、ライム・ベルが大きなアイレンズをまっすぐ累ルイに向けてきた。強い視線を受け止めながら、累は言った。

「ワタシは、ワタシのせいで辛つらい思いをさせてしまった世せ田た谷がやエリアのバーストリンカーたち……メロン・スプリッター、テラコッタ・ボウル、マッド・ハリバット、ヘイ・サイキダイ、ハニー・ビー、バター・バー、アーモンド・アーチン、トープ・モール、ピメント・アント、ピューター・グッピー、コーン・コーン、メドー・シープ、そしてアボカド・アボイダに一人ずつキチンと謝って、もし許して貰もらえるなら、もういちど……今度は楽しいことを探すタメに、一いつ緒しよに戦いたい」

「いいね！」

　即座に答えたライム・ベルは、大きく明るい笑みを浮かべて言った。

「その人たちもレギオンに誘さそってさ、世田谷第二から第四エリアまでドーンと領土宣言しちゃえばいいよ。グレウォが攻めてくるかもだけど、あたしたちもばっちり防衛手伝うからさ！」

「そのトキは、よろしく」

　ベルがあっけらかんと口にした未来図に苦笑しつつも、累は頷うなずいた。最初の質問はいつの間にかどこかに行ってしまったが、これ以上掘り返すのは野や暮ぼというものなので、いまはここまでにしておくことにする。

　前を走るシアン・パイルの背中にはどこかほっとしているような気配が漂ただよっていて、それが少しおかしくて累は再び微笑ほほえんだ。いつの間にか前方には、ステージを南北に貫つらぬく鋼こう鉄てつの線路群が姿を現していた。
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「……あのさあカッシー、大規模領土戦の分散スタートって、グループ分けはランダムなんじゃなかったっけ？」

《三獣士トリプレツクス》シスル・ポーキュパインの質問に、カシス・ムースは巨大な角を左右に振り動かした。

「いや、完全なランダムではなかったと記き憶おくしている。それまでの対戦歴やタッグ歴、それにリアルでの所在地が加味された分け方になる……はずだ、確か」

「はー、なるほどね。そんなら、オレたちが固まってるのも納得だし」

　背中の毛皮を夜風になびかせながら頷くシスルから視線を外し、美ミ早ハヤは《魔ま都と》ステージの暗い空を見上げた。

　美早にとっても、両軍の参加者が二十人を超える大規模領土戦は久しぶりだ。考えてみれば、まだ初代赤の王に率いられていた頃ころのプロミネンスで、二、三度経験して以来かもしれない。分散配置になることは予想していたが、ブラッド・レパードの強化された視覚でも他の仲間たちを発見できないほど離はなれてしまうとは思わなかった。

「どーするし、パド？　味方を探すか、中央に行くか」

　シスルに訊きかれ、一秒考えて決断する。

「中央。敵より先に要よう塞さいを押さえたい」

「よっしゃ、Ｋだし！」

「了解した」

　シスルとカシスが同時に答え、三人は高速道路の高こう架かをくぐって西へと走り始めた。

　魔ま都とステージは破は壊かい可能オブジェクトが少ないと言われているが、ハイランカーにとってはその限りではない。広い道路の両側に並ぶ石柱や鉄てつ柵さくを、美ミ早ハヤは両手の鋭するどいかぎ爪づめで、カシスはドーザーブレードのような角で、シスルは体を丸めた高速回転体当たりで片かた端はしから粉ふん砕さいしていく。

　三人の必殺技ゲージがある程度溜たまったところで、同時に叫ぶ。

「《シェイプ・チェンジ》!!」

　三つのアバターが光に包まれ、美早はしなやかな豹ひように、カシスは[image: 逞]たくましいヘラジカに、そしてシスルは敏びん捷しようなヤマアラシに変身。それまでの三割増しのスピードで、三匹の獣けものは真夜中の道路を疾しつ駆くする。

　この領土戦、美早たちは助っ人的な立ち位置ではあるが、決して無関係なオブザーバーではない。白のレギオン、いや加速研究会には、黒の王に勝るとも劣おとらない因いん縁ねんが美早にはあるのだ。

　二十日前のミッドタウン・タワー攻略作戦に於おいて、美早は永遠に守ると誓ちかったニコ──赤の王スカーレット・レインを目の前でブラック・バイスに拉ら致ちされ、それを追って研究会の本ほん拠きよ地ちに乗り込んだものの、バイスの隔かく離り型がた心意技《八面断絶オクタヘドラル・アイソレーシヨン》を破壊できず、眼前で赤の王の強化外装《インビンシブル》のパーツを四つも奪うばわれるという屈くつ辱じよくを味わった。

　シルバー・クロウの頑張りもあって、パーツは三つまで取り戻せたが、まだ背面スラスターが奪われたままだ。しかもスラスターは、ＩＳＳキットによって集積された膨ぼう大だいな負の心意を注がれて《災さい禍かの鎧よろいマークⅡ》へと変質してしまい、それを白の王ホワイト・コスモスはこともあろうに『大切な希望』と表現した。

　今日こそ、絶対に取り戻す。そして加速研究会と白の王の企たくらみを粉々に嚙かみ砕くだく。

「……グルッ！」

　我知らず喉のどの奥から猛もう獣じゆうの唸うなり声を漏もらし、美早はいっそう力強く路面を蹴けり飛ばした。
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「ふええ～、暗いよ～、硬いよ～、怖いよ～」

　黒々とした鉄柱をぽかぽか殴なぐりながら泣き言を漏もらす結ユ芽メ──プラム・フリッパーに、背後から聖サト実ミ──ミント・ミトンが呆あきれたような声を投げ掛けた。

「あのなー、暗いステージなんか他にもいっぱいあるだろ。つか、そんな硬そうな柱、あたしらに壊こわせるわけないだろー」

「だって～、必殺技ゲージ溜たまってないと不安なんだもん」

「だからユメ、じゃなくてプラムも格かく闘とうの練習しようって普ふ段だんから言ってるじゃん。ウメボシの種飛ばすのもいーけどさ、やっぱ対戦の基本はパンチとキック……」

「ウメボシの種じゃないですぅー！　プラム・シードですぅー！」

「英語で言っただけじゃんか！」

　黙だまっているといつまで続くか解わからないので、志シ帆ホ子コはため息交じりに割り込んだ。

「ほら、二人とも、そろそろ移動しますわよ」

「え……クロウたちを待たないの、チョコ？」

　聖実の言葉に、胸中の迷いと恐れを振り切る勢いで頷うなずく。

「そうですわ。たぶん、わたくしたちの出現位置がいちばんステージ中央に近い……なら、敵より先に要塞拠点を押さえるチャンスですわ！」

「そ、それはそうかもだけど、私たちだけで敵に遭そう遇ぐうしちゃうかも……」

　今度は結芽が不安そうな声を出すが、すかさず言い切る。

「そんときはそんときですわ！　戦う前からビビってたら、勝てる勝負にも勝てませんわよ！」

「こいつー、昨日ソロ対戦で勝ったからって調子乗ってんなー」

　聖実は尚もぶつぶつ言ったが、すぐに大きな手袋を嵌はめた両手を打ち合わせ、頷いた。

「でもまあ、確かにチャンスっちゃーチャンスだよな。結芽、港みなと区第三エリアの真ん中って、このすぐ先なんだろ？」

「たぶんねー。あの駅ビルの向こうだと思う」

　結芽が、遠えん隔かく型がたらしいほっそりした右手で、南側に黒々とそびえ立つ高層ビルを指さす。

　三人が出現したのは、二〇二〇年の東京オリンピックに合わせて開業した山手やまのて線高たか輪なわ駅のホームだ。もちろん魔ま都とステージの意い匠しように合わせてサイファイ・ノワールなデザインに変へん貌ぼうしているが、タイル貼ばりのホームの下には銀色の線路が青白く光っている。

　頷き合った三人はホームから飛び降りると、刃のように鋭するどい線路をぴょんぴょんまたいで併走する第一京けい浜ひん道路に出た。

　片側三車線の広い国道の向こうにも大きなビルが立ち並んでいるが、それらの奥でぼんやりと青い光が揺ゆれているのが見える。恐らくあの光が──

「要塞拠点……かな。近いね」

　聖実の囁ささやき声に、志帆子と結芽も無言で頷く。

　いまのところ周囲に他のバーストリンカーの気配はない。視界右上に敵の体力ゲージも表示されていない。

「……よーし、わたくしたちで先に要よう塞さいを占領して、クロウたちが追いつくまで守り続けますわよ！」

　抑えた声で二人に指示し、志シ帆ホ子コは再び走り始めた。

　ショコラ・パペッターがレベル５、ミントとプラムが４という、恐らくこの戦場では戦力的にいちばん下であろうチームだが、要塞拠点さえ占領できればそう簡単に負けるつもりはない。

　拠点が必殺技ゲージをチャージし続けてくれるなら、チョコレート製の自動戦せん闘とう人形である《チョペット》を無限に作れる理り屈くつだ。そこに聖サト実ミの近接攻こう撃げきと結ユ芽メの遠えん隔かく攻撃が加われば、容易には破れない防御陣地を敷しけるはず。

　しかし逆に、拠点が先に占領されていたら、この三人で近づくのは自殺行為だ。その時はおとなしく撤てつ退たいし、味方の到着を待つしかない。

　つまり、できるだけ速く、できるだけ静かに近づく必要がある。

　硬い地面に響ひびく足音を可能な限り抑えながら国道を渡った三人は、ビルとビルの隙すき間まから更さらに西へと移動した。

　すぐに、行く手にうっそうとした森が見えてくる。木々もまた金属光こう沢たくを帯び、枝や葉は武器のように尖とがっている。

　そして、その森の中央に、あたかも邪じや教きようの神殿のようなおどろおどろしい建築物がそびえていた。

　巨人の剣を無数に重ねたような壁や屋根のあちこちで、青い篝かがり火びが不ふ吉きつに揺ゆれる。周囲にも無数の鋭するどく尖った鉄柱が列をなし、侵入者を威い嚇かくする。もしこれが他のゲームなら、間違いなくボスモンスターの住すみ処かであろう雰ふん囲い気きだ。

「……あの建物、現実世界だと何なんだろ……？」

　聖実が囁ささやくと、博識の結芽が答えた。

「たぶん泉せん岳がく寺じだね……赤穂あこう浪ろう士しのお墓があるとこ……」

「うへえ、吉き良ら上野こうずけの介すけのオバケが出てきたらどーしよ」

「あのねえ、それは赤穂浪士に討うたれたヒトだよー」

　放ほうっておくといつもの掛け合いが始まってしまうので、咳せき払ばらいで中断させると、志帆子は言った。

「いまはオバケより敵のほうが怖いですわ。気配は感じません？」

「いまのとこは」

「だいじょぶそう」

　二人の答えに、こくりと頷うなずく。

「なら、行きますわよ」

　道路から森に足を踏ふみ入れながら視界上部のタイムカウントを一いち瞥べつすると、早くも三分近くが経過している。

　港みなと区第三エリアは東西が約三キロ、ということはマップの端はしからこの泉せん岳がく寺じまでは約一・五キロ。途中の拠きよ点てんを占領しながらの移動では、どんなに急いでも四、五分はかかるはずだ。志シ帆ホ子コたちのように、何かの偶然で中央近くに配置されたチームがいない限り、拠点を占領するための時間はある。

　金属オブジェのような木々の下を小走りに進んでいくと、やがて木立が途切れ、視界が開けた。

　おどろおどろしい神殿の手前は、一辺三十メートルほどの正方形の広場になっていて、その中央に、これも四角い祭さい壇だんがあった。

　地面から五十センチばかり高くなった祭壇の中央には、複雑な模様を刻まれた金属リングが浮遊している。低い振動音と青い燐りん光こうを放ちながらゆっくり回転するリングこそが、領土戦ステージ中央に一つだけ存在する《要塞拠点ストロングホールド》だ。内部はまだ無人。

「おっしゃ、一番乗りだぜ！」

　小声で叫び、飛び出そうとする聖サト実ミを志帆子は反射的に引き戻しかけたが、思い直して自分も森から出た。この状況で敵の待ち伏せは考えられない。先に到着したのなら、何はともあれ拠点を占領しようとするはずだからだ。

　ダッシュする聖実を追って広場を横切り、祭壇に辿たどり着く。素早く頷うなずき交わし、三人同時に壇上に飛び乗ると、リングの真下に描かれた魔ま方ほう陣じんのような模様に足を踏ふみ入れる。

　途と端たん、リングが輝かがやきを増し、回転数も増加する。更さらに、周囲の三ヶ所に【30】のデジタル数字が表示され、それがピコン、ピコンと一秒ごとに減少し始める。ゼロになれば、占領が完了する。

「早く、早く！」

　数字を見上げながら足踏みする聖実の頭を、今度は遠えん慮りよなく摑つかむと志帆子はぐいっと前方に向けさせた。

「カウントを数えてるから遅く感じるんですのよ！　それよりは周囲の警戒ですわ！」

「わかったよう」

　頷き、聖実は広場の西側に眼を向ける。東はすでに結ユ芽メがチェックしているので、志帆子は南を注視する。すぐ北には破は壊かい不能の神殿があるので、そちらから攻こう撃げきされる恐れはない。

　眼はフィールドを警戒しつつも、ピコン、ピコンというサウンドに合わせて、声に出さずに数をかぞえることは止められない。二十三……二十二……二十……。

　事前のレクチャーでスカイ・レイカーに言われたとおり、たった三十秒が噓うそのように長い。いまにも南の入り口や東西の森から敵の集団が姿を現すような予感に囚とらわれ、呼吸が浅くなる。十五……十四……十三……。

　──やっぱり、結芽が言ってたみたいに駅で必殺技ゲージを溜ためてきたほうが良かったかも。でもそうしたら、ここに来るのが二分は遅れたし……。

　そんなことを考えながら、ようやく一ひと桁けたまで辿たどり着いた残り時間をカウントしようとした、その時。

　志シ帆ホ子コは、いつの間にか足あし許もとが白いもやに吞のみ込まれていることに気付いた。

　聖サト実ミと結ユ芽メも同時に地面を見下ろし、「何だこりゃ!?」「霧きり……？」と声を出す。しかし、魔ま都とステージにこんな地形効果はなかったはずだ。もやは三人の背後から押し寄せ、南へと流れていく。

　三人は、いちど顔を見合わせてから、ゆっくり北を向いた。

　すると、元は泉せん岳がく寺じの本堂だったのであろう漆しつ黒こくの神殿が、いつの間にか真っ白い霜しもに覆おおわれていた。もやは神殿全体から流れ落ち、地面を這はっている。つまりこれは単なる霧ではなく冷気。鋼こう鉄てつの神殿が、完全に凍こおり付いているのだ。

　カウントダウンがゼロになり、頭上のリングがひときわ激しい光を放つのと。

　ステージの地面が激しく震ふるえ、神殿全体に編み目のような細かいひび割れが走ったのはほぼ同時だった。

　直後、破は壊かい不能だとばかり思っていた鋼鉄の神殿が、無数の破片となって崩ほう壊かいした。轟ごう音おんが再び地面を震わせ、啞あ然ぜんと立ち尽つくす三人をよろめかせる。互いに手を取り合い、危うく転てん倒とうを回かい避ひした志帆子は、それに気付いた途と端たん、聖実と結芽の手を思い切り握にぎり締しめていた。

　崩壊した神殿の向こうに、誰だれか……いや何かが立っている。

　デュエルアバターだとは到底思えない。なぜなら、あまりにも巨大だからだ。

　身長、いや体高は三メートル近く、全長はその倍はあるだろう。極きよく端たんに前傾したフォルムは人よりも獣けものに近く、丸太のような両腕は地面に接している。頭部の形状は完全に肉食獣じゆうのそれで、両肩と額ひたいからは合計四本の角が長々と天を衝つく。おまけに、お尻しりからは長い尻尾しつぽまで伸びている。

　全身を包む重装甲は氷のように青白く、牙きばを生やした口からは冷気がもやとなって零こぼれる。恐らくは、あの獣が神殿を完全に氷結させ、しかるのちに体当たりで倒壊させたのだ。

「…………え、エネミー……なの……？」

　結芽が掠かすれ声で呟つぶやき、聖実が小さくかぶりを振った。

「まさかだろ……だってここ、領土戦ステージじゃん……」

「でも、あんなでっかいデュエルアバター、いるはずないよ……」

　結芽の言葉に、聖実はそれ以上反論しようとしない。志帆子も、有り得ないとは思いつつも口を開くことができない。

　志帆子の知る限り単体で最も大きいアバターは昨日戦ったばかりのアボカド・アボイダだが、それでも身長は二メートル半。対してあの白い獣は、立ち上がれば五メートルはあるだろう。野獣ワイルド級、いや巨獣ビースト級エネミーに迫せまるほどのサイズだ。もし本当に巨獣級なら、レベル４、４、５の三人など一いち撃げきで蹴け散ちらされてしまう。

　しかし、その時。

　白い獣けものの両眼が薄うす青あおく輝かがやき、同時に志シ帆ホ子コの視界右上に、新たな体力ゲージが表示された。

　体力はもちろん、必殺技まで満タンのゲージの下には、シンプルなフォントが白々と光っている。

【Ｇｌａｃｉｅｒ　Ｂｅｈｅｍｏｔｈ】。その横に──【Ｌｖ８】。

「──あれは敵のバーストリンカーですわ！　プラム、ミント、戦せん闘とう用意!!」

　志帆子が叫ぶと、聖サト実ミと結ユ芽メもさっと身構えた。しかし二人の両脚は小刻みに震ふるえている。無理もない。レベル８というのは、現在の加速世界では実質的な最上位。三人にとっては、大型エネミーとさほど変わらない相手だ。いや、逃げてもこの拠きよ点てんから引き離はなせないぶん、より脅きよう威い度どは高いかもしれない。

　だが、ここで占領したばかりの拠点をむざむざと明け渡しては、何のために領土戦メンバーに志願したのか……いや、ネガ・ネビュラスに入れて貰もらったのか解わからない。たとえ勝てないにしても、味方の誰だれかが追いついてくるまで時間を稼かせぐくらいのことはしなくては。

　ちらりと自分たちのゲージも確認する。拠点リングの効果によって、三人の必殺技ゲージはじわじわと増えつつあるものの、まだフルチャージには遠い。いっぽう敵のゲージは、神殿を丸ごと破は壊かいしたせいですでに満タンだ。チャージを待っていて必殺技の先制を喰くらうよりは、こちらから攻撃を──。

　瞬しゆん時じにそこまで考え、志帆子は《チョペット》を呼び出すべく大きく息を吸い込んだ。

　しかし技名を発声するより先に、白い巨きよ獣じゆうが大きくジャンプした。

　重量を感じさせないしなやかな動きで瓦が礫れきの山を飛び越えると、志帆子たちの陣取る拠点のすぐ北側に着地。同時に、ドラゴンの如ごとき口を動かす。

「おやおや……見慣れないお嬢じようさんたちですね」

「「しゃ……しゃべった!!」」

　聖実と結芽が同時に叫び、巨獣アバターはナイフのような牙きばの生えた口くち許もとに苦笑らしきものを浮かべる。

「いやいや、そりゃあ喋しやべりますよ。申し遅れました、私はオシラトリ・ユニヴァース所属、《七連矮星セブン・ドワーフス》の《グレイシャー・ビヒモス》……別名《くしゃみ屋スニージー》、あるいは《ハボクック》。以後御見知り置きを」

「「せぶ……」」

　再び何やら叫ぼうとする聖実と結芽の背中を、両手の人差し指の第二関節でぐりっとやって黙だまらせつつ、志帆子は挨あい拶さつを返した。

「ご……ご丁てい寧ねいに、どうもですわ。わたくしは、ショコラ・パペッターと申します。こっちがミント・ミトン、こっちはプラム・フリッパー。以後よろしくですわ」

　ぎこちないながらもどうにかまともな声を出せたが、内心では志シ帆ホ子コも二人と同じように絶叫したくてたまらない。

　グレイシャー・ビヒモス。その名前は、黒クロ雪ユキ姫ヒメから配布されたオシラトリ・ユニヴァースのメンバーリストにしっかり存在していた。しかも、ただのレギオンメンバーではなく幹部集団である《七連矮星》の一人。白のレギオンの幹部ということは、数少ないレベル８ｅｒエイターの中でも更さらに最強クラスと見て間違いない。

　拠きよ点てんリングの中に必死の思いで立ち続ける三人を高いところから見下ろし、グレイシャー・ビヒモスと名乗ったバーストリンカーはアイレンズを青白く光らせた。

「ふむふむ……聞き覚えありますね、その名前。確か、世せ田た谷がやのほうの小規模レギオンの方々では？　レギオン名は……ペチ・ポケとか言いましたか……」

「プチ・パケですわ！」

　思わず志帆子が訂正すると、巨きよ獣じゆうは二、三度頷うなずいた。

「そうそう、そうでした。そのパチ・ピケの皆さんが、どうしてまたこんな所に？」

「決まってるだろ！」

　今度は聖サト実ミが叫んだが、志帆子はその脇わき腹ばらを再びぐりっとやって黙だまらせた。

　──この人、プチ・パケの名前は知ってても、わたしたちがネガ・ネビュラスに移い籍せきしたことは知らない！

　となれば、ここはその誤解を引き延ばす一手だ。深く空気を吸い込み、毅き然ぜんと言い返す。

「ええ、決まってますわ！　わたくしたちも、いつまでも根無しレギオンじゃいられませんから、領土戦に打って出る前の景気づけに、最強レギオンで腕試しに来たんですわ！」

　それを聞いたビヒモスは、疑わしそうに眼を細めたものの、再び軽く頷いた。

「ほうほう、それは殊しゆ勝しような心がけですが、しかし正直ありがた迷惑ですね。私たちはいま大事な作戦の最中……まあ、それはいいでしょう。そういうことなら……」

　何やらぶつぶつ呟くと、ビヒモスは夜空を振り仰あおいだ。

「──《コンジール・レイ》」

　突然の技名発声に続いて、ビヒモスの額ひたいから生える二本の角のうち左側のものが青く輝かがやいたので志帆子たちはびくっと体を硬直させたが、真上に発射された水色の光線は、遥はるか上空の雲に突き刺さるとそこを数秒間青く光らせただけでそのまま消えた。

「……なんだろ？」

　聖実の囁ささやきに、結ユ芽メが答える。

「たぶん味方への合図ですわ。ここに呼んだのか、それとも……」

　もし招集のシグナルなら、志帆子たちの命は風前の灯ともしびだ。

　しかし顔の向きを戻したビヒモスは、やれやれとばかりに首を振ってから、相変わらず外見にそぐわない口調で言った。

「ではでは、私が少しお相手をして差し上げますよ。自分で言うのもなんですが、普ふ段だんは防衛に参加しない《七連矮星》と戦えるというのはとても貴重な経験です。ぜひ今後の成長の糧かてにしてください」

「──感謝いたします……わ!!」

　叫ぶと同時に、志シ帆ホ子コは両手を真後ろに突き出した。

　必殺技ゲージは、会話のあいだにフルチャージされている。それを全すべて使い──

「《カカオ・ファウンテン》!!」

　志帆子には見えないが、要塞拠点の後方には最大サイズのチョコレート池が出現したはずだ。しかしこの暗さでは、ビヒモスの位置からも地面の色に紛まぎれてよく見えないだろう。とは言え、チョコ池はあくまで前提技。空になってしまった必殺技ゲージが再びフルチャージされるまで、聖サト実ミと結ユ芽メに頑張ってもらわなくてはならない。

　志帆子のアクションを受けて、二人も動いた。

　まず結芽が左手を突き出すと、手首の球状装甲から、更さらに二つの小球が飛び出した。Ｙ字のシャフトで手首と繫つながったそれは、プラム・フリッパーの主武器であるスリングショットパチンコだ。小球を繫ぐゴム紐ひもを右手で引き絞ると、玉受けホルダー部分に赤紫色の輝かがやきが宿る。

「《シアナイド・ショット》!!」

　技名発声とともに、結芽が光弾を発射。ほんの十メートル先で静止するエネミー級の巨体を外すはずもなく、光弾は左肩の装甲に命中する。結芽はそこで手を止めずに、同じ技名を連呼しながら弾を発射し続ける。

　隣となりでは、聖実が大型グローブを装備した右手を固く握にぎり締しめる。ミントブルーの輝きをまとった拳こぶしを構え、技名発声。

「《メントール・ブロー》!!」

　腰の入ったフォームで空から撃うちされた右手から、透すき通ったミント色の拳型オーラが放たれ、これもビヒモスに命中。同色の光で巨体を包み込む。

　二人の必殺技を、グレイシャー・ビヒモスは防御も回かい避ひもせずに全すべて受けたが、体力ゲージはほとんど減っていない。しかしそれは想定の内。二人が使った技はダメージ目的の物理攻撃技ではなく、搦からめ手の弱体化デバフ技なのだから。

　結芽の光弾が青白い装甲に刻んだ五ヶ所のダメージ痕こんからは、薄うす青あおい煙が立ち上り始める。《シアナイド・ショット》は、敵の装甲に埋うめ込んだ弾──聖実いわく梅干しのタネ──から青酸ガスを発生させ、継続的な毒ダメージを与える技。そして聖実の《メントール・ブロー》は、錯さつ覚かくだが強きよう烈れつな冷感を与えて動きを止める技である。

　毒ガスに包まれたビヒモスの体力ゲージが、今度こそじりじりと減り始める。しかし巨きよ獣じゆうはまるで慌あわてる様子もなく、悠ゆう揚よう迫せまらぬ口調で言った。

「ほうほう、単なるダメージ技ではなく、デバフをかけてきたのはなかなかいい判断ですね。しかも装甲を貫通する必要のない毒ガス攻こう撃げきとは、ますますいい感じですよ。しかし……」

　長大な角の生えた頭を動かし、聖サト実ミをじろりと睨にらむ。

「そっちの子の冷気、いや冷感攻撃かな？　ともかくこれはちょっと頂けませんね。私が氷系のデュエルアバターなのは、名前からも外見からも明らかでしょう？　この程度の冷感では、私にはそよ風みたいなものですよ……」

　言いながら、[image: 逞]たくましい右前脚を持ち上げて、ずしんと一歩前に出す。残り距きよ離り、八メートル。

　敵にダメ出しされた聖実は、しかしめげることなく言い返した。

「へん、さっきのはただの小こ手て調しらべさ！　これを喰くらっても動けるか、試してみやがれ！」

　今度は左ひだり拳こぶしを握にぎり、構える。

「──《イシリン・ストライク》!!」

　七割も残っていた必殺技ゲージが全すべて消え去り、代わりに先刻より遥はるかに強きよう烈れつな輝かがやきが拳を包んだ。

　ミントの葉に含まれるメントールを肌に塗ぬるとスーッと冷たい感じがするのは、実際に温度が下がっているからではなく、皮ひ膚ふ表面の冷感受容体が刺激されるからだ。同様の冷感物質は千種類以上も発見されているが、それらの中でも最強なのは《イシリン》と呼ばれる化合物で、メントールの二百倍もの冷感作用を持つ。その名を冠した聖実のレベル４必殺技を、志シ帆ホ子コが以前に喰らった時は、あまりの寒さに全身がガタガタと震ふるえてまったく動けなくなってしまったものだ。

　聖実の左手から放たれた、いかにも冷たそうな幻まぼろしの拳を、ビヒモスは分厚い胸の装甲で受け止めた。

　ダイヤモンドダストのような微細な輝きに包まれた途と端たん、巨体がぶるりとわなないた。

「ほ……ほうほう、これはいささか……寒いですね」

　さしものビヒモスも、イシリンの冷感をそよ風扱いはできないようで、声が途切れ途切れになっている。ただ問題は、聖実の冷感技には実質的攻撃力がないことだ。寒さで動きを止めても、そこを攻められなければ意味がない。結ユ芽メの毒ガス攻撃は効いているが、元々の防御力と体力値が高いのか、ゲージの減りはまだ五パーセントにも届かない。

「よし……行くぜ！」

　自分を鼓こ舞ぶさせるように叫ぶと、聖実は拠きよ点てんリングから飛び出した。

　レベル８相手に、果か敢かんに接近戦を仕掛けようとする聖実を援護するべく、結芽がスリングショットを連射する。いっぽう志帆子も、半分まで再チャージされた必殺技ゲージを使い、次の一手を打つ。

「──《パペット・メイク》!!」

　祭さい壇だん後方のチョコ池から、どぼぼぼっと次々に飛び出してきたのは待望の《チョペット》だ。一気に四体出現したチョコレート製の自動戦せん闘とう人形は、志帆子と結芽を左右から追い抜いて、ビヒモスに飛びかかっていく。

「チョペットたち、ミントを援護しなさい！」

　志シ帆ホ子コの指示を受け、二手に分かれたチョコ人形はビヒモスの巨体を側面から攻める。聖サト実ミは正面に陣取り、道場仕込みのパンチとキックを立て続けに繰くり出す。

　さしものレベル８ｅｒもこの多重攻こう撃げきを無防備に喰くらうつもりはないようで、凶きよう悪あくなかぎ爪づめの生えた両手で聖実を薙なぎ払おうとするが、イシリンの冷気と顔面狙ねらいのスリングショット、そして左右でちょこまか動くチョペットのせいで狙いがつけられずにいる。敏びん捷しような聖実は踊るような動きでビヒモスの攻撃を回かい避ひしつつ、的確に反撃を入れていく。

　志帆子も自分自身は接近戦型なので、突っ込んでいって攻撃に参加したいのは山々だが、いまは拠きよ点てんのメリットを最大限に活いかすべきだ。チョペットを更さらに四体呼び出せれば、この超強敵を削り倒たおす目も見えてくる。

　聖実が懸けん命めいの打撃を積み重ね、やっと体力ゲージを一割減らした、その時──。

「……いやいやいや、これは……弱小レギオンと、侮あなどれませんね。近接、遠えん隔かく、間接のバランスが、なかなかいい感じ、ですよ」

　左手を持ち上げて結ユ芽メのパチンコ攻撃から顔面を守りつつ、ビヒモスがそんな言葉を発した。即座に聖実が言い返す。

「へっ、まだまだこれからだぜ！　もっぱつイシリン喰らわせて、えらそーなこと言えなくしてやるからな！」

　さっと後退し、左ひだり拳こぶしを構える聖実を見下ろし。

　グレイシャー・ビヒモスは、少しだけ温度が下がったように感じられる声こわ音ねで告げた。

「いえいえ、データ取りはもう充分です。それに、これ以上遊んでいたら、仲間たちに怒おこられそうですしね。そろそろ終わりにさせて貰もらいますよ」

　そして青白い巨きよ獣じゆうは、分厚い胸を膨ふくらませていっぱいに空気を吸い込むと、目の前の地面に向けてふうううーっと吹き付けた。

　その呼気の流れが、聖実の《イシリン・ストライク》の何倍も濃密なダイヤモンドダストを含んでいることに気付いた瞬間、志帆子は叫んでいた。

「ミント！　チョペット！　退たい避ひ……」

　だが、間に合わなかった。

　呼気に撫なでられた地面が、弾はじけるような音を立てて真っ白く凍こおり付く。凍結エリアは瞬しゆん時じに広がり、チョペットたちと聖実の足を吞のみ込んで、尚も拡大し続ける。

「チョコ、逃げて！」

　隣となりの結芽が叫び、志帆子を思い切り後方に押しやった。次の瞬間、純白の凍気が拠点リングにまで押し寄せ、結芽をも捕らえた。

「く……！」

　歯を食い縛しばり、志シ帆ホ子コはバック転を繰くり返して祭さい壇だんの南側に逃れた。しかしそこで、自分が作ったチョコ池に足を取られ、転んでしまう。慌あわてて立ち上がったものの凍とう気きに追いつかれ、チョコ池ごと両足が凍こおり付く。

　凍気の拡大はようやく止まったが、白い凍結エリアは実に直径二十メートルにも及およんでいた。志帆子と結ユ芽メは足を凍らされただけだが、ビヒモスの目の前にいた聖サト実ミは胸元まで白い霜しもに覆おおわれ、チョペット四体に至っては全身が完全に凍ってしまっている。

　凄すさまじい威力の凍結技だが、問題はグレイシャー・ビヒモスが単に息を吐はき出しただけで、技名発声も必殺技ゲージの消費もなかったということだ。つまりこれは…………

「し…………心意技………!?」

　掠かすれた声で志帆子が叫ぶと、離はなれた場所でビヒモスが角の生えた両肩をすくめた。

「おやおや、心外ですねえ。《七連矮星》いちばんの紳士たるこの私が、領土戦で……しかもあなた方のようなか弱いＦ型アバター相手に心意なんか使うはずないじゃないですか。これはただの常時発動アビリティですよ、《氷獄の溜息サイ・オブ・コキユートス》っていうんです。せめて、それだけ覚えて帰って下さいね」

　そう告げると、氷の巨きよ獣じゆうは鋭するどい牙きばを剝むき出して微笑ほほえんだ。

「ではでは……ナイスファイトでした、ポチ・ペケの皆さん」

　巨体が右にぐうっと湾わん曲きよくし──。

　直後、逆方向に凄まじい勢いで回転した。溜ため込まれたパワーを余さず乗せた長い尻尾しつぽが、唸うなりを上げて周囲を薙なぎ払い、凍結したチョペット四体を焦こげ茶ちや色いろの欠片かけらへと粉ふん砕さいしてから、動けない聖実へと迫せまった。

「ミンミン──!!」

　無意識のうちにあだ名で呼んだ志帆子の声が聞こえたのか、聖実は凍り付いた両腕を強引に動かし、防御姿勢を取った。

　次の瞬間、尻尾の直撃を喰くらい、聖実は地面から引き剝はがされて恐ろしい勢いで吹き飛んだ。そのまま拠きよ点てんリング内の結芽に激突、それでも勢いは止まらず、二人絡からみ合ったまま志帆子のところにまで飛んでくる。

　両足をチョコ池ごと凍らされた志帆子に回避は不可能だし、また避さけるつもりもなかった。両手を広げて二人を受け止めようとしたが、アバターから意識が叩たたき出されそうになるほどの衝しよう撃げきで足がチョコ池から剝がれ、地面に背中から叩き付けられる。

「う……っ……」

　呻うめきながらも何とか立ち上がり、二人の様子を確認した途と端たん、志帆子は息を吞のんだ。

　一時的に意識を失ってしまったらしい聖実のダメージは酷ひどいものだった。尻尾をガードした両腕の装甲は完全に破壊されてグレーのアバター素体が剝き出しになり、胸と頭の装甲も無残にひび割れている。

　結ユ芽メのダメージはやや浅いが、それでも聖サト実ミを受け止めた胸の装甲には深いクラックが走り、左手に固定されたスリングショットも根元から折れてしまっている。

　残り体力ゲージは、志シ帆ホ子コが七割、結芽が四割、聖実が一割──。

　尻尾しつぽの一ひと薙なぎ、つまり通常攻こう撃げき一発で四体のチョペットを完全に破は壊かいし、レベル４と５のバーストリンカー三人に大ダメージを与えたグレイシャー・ビヒモスは、しかしこの結果が不満らしく、ゆっくり体を起こしながら言った。

「おやおや、コンビネーション・ショットで三人まとめて仕留めるつもりだったんですが……お嬢じようさんたちのガードが意外に上手うまかったんですかね。すみませんでした、次は確実に終わらせますから、そこを動かないで下さいね」

　どこまでも慇いん懃ぎんな言葉使いで処刑宣言をすると、ビヒモスは頭を下げ、額ひたいの長大な角で三人を照準した。

　先刻、仲間に合図を出すのに使った光線技でとどめを刺すつもりだろう。聖実と結芽はまだ意識が戻らないので、志帆子が二人を退たい避ひさせなくてはならない。しかし、体力ゲージが一気に三割も減るほどのダメージを受けたせいか、アバターが言うことをきかない。左腕で聖実、右腕で結芽を抱えて立ち上がろうとするが、脚は小刻みに震ふるえるばかり。

　ビヒモスの角が、青白い燐りん光こうを帯びる。ドラゴンのような口が動き、何の気負いもなく技名を発声する。

「《コンジール・レイ》」

　巨きよ獣じゆうの頭部から生える角の片方に十字の輝かがやきが生まれ、青白い光線が三人目掛けて迸ほとばしり──。

　ザンッ。

　という音とともに、空から何者かがものすごい勢いで降ってきて、志帆子とビヒモスのあいだに立ちはだかった。

　強きよう烈れつな青い光の中に黒々と浮かぶシルエットは、無数の剣のように鋭えい利りなフォルムの双そう翼よくを大きく広げていた。

「……クロウ君……」

　志帆子の呟つぶやきは、ビヒモスの光線が有翼のシルエットに命中した衝しよう撃げき音おんに搔かき消された。

　乱入者──シルバー・クロウは、体の前でクロスさせた両腕で青い光線を防御しようとしている。しかし周囲にはみるみる微細な氷の粒が舞まい散り、足あし許もとの地面が真っ白く凍こおっていく。コンジールｃｏｎｇｅａｌとは確か、《凍らせる》という意味の英単語だ。つまりあれは冷凍光線で、腕でガードしようがするまいがアバターは凍り付いてしまうはずだ。

「──クロウ、逃げて!!　わたくしたちは大だい丈じよう夫ぶですから!!」

　無我夢中で志帆子は叫んだ。ネガ・ネビュラス、いや加速世界唯ゆい一いつの飛行型アバターである彼は攻撃チームの要かなめ。こんな序じよ盤ばんで、おまけ程度の戦力でしかない志帆子たちをかばって退場していいわけがない。
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　だがクロウは動かなかった。両足を踏ふん張り、双そう翼よくから銀色の光彩を散らして、冷凍光線の圧力に抗あらがう。

「う……おおおっ…………！」

　張り詰めた気合いが志シ帆ホ子コの耳にまで届くが、すでに両足は分厚い氷の膜に覆おおわれている。ヘルメットや両肩、二枚の翼つばさまでもが、ぴきぴきと硬質な音を響ひびかせて末まつ端たん部ぶから凍こおり付いていく──。

　その時。

　硬質な金属音とともに、シルバー・クロウの両前腕部を覆う金属装甲が、左右に大きく分ぶん離りした。

　装甲が破壊されてしまったのかと志帆子は思った。しかし違った。分離した装甲の中からは、水すい晶しようのように透とう明めいなパーツが迫せり出してビヒモスの青い光線を吸い込んでいく。全エネルギーを両腕に宿る光の球へと変えたシルバー・クロウは、

「おおおおお────ッ!!」

　雄お叫たけびとともにクロスさせていた両腕を真上に突き出し、次いで彼方かなたのグレイシャー・ビヒモスを照準する。

　ズバアアアッ!!

　と大気が震ふるえ、クロウの両腕から青白い光線が迸ほとばしってビヒモスを直ちよく撃げきした。

「なにっ……これは…………!!」

　唸うなったビヒモスは後方に跳び退しさろうとするが、その時にはもう両手両足が地面に凍こおり付いてしまっている。低温耐性の高さゆえか体力ゲージの減りはさほどではないが、凍結効果まではキャンセルできないようで、巨体はたちまち肩近くまで氷の山に吞のみ込まれる。

　光線技の反射──。まったく同じ現象を、志シ帆ホ子コは間近で見たことがある。

　あれは先月の末、無制限中立フィールドの世せ田た谷がやエリアで初めてシルバー・クロウと出会った時のこと。志帆子たちの友達である小獣レツサー級エネミー、《ラーヴァ・カーバンクル》のクルちゃんが発射した熱線をわざと受けたクロウは、それを両腕で反射させて、当時はまだＩＳＳキットに侵おかされていたアボカド・アボイダに命中させた。

　あの時初めて閃ひらめいた……つまりまだ身につけて一ヶ月も経たっていない《光学誘導オプテイカル・コンダクシヨン》アビリティを、クロウはハイランカーの必殺技を跳ね返せるほどに磨みがき上げていたのだ。

　冷凍光線をほぼノーダメージで反射してのけたシルバー・クロウは、両腕の装甲を元通りに閉じながらゆっくり体を起こした。

　その姿を視認したビヒモスが、両眼をかっと見開き、叫んだ。

「その姿…………お前は、ネガ・ネビュラスのシルバー・クロウ！　なぜここにいるのです！」

「……決まってるだろ」

　低い声でそう応じると、クロウは右手でびしっと氷漬けのビヒモスを指差し、更さらに叫ぼうとした。

「お前たちの……」

　しかし続きは、広場の後方でけたたましく轟とどろいたエンジン音に搔かき消され、誰だれにも聞こえなかった。

　振り向くと、無む闇やみにトゲトゲしたオートバイが泉せん岳がく寺じの南門から突入してくるところだった。運転しているのは髑どく髏ろの形のヘルメットをかぶったデュエルアバター、その後ろには猿っぽいアバターと油っぽいアバターが無理矢理乗っている。先日、志帆子たちと領土戦で初顔合わせしたアッシュ・ローラー、ブッシュ・ウータン、オリーブ・グラブのトリオだ。

「ヘイヘイヘエエエエエイ!!」

　派手にタイヤを滑すべらせながら、志帆子たちのすぐそばで停車したバイクの上で、アッシュが叫んだ。

「待たせたな!!　バーット、俺様たちが来たからにはこの拠きよ点てんはネバー譲ゆずらねえぜ！　そこのデケエの、仲間を痛めつけてくれたぶんはミリオン返しすっからな!!」

「…………相変わらずそーぞーしいヒトだね……」

「うるさくて目が醒さめたよー」

　いつの間にか意識を取り戻した聖サト実ミと結ユ芽メが、志帆子の腕の中で呟つぶやいた。

「だ……大だい丈じよう夫ぶ、二人とも!?」

　慌あわてて訊たずねると、二人は揃そろって頷うなずく。

「平気平気。……でも悔くやしいなー、フルボッコにされちゃったよ」

　聖サト実ミの言葉に、結ユ芽メが手を伸ばし、ぼろぼろに砕くだけた装甲を優しく撫なでる。

「んーん、ミンミンはがんばったよ。ナイスファイト」

「それを言うなら二人とも、とっても頑張りましたわ」

　そう囁ささやくと、志シ帆ホ子コは二人を助けながら立ち上がった。

　バイク上のアッシュがちらりと振り向き、親指で下がれと合図してくる。頷き、三人で南門付近まで後退する。これから始まるであろう領土戦の本番に参加できないのは無念だが、いま優先すべきは生き残ることだ。戦場にダイブしている限り、また役目が回ってくることもあるはずだ。

　門の手前にそびえる大木の下で足を止めると、志帆子はじっとシルバー・クロウの立ち姿を見詰めた。

　日ひ頃ごろはいまいち頼たよりないくせに、ここぞという時には必ず空から現れて助けてくれる白銀のアバターの背中は、いつになく大きく見えた。
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　グレイシャー・ビヒモス。

　白のレギオンの幹部集団、《七連矮星》に名を連ねるハイランカー。

　ハルユキの《光学誘導》アビリティで跳ね返された冷凍光線によって巨体は七割がた氷漬けになっているのに、極ごつ寒かんのブリザードの如ごとき情報圧オーラは薄うすれる気配もない。こうして対たい峙じしているだけで、手足の先から痺しびれてくるようだ。

　しかしハルユキは、圧力に抗あらがって前に進むと、ショコラ・パペッターたちが占領してくれた要塞拠点に足を踏ふみ入れた。仄ほのかに温かい光が全身を包み、必殺技ゲージがチャージされていく。

　ショコラたちの頑張りはこれだけではない。ビヒモスの体力ゲージは、ハルユキが乱入した時点で一割以上減っていた。防衛側チームの、事実上の最強メンバー相手に、ショコラたちがどれほど懸けん命めいに戦ったか……それはぼろぼろに傷ついた彼女たちの姿を見ただけで痛いくらい伝わってくる。

　──ありがとう、ショコ、ミント、プラム。君たちがもぎ取ってくれた要塞拠点占領のアドバンテージは、必ず活いかしてみせる。

　後退した三人にそんな思念を投げ掛けながら、ハルユキは巨大な四し足そく獣じゆう型がたアバターを見上げた。

　パドさんの《ビーストモード》を見慣れているハルユキにとっては、獣けもの型がたのフォルム自体は珍めずらしいものではない。しかしこの途と轍てつもないサイズは、黒クロ雪ユキ姫ヒメが配ってくれたファイルにも『とにかくデカイ』と書いてあったのに、にわかに信じがたい。強化外装インビンシブルを全展開したスカーレット・レインに迫せまるほどの大きさと重量感だ。

　正面から格かく闘とう戦せんを挑んでも、分厚い装甲と両手の凶きよう悪あくなかぎ爪づめで一いつ蹴しゆうされてしまうだろう。攻めるなら側面か後方……そのためにはまずスピードで攪かく乱らんすること。

　必殺技ゲージのチャージを待ちながらハルユキがそんなことを考えていると、氷に閉じ込められたままの巨獣が、鋭するどい牙きばの生えた口を動かした。流れ出たのは、外見にそぐわない慇いん懃ぎんな美声だった。

「なるほど……なるほど。こんな状況ですから挨あい拶さつは省きますが、シルバー・クロウ、あなたはネガ・ネビュラスからプチ・パケに移い籍せきしたわけではないんですよね？」

「ええ」

　ハルユキが短く答えると、ビヒモスはゆっくり二回頷うなずいた。

「ふむふむ、つまりその逆……プチ・パケがネガ・ネビュラスに合流したというわけですか。これはあのお嬢じようさんたちに、見事に謀はかられましたね……」

　ドラゴンのような口で器用に苦笑すると、ビヒモスは声のトーンをやや低めた。

「予想よりいささか早かったですが……それでは、来たのですね。黒の王と、我らが白の王の長きにわたる因いん縁ねんに決着をつけるために、全戦力をもってオシラトリ・ユニヴァースに戦いを挑んできた……そう思っていいわけですね？」

　──その通りだ!!

　と勢いのまま叫びかけた口を、ハルユキはいったん閉じた。

　ビヒモスの台詞せりふは実に決まっているが、内容には納得がいかない。一度の深呼吸で頭をクールダウンさせてから、落ち着いた声で言い返す。

「……長きにわたる因縁？　そんな芝居がかった理由じゃないです。あなたたち白のレギオンが裏でこそこそあくどい真似まねをしているから、止やめさせに来た……ただそれだけです」

　途と端たん、ビヒモスの双そう眸ぼうが氷の刃のようにギラリと光った。

「ほうほう……裏でこそこそだの、あくどい真似だのと聞き捨てならないことを言いますね。我々がいつそんなことをしました？」

「最初からです。加速世界ができてすぐの頃ころから、ずっと」

　脳裏に、クロム・ファルコンとサフラン・ブロッサムの悲しい運命がフラッシュバックする。もう敬語を使う気にもなれず、ハルユキは吐はき捨てるように言った。

「お前たち白のレギオンを隠かくれ蓑みのにしている加速研究会は、昔から何度もどす黒い陰いん謀ぼうを企くわだてて、たくさんのバーストリンカーを苦しめてきた。《災さい禍かの鎧よろい》、《バックドア・プログラム》、《ＩＳＳキット》……全部お前たちの仕し業わざだ。『あくどい真似まね』なんて言葉じゃぜんぜん足りないくらいだ……ぜんぜん」

「……………………」

　ここでついに、外見に反して饒じよう舌ぜつな巨きよ獣じゆうが口を閉じた。

　何かを理解しようとするかのように、全身でそこだけ動く頭を一度、二度と深く頷うなずかせる。両眼を閉じ、長々と息を吐はき──。

　突然、グレイシャー・ビヒモスの巨体を閉じ込めた分厚い氷の山が、真っ白く曇くもった。瞬しゆん時じに無数の微細なひび割れが走ったのだ、とハルユキが悟った、その直後。氷ひよう塊かいは内部から爆ばく発はつしたかのように四方に飛び散り、そのうち少なからぬ数が拠きよ点てんリングの中にまで砲ほう弾だんのように飛んできた。

「…………!!」

　咄とつ嗟さに身構え、大きな塊かたまりを両手で叩たたき落とす。しかし小型の氷片が幾いくつか装甲表面に弾はじけ、体力ゲージをほんの少しだが削り取る。

　氷の拘こう束そくから解き放たれたビヒモスは、いままで上半身を支えていた両手を地面から離はなすと、微細な氷の粒を全身から落下させながら立ち上がった。直立すると体高は五メートルを超え、頭部は闇やみにまぎれてアイレンズの青白い光しか見えなくなる。

「…………そうでしょう…………そうでしょうとも」

　遥はるかな高みから降ってくる声は、それ自体が極ごつ寒かんの木枯らしででもあるかのように寒々しく響ひびいた。

「あなたたち、何も知らない吞のん気きなバーストリンカーの認識など、所しよ詮せんそんなものなんですよ。──ですが、あなたたちもいずれ、遠くないうちに知ることになる。このブレイン・バースト２０３９が、どれほど冷れい酷こくで無む慈じ悲ひな代しろ物ものなのか。それに比べれば、災さい禍かの鎧よろいやＩＳＳキットにはまだしも救いがありましたよ。代だい償しようを支払って力を得るという公正な取り引きだったんですからね……」

「……公正、だって……？」

　立ち上がったビヒモスの巨体に圧あつ倒とうされかけたハルユキだが、体の底から湧わき上がる怒いかりが恐れを吹き払った。

「勝手なことを言うな!!　お前たちはただ奪うばい、弄もてあそんでいるだけだ!!」

「仮にそうだとしても……力あるものが奪う、それが全すべての加速世界を支配する絶対のルールです。あなたたちも、力でこのエリアを奪いに来たのでしょう？」

　ずしん、とビヒモスが右足を一歩前に出した。

　反射的に左足を引きそうになったが、闘とう志しを奮ふるい起こして拠点リングの中央に踏ふみ留とどまり、ハルユキは叫び返した。

「奪うばうためじゃない！　お前たちに奪われたものを取り戻すために、僕たちはここに来たんだ!!」

「ならば、私はその覚悟すらも奪ってみせましょう。話は終わりです……まずはお前たち四人、ステージから退場して貰もらいますよ!!」

　直立したままのビヒモスが、右腕を高々と振りかぶった。

「アッシュさんたち、拠きよ点てんの確保と援護、頼たのみます！」

　後方の三人組に向けて叫ぶと、ハルユキも地面を蹴けった。

　山刀の如ごときかぎ爪づめを備えたビヒモスの手が、空気を青く引き裂さきながら振り下ろされてくる。もし直ちよく撃げきされれば、それでハルユキの領土戦は終わってしまうかもしれない。

　しかしハルユキは、ダッシュの勢いに翼つばさの推力も足して、一気に前へ出た。

　単体でこれほどの巨体を誇ほこるデュエルアバターと戦うのは初めてだが、強化外装込みであれば、更さらに大きい敵を相手にした経験はある。二十日前、この泉せん岳がく寺じからもほど近い加速研究会の本拠地でハルユキたちと死闘を繰くり広げた《災さい禍かの鎧よろいマークⅡ》。身の丈六メートルにも達し、両腕の砲から凄すさまじい威い力りよくの虚きよ無む属性心意レーザーを発射する怪物だったが、巨体ゆえに超高速の連撃には対応しきれない場面もあった。

　そこはビヒモスも同じはずだ。スピードで攪かく乱らんし、勝機を見み出いだす。

「い……けッ!!」

　叫び、更さらにもう一段加速したハルユキの左の翼を、真上から降り注いできた五本のかぎ爪のどれかがわずかに掠かすめて小さな火花を散らした。

　すぐ後方で爆ばく発はつめいた衝しよう撃げき波はが生まれるのを感じながら、ハルユキはビヒモスの左脚に渾こん身しんの《螺旋蹴りスパイラル・キツク》を叩たたき込んだ。

　翼の推力を左右別々に制御し、錐きりのように高速回転しながら繰り出すこの蹴けりは、シルバー・クロウの近接打撃技の中でも最大級の威い力りよくを誇ほこる。ノーダメージで防がれたのは、特殊な軟質装甲を持つアボカド・アボイダだけだ。ビヒモスの装甲がどれほど分厚くても、同じデュエルアバター同士、通用しないはずがない。

　そんな確信とともに放ったハルユキの蹴りは、太さ三十センチはあるであろう左脚のすねを直撃し、青白い装甲に蜘蛛くもの巣状のひび割れを発生させた。まだ九割残っていた体力ゲージが、少しだが確実に減少する。

　このまま同じ場所を攻撃して装甲を完全に破は壊かいし、中のアバター素体に大ダメージを与える。敏びん捷しように動けなくなったところを、アッシュたちの遠えん隔かく攻撃で畳たたみかける──。

　そんなプランを立てながら着地し、すかさず左すねにパンチで追撃を入れようとしたハルユキだったが、右側の死角から何かが迫ってくる気配を感じ、慌あわてて飛び退のいた。目の前を通り過ぎたのは巨大な尻尾しつぽで、氷柱のようなトゲが生えた先せん端たんが地面を直撃し、魔ま都とステージの硬い舗ほ装そうタイルを割り砕くだく。

　翼つばさを使ったバックジャンプで距きよ離りを取ったハルユキは、再び足あし許もとに潜もぐり込むタイミングを計ろうとした。

　──しかし。

「えっ……!?」

　ほんの数秒前に螺旋蹴りをクリーンヒットさせたビヒモスの左脚装甲のひび割れが、末まつ端たんからじわじわと消えていくのを見て、ハルユキは驚おどろきの声を漏もらした。

「そ、装甲の傷が……勝手に直った……!?」

「そういうことです、せっかく頑張ったのに申し訳ありませんね」

　振り向いたビヒモスが、暗くら闇やみの中に浮かぶアイレンズを不敵に瞬またたかせた。

「──私の装甲は、低温環境で自動修復する能力を持っているんですよ。つまり、この《サイ・オブ・コキュートス》アビリティとのシナジー効果で……」

　ビヒモスが自分の足許にふうっと息を吐はきかけると、瞬しゆん時じに付近の温度が低下し、ダイヤモンドダストがきらきらと舞まった。ひび割れの修復が勢いを増し、みるみる縮んでいく。

「……損傷は無限に回復できるのです。あなたのような格かく闘とうタイプは、相性最悪と言っていいでしょう」

「…………あんたの二つ名、《ハボクック》ってのはそこからついたのか」

　ハルユキの掠かすれ声に、巨きよ獣じゆうは「おお、よくご存じですね」と嬉うれしそうに応じた。

　ハボクックというのは、第二次世界大戦中にイギリスで計画された《氷山空母》の計画名だ。巨大な氷で作った船体の内部で大量の冷却装置を稼か働どうさせて、損傷を受けても水をかけるだけで凍って直る……という夢のような計画だったが当然のように頓とん挫ざした。

　氷山空母は実現しなかったが、その計画名を二つ名とするグレイシャー・ビヒモスは、当人の言葉どおり打だ撃げき技わざに対してはほとんど無敵と言っていい。攻略するには火炎系の攻撃が必須、しかも半はん端ぱな炎では極ごく低温ブレスの冷気を相そう殺さいできないだろう。

　こんなことならプロミネンスにたくさんいる炎使いにも攻撃チームに参加して貰もらうんだった、と後ろ向きな思考に陥おちいりながらもういちどビヒモスの巨体を見上げたハルユキは──。

　肩や胸のあたりの分厚い装甲に、小さな凹へこみが幾いくつか存在することに気付いた。

　場所や並びはランダムなので最初からのデザインではないだろう。恐らくショコラたち……たぶんプラム・フリッパーが遠隔攻撃パチンコで開けた穴ではないか。ひび割れは修復され、消えてしまったが、穴そのものは完全には埋うまらなかったというわけだ。

　つまり、ビヒモスの装甲修復能力は、損傷を直すことはできても、欠損した質量を復元することはできない……？

　そこまで考えた時、左後方からハルユキを呼ぶ声がした。

「おい、カラス野郎！」

　拠きよ点てんで待機中のアッシュ・ローラーが我が慢まんできなくなったのだろうが、三人の必殺技ゲージはまだ満タンになっていない。ハルユキはさっと左手を掲かかげ、「もう少しだけ待機を」という意思を伝えると、両足を広げ、腰を落とした。

　それを見たビヒモスも、ほぼ修復の終わった左足をずしんと前に出し、囁ささやくように言う。

「ほうほう、仲間に助けを求めず、あくまで私と一対一を続けるおつもりですか。その意気や良しですが……学習するというのも大切なことですよ？」

　四対一の状況でありながら、ビヒモスの憎にくたらしいまでの余裕が消える気配はない。実際、レベル８ｅｒの彼にとってはまだまだ遊んでいるに等しい状況なのだろう。少し本気を出せばレベル６、６、５、５の四人くらい容易たやすく一いつ蹴しゆうできるという、その余裕が決して驕きよう慢まんにはならない真の実力者だが、しかしやはりそこに付け入る隙すきはある。

　──ほら、何をしているのです、しもべ。早く、あのデカブツに痛い目を見せてやりなさい。

　まだリンクしていないメタトロンの声が聞こえた気がして、ハルユキは小さく頷うなずいた。

　チャンスは、作れても一度。その一いち撃げきで相手の余裕と冷静さを吹き飛ばして、アッシュたちとの連携攻撃に繫つなげねばならない。

「学習はちゃんとしてるさ」

　短く答えると、ハルユキは左腰に手を触ふれ、続けて叫んだ。




「──着装、《ルシード・ブレード》!!」




　腰に銀色の光が集まり、まっすぐなラインを描きながら実体化していく。

　一週間前、タクムと同時にレベル６に到達したハルユキには、四種類のレベルアップ・ボーナスが提示された。

　これまで四連続で選択し続けてきたものと同じ、《飛行アビリティ強化》。

　両手の指を小型のホーミングミサイルと化して撃うち出す必殺技、《ディジット・パシュート》。

　実体弾への耐性を一定時間大きく引き上げる必殺技、《バレット・プルーフ》。

　そして剣型の強化外装、《ルシード・ブレード》。

　いままでは、ほとんど迷わず飛行アビリティの強化を選択し続けてきたハルユキだが、今回に限ってはなぜか簡単には決められなかった。

　背中の銀ぎん翼よくは、シルバー・クロウ最大の武器であり、存在理由でもある。飛びたい、というハルユキの強い願いがこのデュエルアバターを、そして銀翼を生み出した。以来ハルユキは、より高く、より速く、とそれだけを求めてひたすらにアビリティを強化してきた。

　それが間違いだとはまったく思わない。クロウの飛行能力がわずかにでも足りなければ負けていた戦いもたくさんあった。

　しかしレベル６、つまりハイランカーの一歩手前にまで到達したいま、《自分》だけでいいのか……という気持ちが生まれたのだ。

　自分のための翼つばさ、自分のための速さ。それを追い求めるハルユキを、たくさんの……本当にたくさんの人たちが助け、導き、共に戦ってくれた。でもこれからは、自分も誰だれかのために戦えるようになりたい。そのために、《できること》を増やしたい。そんな気持ちがハルユキに、新たな力の獲得を選択させた。

　強化外装、《ルシード・ブレード》。すなわち──剣。

　ハルユキの左腰にオブジェクト化された武器を見て、グレイシャー・ビヒモスはやれやれとばかりにかぶりを振った。

「おやおや……シルバー・クロウ、あなたの武器はその翼と両手両足だと聞いていたんですがね。それが剣とは……レベルアップ・ボーナスですか？　それともショップで買ったのかな？」

「…………」

　もうビヒモスの饒じよう舌ぜつには付き合うまいと、ハルユキは無言で剣の柄つかを握にぎり、しゃりいいん！　と音高く抜き放った。

　輝くＬｕｃｉｄという名前のとおり、全体がシルバー・クロウの装甲と同じ銀色の造りの両刃直剣。やや細身だが、刀身も柄も標準的な片手剣よりは少し長い。拠きよ点てんリングの青い光を受けて、鏡のように滑なめらかなエッジが冴さえ冴ざえと輝かがやく。

　新たな相棒を中段に構えるハルユキを見て、ビヒモスが再び諭さとすような言葉を吐はいた。

「ブレイン・バーストでは、剣というのは最も単純な強化外装で、だからこそ付け焼き刃では扱えないものなんですよ。古来多くのバーストリンカーが、格好いいからという理由だけで剣をボーナス取得したり、大量のポイントを注つぎ込んで買ったりしました。でもそのほとんどが、まともに使いこなせずに消えていきましたよ……」

　その指摘は単なる揶や揄ゆではなく、古参であるビヒモスの実感なのだろう。

　確かに、現実世界のハルユキはもちろん、加速世界のシルバー・クロウも剣を握った経験などないに等しい。いっぽうグレイシャー・ビヒモスはこれまでに多くの剣使いと戦ってきて、対処法も熟知しているはずだ。もとより実力差は明白、知識や経験でも遠く及およばない。

　しかし──しかし。

　ハルユキは、右手で握る剣を大きく振りかぶり、重心を前に移した。

　これから斬きりかかるぞと言わんがばかりのモーションを見て、ビヒモスはもう一度軽く頭を振ってから、右手の指を上向きにくいくいと動かした。

　来なさい、一いち撃げきで片付けてあげます……という声が聞こえてきそうな仕草。闇やみ雲くもに特攻すれば、ほぼ間違いなくそうなる。

　しかし。

　──恐れる必要はありません、しもべ。お前には私がついています。

　再びメタトロンの幻まぼろしの声が脳裏に響ひびき、そしてかつてハルユキの中にいたもう一人の声も聞こえた気がした。

　敵との間合いは約十二メートル。斬きりかかるにはいかにも遠すぎるが、ハルユキは地面を蹴けり、一歩、二歩、三歩と走った。

　ビヒモスが、動くまでもないとばかりに、すぼめた口から吐と息いきをふうっと吐はき出した。

　氷の結けつ晶しようを含む極ごく低温の凍とう気きが押し寄せてくる。触ふれればたちまち四し肢しや翼つばさが凍結し、動けなくなるだろう。

　だがこれとよく似た《気体による攻こう撃げき》を、ハルユキはほんの数時間前に中なか野のエリアで経験していた。アイオダイン・ステライザーのヨウ素スプレー攻撃。ならば同じ対処法が使えるはずだ。

　──ここだ！

　凍気が目の前まで迫せまった瞬しゆん間かん、振りかぶっていた剣を逆手に持ち替え、地面に突き立てる。魔ま都とステージの地面は超硬質のタイルに覆おおわれていて、シルバー・クロウの貫ぬき手てでも容易には貫つらぬけないが、極限まで鋭えい利りなルシード・ブレードの切っ先がタイルの継ぎ目に十センチばかり潜もぐり込む。

　それを支えに、背中の翼を全力で逆噴射。

　推力に煽あおられた凍気が瞬時に逆流、拡散し、ビヒモスの姿を霞かすませる。当然、向こうからもハルユキが見えにくくなったはずだ。

「むっ……！」

　唸うなり声を上げたビヒモスが、更さらに凍気を吐くべく息を吸い込む気配がした。

　その瞬間、剣を引き抜いたハルユキは、思い切り地面を蹴って斜め上方へと飛ひ翔しようした。

　残りの必殺技ゲージを全すべて消費する覚悟で、限界スピードの突進。拡散した凍気を一瞬で突き破り、ビヒモスの巨体へと肉にく薄はくする。

　いままでずっと右手だけで握にぎっていたルシード・ブレードを、両手で振りかぶる。あらゆるエネルギーを刀身に集中させ、

「オオオッ!!」

　猛たけ々だけしく吼ほえながら、渾こん身しんの斬ざん撃げきを繰くり出す。

　ハルユキと、シルバー・クロウに、剣で戦った経験はない。

　しかし、六代目クロム・ディザスターは違う。

《災さい禍かの鎧よろい》に寄生されていた時、ハルユキは主武器である大剣を自在に操って、緑のレギオンの《鉄てつ拳けん》アイアン・パウンドや《絶対防御インバルナラブル》グリーン・グランデ、そして《絶対切断ワールド・エンド》ブラック・ロータスとすら戦った。

　大剣は、災禍の鎧と一いつ緒しよに無制限中立フィールドの片かた隅すみに封印されたが、当時の記き憶おくは……巨大な剣を縦横に振るって戦った感覚は、ハルユキの中に残っている。

　──《獣けもの》！　きみの力を……もういちど、僕に貸してくれ!!

　かつての共きよう闘とう者しやに心の奥底で呼びかけながら、ハルユキは新たな愛剣を全力で振り下ろした。

「ヌウン!!」

　いっぽうグレイシャー・ビヒモスも、さすがの反応で頭を動かし、額ひたいから生える長大な角の片方でハルユキの剣を迎え撃うった。

　鋭えい利りな尖せん端たん同士が衝しよう突とつした瞬しゆん間かん、大質量の金きん属ぞく塊かい同士を激突させたような高周波の衝しよう撃げき音おんが轟とどろき、ステージそのものを激しく振動させた。

　シルバー・クロウの翼つばさが発生させる推力と、ビヒモスの巨体が絞り出す筋力の全すべてが極ごく小しようの一点でせめぎ合い、空間を白熱させる。一瞬でも押し負ければバランスが崩くずれ、解放されたエネルギーはシルバー・クロウに即死級のダメージを与えるだろう。

「う……ぐ、お、お……！」

　ハルユキはあらん限りのパワーを振り絞り、剣を振り抜こうとした。

「ぬ、う、う、む……！」

　しかしビヒモスもまた、絶対的とさえ思える硬さの角で刃を押し返してくる。

　視界左上では、拠きよ点てんリングでチャージしたハルユキの必殺技ゲージが急激に減少していく。残り五秒……四秒…………。

　その時。

　ハルユキの脳裏に、メタトロンでも《獣けもの》でもない誰だれかの声が響ひびいた。

　──力を力で押し返そうとするでない。

　──加速世界の剣技に力は要らんのじゃ。どれほど硬いモノにも断つべき《目》がある。それを感じ、刃を添わせて……ほれ。

　す、とハルユキの両手がごくわずかに動き、ルシード・ブレードの刃がビヒモスの角に一ミリの半分の半分ほど滑すべり込んだ。

　次の瞬間。

　スカァァン!!　と歯切れのいい音を響かせて、ハルユキの剣が真下に振り抜かれた。

　刹せつ那なの静せい寂じやくと停てい滞たい。

　ビヒモスの巨大な角の先端から根元にまで一直線の光のラインが走り、そこから左右に分ぶん離りして──直後、内部から爆ばく発はつしたかのように、無数の欠片かけらと化して飛び散った。




　わずかに残った必殺技ゲージを使ってバックダッシュすると、ハルユキは再びビヒモスから十メートル以上離はなれた場所に降り立った。

　精神力を根こそぎ振り絞った反動で膝ひざを突きそうになるが、どうにか踏ふみ留とどまる。油断なく剣を構え、静止している巨きよ獣じゆうを見上げる。

　額に二本生えていた角のうち、ハルユキから見て右側のものが根元から消しよう滅めつしている。破断面のひび割れは徐々に修復されていくが、やはり欠損部分そのものを復元することはできないようだ。

　左腕を持ち上げ、角の破断面に触ふれたビヒモスは、青白いアイレンズでじろりとハルユキを睥へい睨げいし、低く掠かすれた声を零こぼした。

「さっきの太刀たち筋すじ…………シルバー・クロウ、あなた、もしや…………」

「もしや……何なんだ？」

　問い返したが、巨きよ獣じゆうはすぐには答えず、左手を下ろすとそのまま右手と一いつ緒しよに地面に触れさせ、四足獣形態へと戻った。

「……いえ、気にしないでください。それに、遊んでいられるのもそろそろ終わりのようですから」

「…………望むところだ」

　そう応じるとハルユキは剣を構え直したが、ビヒモスは両手を地面に突いたまま器用に肩をすくめた。

「あなたとの決着は、次の機会に取っておきましょう。なんと言ってもこれは領土戦ですからね……これ以上私の遊びに仲間を付き合わせるわけにはいきません」

　そう言うと、残された右側の角を暗い空に向け──。

「《ディゾルブ・レイ》」

　無造作な技名発声に続いて、角から赤い光線を発射する。

　魔ま都とステージの空を覆おおう漆しつ黒こくの雲が、数秒間だけ真しん紅くに輝かがやき、消えた。

　それだけだ。何も起きない。

　いや──。

　不意に、ハルユキは背中を強きよう烈れつな悪お寒かんが這はい上るのを感じた。

　ビヒモスが放つ凍とう気きとは違う。ある意味ではそれよりも遥はるかに冷たく、剃刀かみそりのように鋭えい利りなプレッシャー。

「…………カラス野郎」

　拠きよ点てん内ないで必殺技ゲージのチャージを終えたアッシュ・ローラーが、いつになくひそやかな声でハルユキを呼んだ。その時にはもう、ハルユキも気付いていた。

　要塞拠点広場──現実世界の泉せん岳がく寺じの西側にそびえる大きな建物の屋上に、幾いくつもの人影が出現している。そのどれもがビヒモスよりずっと小さいのに、放たれる情報圧の強度は同じかそれ以上。まるで空間そのものがわずかに歪ゆがんでいるようだ。

　恐らくビヒモスが発射した赤い光線は、仲間を集合させるための合図だったのだろう。つまり彼らこそが、オシラトリ・ユニヴァース港みなと区第三エリア防衛チームの本隊。

　ちらりと後方を見たビヒモスが、不敵に微笑ほほえんだ。あのうち誰だれか一人でも戦場に降りてきたら、勝機は完全に消え去る。

　そんな予感に吞のまれ、立ち尽つくすハルユキだったが──。

「…………カラス野郎」

　もういちどアッシュに呼ばれ、「わかってます！」と答えようとしたその時、今度は別種の圧力が反対側からハルユキを包んだ。

　同じくらい高密度なのに、冷たさはまったく感じない。それどころか、ハルユキを勇気づけ、闘とう志しを回復させてくれる炎のようなオーラ。

　さっと振り向いたハルユキが見たのは、泉せん岳がく寺じ東側のビル群の屋上に三々五々並ぶ人影だった。夜陰に滲にじむ朧おぼろなシルエットだけでも、ハルユキには一人ひとりが誰だれなのかすぐに解わかった。

　スカイ・レイカーやアーダー・メイデン、シアン・パイルやブラッド・レパードたちが後方の拠きよ点てんの占領を終え、追いついてきたのだ。

　残り時間、二十分と数秒。

　ここからがいよいよ、領土戦の本番だ。

　大きく息を吸い、ぐっと下腹に溜ためてから、ハルユキは愛剣を力強く構え直した。ルシード・ブレードの刃も、ハルユキの闘志を映してか、きらりと眩まばゆく輝かがやいた。

　対たい峙じする両チームの放つオーラが、広場の中央を境にせめぎ合う。それが臨界点に達した時、空前絶後の総力戦が開始される。

　視界上部中央のタイムカウントが、１２０５、１２０４……と《その時》を目指して減少していく──。

　ふわり、と風が吹いた。

　オシラトリ・ユニヴァース側が放つ冷気と、ネガ・ネビュラス側が放つ熱気を緩ゆるやかに吹き散らすような微風。

　吸い寄せられるように、ハルユキは泉岳寺の北側を見た。

　対峙する両陣営の、ちょうど中間の距きよ離りに細長いビルが一棟とうだけ建っている。その屋上にも、誰かがいる。

　華きや奢しやなシルエットに見覚えはない。であるならば敵のはずだが、グレイシャー・ビヒモスもまた、怪け訝げんそうに見上げている。

　再び、風。

　仄ほのかに花の香りがする微風が吹き渡り、鋼こう鉄てつの木々の葉をちりちりと鳴らし、そして。

　細長いビルの屋上に立つバーストリンカーの全身から、鮮あざやかな薄うす桃もも色いろの光が迸ほとばしり、空へと舞まい上がった。

　必殺技のライトエフェクトなどというものではない。ステージ全体を照らすかの如ごとき強きよう烈れつな輝き。

「…………心意の……過剰光オーバーレイ……？」

　ハルユキが震ふるえ声で呟つぶやいた、その言葉を追認するように──。

　甘やかな、それでいてどこか寂さびしげな声が響ひびき渡った。
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「──《パラダイム・ブレイクダウン》」




　薄うす桃もも色いろの輝かがやきが急激に広がり、全すべてを包んだ。










　　　６




　光。

　地じ響ひびき。

　立っていられないほどの振動。

　途方もなく長く思えた数秒間が過ぎ去り、それらの現象が収束したのを感じて、ハルユキは恐る恐る顔を上げた。

　一見、何も変わっていない──ように見えた。しかしすぐに、二つのものが消しよう滅めつしていることに気付く。

　泉せん岳がく寺じ北側のビル屋上の人影。

　そして、すぐ近くで青く発光していたはずの、要塞拠点の大型リング。

　数秒前まで拠きよ点てんがあった場所では、アッシュ・ローラー、ブッシュ・ウータン、オリーブ・グラブの三人が呆ぼう然ぜんと周囲を見回している。南門の付近でも、ショコラたち三人が不安そうにこちらを見ている。

　東側の建物に居並ぶネガ・ネビュラスの面々も、西側に陣取るオシラトリ・ユニヴァースのメンバーたちも、そしてハルユキの正面で夜空を見上げているグレイシャー・ビヒモスにも、ダメージその他の異変はないようだった。

　ならば、謎なぞのバーストリンカーが解き放った心意とその後の振動は、いったいこの領土戦ステージに何をもたらしたのか。

　手がかりを求めてもう一度あたりを見回そうとしたハルユキの耳に──。

　グレイシャー・ビヒモスの、ごくかすかな囁ささやき声が届いた。

「…………王よ…………。……いまが、その時だというのですか」

　言葉の意味は、ハルユキには解わからなかった。しかしビヒモスが東の空を食い入るように見詰めていることに気付き、振り向くと同じ方向を見上げた。

　横に並ぶビルの屋上では、スカイ・レイカーたちがやはり怪け訝げんそうに周囲を確認している。

　だが、ビヒモスが見ているのは彼らではなかった。

　ずっとずっと遠く。遥はるか彼方かなたの東天。

　漆しつ黒こくの闇やみがわずかに遠ざかり、群ぐん青じよう色いろに変わりつつある。

　夜が明けようとしているのだ。しかしそんなはずはない。《魔ま都と》ステージの夜は三十分間ずっと続くはず。このステージの夜が明けるのは……夜が、明けるのは…………。

　ここでようやく、ハルユキは気付いた。

　視界上部から、まだ千二百秒も残っていたはずのタイムカウントが、消滅している。

　左側に表示されていたアッシュたちの体力ゲージも、右側に表示されていたビヒモスの体力ゲージも消え失うせている。残っているのは自分自身のゲージのみ。

　有り得ないはずの夜明けと、ＵＩの簡略化。

　これらの事象が指し示す答えは、たった一つだ。

「…………ここは…………無制限中立フィールド…………？」

　呟つぶやいたハルユキの声を、冷たく乾いた風が即座に吹き散らしていった。





（つづく）　　　












　あとがき




　アクセル・ワールド第20巻『白と黒の相剋』をお読みくださり、ありがとうございました。

　カバー折り返しにも書いちゃいましたが、いやーとうとう20巻ですねえ。二〇〇七年に、原型となる『超絶加速バーストリンカー』をネットで連載していた頃はまさかここまで書き続けることになるとは予想もしていませんでした。

　でも不思議なことに、お話そのものは、何度か脱線はしつつも当時ぼんやりと思い描いていたクライマックスに向かって進んでいるんですよね。改めて、物語というものは、それ自身がたどり着くべき場所を目指す力を持っているのかなーと思ったりしています。

　もともと私は、《作者としてお話を創造し、コントロールしている》という感覚がすごく希薄なのです。なんというか、すでにそこに存在する物語を文字にしているだけ、というか……。私が大好きなスティーブン・キングという作家さんは、「作者は地面の中に埋まっている物語の鉱脈を掘り出しているだけ」というようなことを言っていますが、まさしくそんな感じです。感覚的には、私自身も半分くらいは一読者としてお話の行く末を「へぇ～」とか「ふぅ～ん」とか言いながら見守っているようなところがありますので、この『アクセル・ワールド』という物語がいつ、どこにたどり着くのかはまだ解りませんが、皆様と一緒にこれからも追いかけ続けていければ……と思っています！




　さて。この本の発売日からひと月半ほど先の七月二十三日に、アクセル・ワールドの新作アニメーション『インフィニット・バースト』（以下ＩＢ）がついに劇場公開となります。

　当然ながらＩＢの企画は動き始めたのはずっと以前、だいたい一年と半年前くらいかな、と思いますが、当時「せっかくの新作アニメなのだから、原作の過去にさかのぼるのではなくて未来の話にしよう、でもあまりに未来になってしまっても何なので、劇場公開の頃に発売されるであろう最新刊から少しだけ先の時間軸にしよう」という意図のもとに原案ストーリーを書きました。しかし考えてみれば、お話制御力のない私にそんな器用な真似ができようはずもなく、18巻、19巻と進めながら「これ本当にＩＢの時間軸と接続できるのか!?」と不安に思っていたのですが、フタを開けてみたらこの20巻と奇跡的にピッタリ時期が重なりまして、大いにほっとしております。ＩＢは、再び集結して下さったテレビアニメ版スタッフの皆様の熱気がこれでもかと注入されたギガ・ワンダフルな映像となっておりますので、どうぞ劇場の大画面でご覧くださいませ！　よろしくお願いします！　そしてＨＩＭＡさん、三み木きさん、今巻も本当にありがとうございました！　口絵のプチパケ三人娘がすばばばばらしかったです!!





二〇一六年五月某日　　川原 礫





















次ページには、紙書籍版刊行時の『ソードアート・オンライン18　アリシゼーション・ラスティング』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

とうとう20巻ですねえ……。内容もクライマックスに近づいているようなそうでもないような……。でもハルユキ君もまだまだやらなきゃいけないことがあるのでこれからもよろしくお付き合いくださいませ！
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イラスト／ＨＩＭＡ

10月３日生まれ。挿絵は今シリーズが初のイラストレーター。『電撃萌王』小冊子への寄稿を見た文庫編集者が、今回の挿絵依頼をオファーしたことがきっかけ。本業仕事の合間を縫って、ブログやＳＮＳサイトなどでイラストを発表している。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「HIMA先生」係
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